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　　　　０




　クラスメイトの乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かは完全無欠だ。

　や、何を突然言い出すのかと思うかもしれないけれど、それは事実なのである。厳然たる事実なのである。

　背中まで伸ばされたさらさらの髪。空に浮かぶブルームーンみたいにぱっちりとした瞳。整った鼻筋。桜色の唇。

　どこをどう取ってみても、美少女の一言しか出てこない。あるいは女神。

　成績は優秀で、入試では首席合格を果たし新入生の代表として入学式で挨拶をした。

　性格もよく、入学してから二週間が経たつけれどだれもかれもが彼女のことを賛美している。毎朝教卓の花を替えていたとか、河か川せん敷しきに捨てられていた仔こ犬いぬを助けていたとか、そういうエピソードがそこかしこから聞こえてくる。

　さらに教養もある。

　趣味のピアノとバイオリンの腕前はほとんどプロ並みだというし、他にも生け花や日本舞踊、茶道なども師範級の実力であるらしい。

　これだけでももう非の打ち所なんてほとんどないっていうのに、とどめのように家柄もいいときている。

　日本で三本の指に入る名家だという乃の木ぎ坂ざか家の次女であり、超がつくほどのお嬢様だ。

　とにかくもう、完全無欠の見本市みたいな天上の存在なのである。

　そんなほとんど完璧超人始祖みたいな乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かと、平民代表みたいな俺（特技：耳を動かすこと）とでは、接点などまるでないはずだった。

　二つの線が交わることなどない……はずだった。

　だけどそんな乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かには〝秘密〟があった。

　人には言えない、大小様々な〝秘密〟が。

　その〝秘密〟が、本来違う世界にいたはずの俺たちを繫つないでいくのである。







　これは〝秘密〟の物語。

〝秘密〟が繫つなぐ、絆きずなと想おもいの物語……だ。
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　　　　１




　この春に俺──澤さわ村むら善よし人とが入学した白はく城じよう学園は、都内にある私立高校だ。

　生徒数は三学年合わせて四百人ほどで、位置づけとしては上の中くらいの進学校。昔はそこまででもなかったらしいけれど、ここ数年で飛躍的に成果を伸ばしてきたのだという。

　といっても、勉強勉強と堅苦しいわけじゃない。

　校風自体はどちらかと言えばのんびりとしている。校外活動や部活動もそれなりに盛んで、どちらも自由参加ではあるけれど、中には全国レベルに達しているものもいくつかあるのだという話だ。

　実際、同じ中学で野球をやっていた友だちは、野球部に入って甲子園を目指すんだ！　と血走った目で通学路で金属バットを思い切り振り回しながら息巻いていたし、吹奏楽部だったクラスメイトは絶対に普門館に行ってみせるんだからと朝の全校集会でトランペットを大音量で吹きながら張り切っていた。うーん、青春だなあ。どっちも停学になったけど。

　だけど俺が入ったのは……そんな志を共にする熱い仲間たちと青春を謳おう歌かして、ともすれば涙の抱擁を交わしたりする部活ではなかった。

　俺が入った、いや正確に言えば入らされることになった部活という名のたまり場は──

「善よし人とー、部活行こうよー！」

　と、そこで背中をドンと叩たたかれた。

　振り返るとそこにいたのは、にこにこと虫も殺さないような笑みを浮かべた一人の女子の姿。

「冬ふゆ姫き」

「ほらほら、楽しい部活の時間だよー！　やっと授業が終わったんだから、張り切っていこー！」

　どこかアニメがかったソプラノの声が教室に木こ霊だまする。

　この女子の名前は朝あさ倉くら冬ふゆ姫き。

　近所に住んでいる幼稚園からいっしょの十年来の幼おさな馴な染じみだった。

　この冬ふゆ姫きが、俺を件くだんの部活に引きずりこんだ張本人だったりするのである。

　黙っていれば顔立ちの整った、普通にかわいいと言っていいレベルの元気系女子だ。

　ただそれは、あくまで口を開かなければの話であるわけで……

「ところで善よし人とー、昨日の『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』は見たー？　私はタイムシフトで録画しつつブルーレイにも焼いて、さらにネットで実況しながら正座して見てたよー。昨日の回はよかったなー、やっぱり今期の覇権はあれで決まりだよねー！　初回から神作画でどこもかしこもぬるっぬるでさー」

「……」

「ねえねえ善よし人とはどう思うー？　まだ新シーズンが始まったばっかりなんだけど熱いよねー。原作はライトノベルで、コミカライズも始まったみたいだから全部買わないと。あ、マホちゃんのフィギュアの予約もはじまってたんだったー！　善よし人とももちろん買うよね？　買っちゃうよね？　今回のはまた一段と出来がいいみたいで……」

「……うん、分かった、分かったから一瞬黙って。な？」

　これだよ。

　一度喋しやべり出すと壊れたマシンガンのごとく止まらない。しかもその内容は九十九パーセントがアニメや漫画、ゲームや小説などの、いわゆる〝アキバ系〟関係なのである。朝あさ倉くら家において〝アキバ系〟は家族ぐるみで物心ついた時から公認されてきた趣味だということもあり、以来十年以上にわたってそういった環境に囲まれて育ってきていることから、立派な血統書付きだ。犬で言えば毛並みのいいサモエドといったところか。

　そう、この冬ふゆ姫きに付き合わされるカタチで、俺が入ることにはなったのが……『ＡＭＷ研究会』だった。

　Ａ（アニメ）Ｍ（マンガ）Ｗ（ウオッチング）の略で、名前の通り、漫画やアニメ、ゲームなどの〝アキバ系〟を趣味とする者たちの部活である。ちなみに決してどこぞの巨大出版社の某事業局の略ではない。

　特に入りたい部活があったわけでもないので構わないといえば構わなかったわけだけれど、まさか自分がこういった部活に入るとは思わなかった。

　正直俺はそこまでディープに〝アキバ系〟方面にはまっているわけじゃない。

　冬ふゆ姫きの影響もあってか、面白そうなものがあれば深夜アニメを見たりもするし、漫画だってどちらかといえば一般受けはしなさそうなマニアックなものを読んだりする。好きなゲームは睡眠時間を削ってやったりするし、ライトノベルも含めて小説も普通に読む。

　でも別に、冬ふゆ姫きほど熱心に追いかけているわけじゃない。

　アニメは録画まではしていないし寝ていて見逃すこともある。漫画も発売日に手に入らなくてもそんなに気にならないし、ゲームはムキになって課金をするほどじゃない。

　いわゆるそう、ライト層だ。

　ちょっと悪意を込めて言えば、にわか、とも言う。

　何でもこういった〝アキバ系〟の趣味は、かつては周囲から白い目で見られたり、陰で色々と言われたりしたことがあったらしい。隠さないと、それこそクラスで孤立してしまうくらいに。

　だけどそれも今は遥はるか大昔のこと。この冬ふゆ姫きみたいな隠そうともしない勢がたくさんいるし、クラスの中で最も大きいグループの一つであると言ってもいいくらいだ。見るからにリア充じゆうなイケメンでも〝アキバ系〟をかじっていたりするし、女王様みたいな女子が普通にボカロ曲を聴いていたりする。むしろ〝アキバ系〟についてまったく知識がないと逆に周りと馴な染じめないことがあるくらいだとか。特に東京の進学校ではそれが顕著であるとのことだけれど、それは何となく分かる気もする。

　と、そんなことを考えていると、冬ふゆ姫きが言った。

「んー、何難しい顔してるのかな？　あ、分かった、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のブルーレイボックスを、どこの店舗特典で買おうか悩んでたんでしょー？　分かる分かる。ふっふっふ、善よし人とのことなら何でもお見通しだぜー」

「ぜんぜん違います」

「えー、そうなのー？」

　何もお見通せていない。

「そうです」

「ちぇー、残念。善よし人とはなかなかこっちの世界に来てくれないなー。昔っからこんなに色々と布教してるのに。まあいいや。それじゃ部活行こー！」

　そう言って背中をぐいぐい押してくる。

「わ、分かったから、そんなに急せかすなって」

「それでねー、さっき言ってた『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のフィギュアなんだけど、造型師さんがすっごい有名な人でー」

「はいはい」

　歩きながらもまたマシンガントークを繰り広げてくる冬ふゆ姫きに適当に答えつつ、俺たちは一年一組の教室を出たのだった。







『ＡＭＷ研究会』の部室は、文化部棟の一番奥にある。

　白はく城じよう学園は部活が盛んなだけあって、運動部と文化部それぞれに部室棟が設けられている。部室棟の造り自体はプレハブの簡素なものなのだけれど、やはりそれぞれの部活ごとに専用の部室が用意されているのは快適であり、生徒からの評判もすこぶるいい。

「こんにチワワー!!」

　放された犬みたいにハイテンションにそう声を上げる冬ふゆ姫きといっしょに部室に入る。

　部室はシンプルな造りで、広さは十畳くらい。部屋の真ん中にテーブルとパイプ椅子が置かれていて、脇にある棚にはたくさんの漫画や小説や同人誌、ゲームやフィギュア、同人ＣＤなどが並べられている。

　中にはすでに先客がいた。

「おお、朝あさ倉くらに澤さわ村むらか。遅かったな」

　テーブルの一番上座で手を振っていたのは、三年生の神楽かぐら坂ざか雪ゆき埜の部長。

　黒髪ロングで背の高い美人系。歳とし上うえで部長だけど偉ぶったところのない、付き合いやすい人だ。

　冬ふゆ姫きとは、昔からの知り合いらしい。

　そして、

「やあ、朝あさ倉くらさん、今日も萌もえの塊みたいなお姿ですな！」

「ニーソックスが似合っていますね！」

「その禁断の絶対領域に顔面を挟まれてハアハアしたいぜ……！」

　その周りで分かりやすい変態発言をしていたのは、木き村むら、河こう野の、古こ林ばやしで、通称三Ｋ。非常に残念なことに三人ともクラスメイトだ。

『ＡＭＷ研究会』は今の四人を含めた全部で七人の部員で成り立っている。

　そして現在この部室内にいるのは部長、三Ｋ、冬ふゆ姫き、俺だ。

　一人足りてないって思うだろう？

　それは……

「あ、乃の木ぎ坂ざかさん！」

　と、そこで三Ｋの一人がご主人様を発見した犬みたいに声を上げる。

　声につられて部室の入り口に目をやると……そこには、女神がいた。




「あ──こんにちは」




　その透明な声に、耳に天使が舞い降りたかと思った。

　どうやったらそこまで艶が出るんだろうってくらいにさらさらな髪、たぶん俺の二倍くらいの大きさがあるぱっちりとした二重の瞳、春の色をそのまま映し取ったみたいな桜色の唇。まるで全身がうっすらと光のヴェールに包まれているかのように輝いて見える。いや実際に光っているわけじゃないんだけど、そう見える。あれはきっとオーラというんだろう。




　──乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏か。




　白はく城じよう学園の超有名人だ。

　容姿端麗で成績優秀。

　品行方正で性格も良好。

　さらには日本でも有数の財閥だと名高い乃の木ぎ坂ざか家の令嬢。

　そんなほとんど二次元世界の住人みたいな完璧超人始祖は、俺と冬ふゆ姫きのクラスメイトであり、会員数が三桁を超すというファンクラブまで存在する天上人だ。学園内で知らない人はいない名だたる超お嬢様である。

　そう、半ば信じられないんだけれど。

　彼女、乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かこそが……この『ＡＭＷ研究会』の最後の一人なのである。

　聞いた話によると、何でも彼女のお姉さんがかつてこの『ＡＭＷ研究会』の部長を務めていて、様々な伝説を残していたらしい。その縁で、神楽かぐら坂ざか部長が入学初日に彼女のことを熱烈に勧誘したとのことだった。

「乃の木ぎ坂ざかさん乃の木ぎ坂ざかさん！　昨日の『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』は見ましたかな？」

「あ、はい、見ました。Ｃパートの作画がぬるぬるで、素晴らしかったですよね」

「おお、分かりますか！　さすがは乃の木ぎ坂ざかさん、目の付け所が違うぜ！」

「我々も見習わなくてはいけませんね」

　そしてこの乃の木ぎ坂ざかさんのすごいところだが、何でもこういった〝アキバ系〟方面の知識にも精通しているらしいのだ。

　今期のアニメについても冬ふゆ姫きが一目置くくらいに詳しいし、漫画やゲーム、小説の話題もオールマイティにカバーしている。何を訊きいてもまるで事前に全て用意していたみたいにすぐに的確な答えが返ってくるから驚きだ。

　さらには実践（？）にも通じているらしく、自分でイラストも描いたり、小説も書いたり、作曲をしたりしているとのことだ。実際に聞いたわけじゃないんだけど、入部してきた初日に三Ｋたちが大声で自分のことのようにそう自慢していたからよく覚えている。うーん、すごいなあ。こんな方面にまであますことなく完璧超人っぷりを発揮しなくてもいいのに。

　それを裏付けるがごとく、今も三Ｋたちの勢いに一歩も遅れることなく、今期のアニメについて語り合っている。

「乃の木ぎ坂ざかさんは『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』だとだれがお気に入りですかな？」

「そうですね、やっぱり主人公のマホちゃんでしょうか。明るい顔の合間に見せる陰のある表情がとても素敵だと思います」

「うむうむ、分かりますぞ！」

「それとお供のピアニッシモちゃんの気持ちに共感できるかもです」

「あ、それ分かる分かるー。私もねー、ピアニッシモちゃんのけなげでマホちゃん想おもいなところが大好きでさー」

「それは尊いですな……！」

　盛り上がってますね。

　というかいつの間にか冬ふゆ姫きも輪の中に入って会話に混ざってるし。俺がぼっちだ。

「いやいや、乃の木ぎ坂ざかさんの知識には驚嘆するばかりですな。ああ、そういえば乃の木ぎ坂ざかさん、イラストも描けると言っておりましたな？」

「え？」

「ほら、入部初日の時に。伝説レジエンドだったお姉さんと同じように、イラストを描くのが趣味だと言っていたではないですか」

「あ……え、は、はい」

「でしたら今度、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のイラストを描いてくださりませんかな？」

「え？」

「おお、それいいな！　きっと乃の木ぎ坂ざかさんの描くイラストなら間違いなく神イラストだろうから、イラスト投稿サイトに載せたらきっとバズってランキング上位間違いないぜ！」

「僕も賛成です。『ＡＭＷ研究会』の宣伝とかにもなるかもしれませんしね」

「あ、ええと、それは、その……」

「……（無駄にキラキラした目）」

「……（無駄にキラキラした目）」

「……（無駄にキラキラした目）」

「……わ、分かりました。その、やれるだけやってみます」

「やりましたな！」

「ひゃっほう！」

「これでまた生きる楽しみができたというものです！」

　三Ｋたちがハイタッチをしようとして空振りをしてお互いの顔面を叩たたき合いながら狂喜乱舞している。

　イラストかあ……

　自分でやってみようとは思わないけど、描ける人は素直にすごいと思う。乃の木ぎ坂ざかさん、いったいどんなイラストを描くのかな。やっぱり本人のイメージと同じような可か憐れんでかわいらしい感じなのかなあ。絵はそれを描く人の心を映し出すっていうし。俺が昔、美術の時間に満月の絵を描いた時は「発情したカミツキガメみたいだね」って言われたけどね。

　と、そんなことを考えていると。

　そこでふと、乃の木ぎ坂ざかさんと目が合った。

「……っ」

　乃の木ぎ坂ざかさんの琥こ珀はく色のきれいな瞳の中に、一瞬だけ自分の凡庸な顔面が映り込む。

　思わぬ視線の交錯に俺がどうしていいか分からずにいると、乃の木ぎ坂ざかさんは少しだけ照れたように微笑ほほえんでにこやかに笑い返してきてくれた。

　うう……正直、人を殺せるレベルのかわいさだ。

「それじゃあせっかく全員集まったんだから、大いに語り合おうじゃないか！　私としては今期ナンバーワンのカップリングが何かについて言及したいところだが、まあそれは後にするとして。まずは今期の覇権が何であるかについてだけれど……」

　神楽かぐら坂ざか部長がそう呼びかけて。

　とまあこんな感じに、ゆるゆると『ＡＭＷ研究会』は活動をしているのだった。







　　　　２




　～～～♪

　商店街にあるスピーカーから、ドヴォルザークの『家路』が流れてきている。

　太陽はもう西へとすっかり傾いて、辺りの景色は黄昏たそがれ色。

　部活が終わって、俺は冬ふゆ姫きといっしょに帰っていた。

　俺と冬ふゆ姫きの最寄り駅は、学校から電車で三十分ほどかかる場所にある。

　通学に時間がかかるため朝寝坊ができないのが難点だけれど、駅前にはドラッグストアもコンビニもファーストフードの店もあるし、冬ふゆ姫きいわくアニメイトもとらのあなもあるとのことから、それなりに利便性の高い立地だったりもする。

　駅を出たところで、冬ふゆ姫きが言った。

「んー、私はこれからアニメイトで同人誌を探してコスプレショップで新作を見た後にお気に入りのメイド喫茶に行って萌もえ萌もえじゃんけんをしてくるけど、善よし人とはどうするー？」

「ん、俺はちょっと本屋に寄ってくわ。鈴すず音ねのやつに算数のドリルを選んできてくれって言われてて」

「そっかー。じゃあまた明日だねー」

「おー」

　ぶんぶんとちぎれそうなほど手を振る冬ふゆ姫きと別れて、俺は駅から少し歩いたところにある本屋へと向かった。

　昨今の電子書籍の台頭で本屋が減少している中、紙の本を供給してくれる貴重な場所である。

　小学生用の参考書のコーナーに向かいながら、何となく辺りを見回す。

　本屋の雰囲気は好きなんだよな。

　独特の匂いと空気とで、何となくリラックスできるような気がする。リラックスできすぎて、時折トイレ（長期戦）に駆け込みたくなるのが問題なんだけどね。

　そんなことを考えつつ、小学生のドリルコーナー（地面を掘削するための道具にあらず）へと差しかかる。

　と、その時だった。

「……ん？」

　視線の先にあるものが目に入ってきた。

　一キロ先からでも見間違うはずがない光り輝く女神のような姿。

　あれは……

（乃の木ぎ坂ざかさん……？）

　だよね？

　制服も白はく城じよう学園のものだしまず間違いない。

　だけど何で学校で別れたはずの乃の木ぎ坂ざかさんがこんなところにいるんだろう。確か彼女が住んでいるのはこんな僻へき地ちではなく、犬も歩けばプラチナの延べ棒に当たるとまで言われる有名な高級住宅街だったはずなのに。

　不思議に思いながら見てみると、乃の木ぎ坂ざかさんは何やら本棚の前で片手を上げてウサギみたいにぴょんぴょんと跳ねていた。

　あれは別に餅つきダンスを踊っている……わけではなくて、取りたい本があるみたいなのに届かなくて困っているみたいだ。乃の木ぎ坂ざかさんはスタイルがいいせいかそう見えないけれど、意外と背が小さいからな。何か探してるのかな？　片手にすでに何冊か本を抱えているみたいだ。

「……うーん……」

　少し迷ったけれど、手を貸すことにした。クラスメイトであるし同じ部活の仲間であるわけだし、見て見ぬふりっていうのは、やっぱりないかなと思ったから。

　ぴょんぴょんと跳ねる乃の木ぎ坂ざかさんに近づいて、こう話しかけた。

「これでいいの？」

「え？」

　俺が遠慮がちに本に手を伸ばすと、乃の木ぎ坂ざかさんは驚いたような顔でこっちを見た。

「ええと、本、届かなかったんじゃ……？」

「え？　あ、そうです。ありがとうございます……って、あっ！」

　そこでようやく俺の顔に見覚えがあることに気付いたみたいで、乃の木ぎ坂ざかさんは実家を離れて一人暮らしをしていた飼い主と一年ぶりに再会した仔こ犬いぬ（他人を見る目）みたいに目をぱちぱちとさせた。

「え、あ、あなたは……澤さわ村むらさん……？」

「あ、うん」

「え、そ、そんな、澤さわ村むらさんが、どうしてここに……？」

　さっと、手に持っていた本を背中に隠すようにして乃の木ぎ坂ざかさんが声を上げた。

「どうしてって、ここ、地元なんだ。だから帰りがけに寄ったら、乃の木ぎ坂ざかさんを見かけて」

「じ、地元……？」

「うん」

「そ、そんな……わざわざ電車で三十分もかけて学校から離れた場所にまで来たのに、何で……」

「ん？」

「あ、い、いえ、何でもないです！」

　わたわたと手を振って微笑ほほえみを浮かべる。

「？　あ、それより本だったよね。ええとそこの棚の……」

「い、いえ、だいじょうぶです！　自分で取れますから！」

「いや、どう考えても物理的に背が足りてない……」

「!!　そ、それ、わたしがちんまいって言って──」

「？」

「……！　あ、い、いえ、私は本当に大丈夫ですから」

「……？」

　何か挙動不審だった。

　目がそこはかとなくバタフライをしているし、声もハイエナを前にした子鹿みたいにどこか震えているような気がする。

「あの、乃の木ぎ坂ざかさん、大丈夫？」

「え、ええ、大丈夫です。何も問題はありません。私のことはお気になさらず澤さわ村むらさんはご自分の用事を済ませてください」

「そう言われても……」

　明らかに問題しかないと思う。

　伸ばした手が虚こ空くうをさまよう俺の前で、乃の木ぎ坂ざかさんはぴょんぴょんとダンスを再開する。ぴょんぴょんぴょこぴょこ。とはいえやっぱり身長はまったく足りていないのに、何とか手を本に届かせようとぴょこぴょこ跳ねるもんだから、すごく危なっかしい。スカートの裾はひらひらと魅惑の蝶ちよう々ちようのようにはためいていて今にも飛び立っていってしまいそうだ。頼りない足取りは今にもバランスを崩して転びそうだし……などと心配していたまさにその次の瞬間、

「きゃっ……」

「！」

　悪い予感は的中した。

　小さく声を上げて、本当に乃の木ぎ坂ざかさんがバランスを崩した。

　手をぱたぱたと振り回しながら、トリプルアクセルを跳ぶようにして、俺の方へと倒れかかってくる。

「危ない！」

　ドサリ!!

「い、いててててて……」

「……あうう……」

　二人もつれるようにして地面に転がる。

　その弾みで、乃の木ぎ坂ざかさんの手に抱えられていた本が滑り落ちる。床に落ちた本はそのまま散らばり、タイトルが目に入ってきた。

「……え？」




『はじめてのイラスト。～こうすればウーパールーパーでも萌もえ絵が描ける～』

『三日で解げ脱だつできるイラスト』

『イラストがうまくなりたければまず腎臓を揉もみましょう』




「これって……」

　どう見ても、イラストの入門書……だった。

　入門書とは文字通り、その道の初心者が使うものである。どういうことだろう？　何でこんなものを乃の木ぎ坂ざかさんは買おうとしていたんだ？　乃の木ぎ坂ざかさん、イラストは得意なんじゃなかったっけか……？　というかタイトルがひどいな。

　そんな考えが一瞬頭をよぎるも、だがすぐに俺の思考は違う方向へと強制的にシフトさせられることとなった。

　だってさ。

　転んだ拍子にそうなったのか、スカートがめくれ上がって、目の前に乃の木ぎ坂ざかさんの雪のように白い太ふと股ももが露あらわになっていたのだから。

[image: ]

「!!」

　思わずフリーズする。眼前にそんなものがあればどうしたって視線が行ってしまうのは健全な十六歳男子高校生として自然の摂理なのではないだろうか？　しかも、その、めくれあがったスカートの奥に見てはいけない禁断の布地までもが見えかけてしまっているという、それこそ極楽の先にヴァルハラがあったような状況であって……って、だめだだめだ！　見ちゃいけない！　でもどうしても目がいってしまう。うう……

　自分の中の理性と本能とがラグナロクよろしく激しくせめぎ合っていると、ふいに思いも寄らない声が聞こえてきた。

「……っ……うう……」

「？」

「……うう……ぐすっ……」

「!!」

　な、泣いてる……!?

　え、いやまだ何も見てないよ！　見たい気持ちは死ぬほどあったけど必死にガマンしてたんだよ！

　心の中でそんな言い訳をしていると、乃の木ぎ坂ざかさんはさらに絞り出すように声を出した。

「……れた……」

「え？」

「……見られた……」

　や、だから見てない──

　そう言おうとした俺の言葉は、乃の木ぎ坂ざかさんの死にそうな声に遮られた。

「……買おうとしてた本……見られた……これを見られたってことは……わ、わたしの〝秘密〟がばれちゃった……ってこと……？　ど、どうしよう……い、今から地球が滅亡してくれれば……そうでなければ、こうなったらもう、や、闇に葬ほうむって口を塞ぐしか……そ、そうだ、Yabee!知恵袋に大型犬をこっそり庭に埋めるやり方が書いてあったからあれを応用して……」

「……」

　……何か、さりげなく物騒なことを口走ってませんかね？　「す、水酸化ナトリウムを……」みたいな声も聞こえてくるし。

　というか、〝秘密〟って……？

　何を言っているのかさっぱり分からない。

　この本が何かまずいのかな？　中に札束でも入ってるとか……

　おまけに何だか口調まで違うような気がする。

　さっきまでの上品でおしとやかだったお嬢様口調ではなくなって、だいぶくだけた感じになっている。少しばかり舌ったらずなところがそれはそれで何だか親しみやすくていいんだけど……

　と……そこで周りの視線がこっちに集まっていることに気付いた。

「なあ、あいつ、女の子を泣かせてるのか……？」

「分かんないけど、女の子の秘密を握って脅してるみたい……」

「え、最低じゃん」

「あんな顔して、よくやるよな……」

「警察呼んだ方がよくない？」

　……そりゃあそうですよね。

　泣いている美少女（着衣が乱れている）と、その傍かたわらでそれを凝視している男子。立派な通報案件だ。俺が逆の立場でも間違いなくそう断定する。おまわりさん、こいつです──

　通報からの警官到着から逮捕、警察署での尋問までの鮮やかな流れが現実のことのように頭に浮かぶ。あ、うん、これやばいやつだ……

「……」

　逃げよう。

　とにかくこの場から少しでも早く離脱しないとまずい！

「乃の木ぎ坂ざかさん……こっち！」

「あ……っ……」

　目を潤ませる乃の木ぎ坂ざかさんの腕を摑つかんで。

　アリゲーターガー（北アメリカ原産の肉食魚）に追われるメダカみたいに、一目散に本屋から逃げ去ったのだった。







　やって来たのは、本屋の近くにある公園だった。

　昼間は近所の親子連れや散歩する老人、犬を連れた愛犬家の人たちが熾し烈れつな領土争いをする賑にぎやかな場所だが、午後六時を過ぎて日が落ちたこの時間にはさすがにほとんど人通りはない。

「……」

　乃の木ぎ坂ざかさんは無言のままベンチに座っていた。

　もう泣いてはいないみたいだったけれど、その顔は暗闇でも分かるくらいに真っ青だ。

「ええと、何か飲む……？」

「……」

「それともお腹なかが空いたりしてない……？　空いてたらそこのコンビニでフランクフルトでも買ってくるけど……」

「……」

　返事がない。ただの屍しかばねのようだ。

　それはまあ冗談なんだけど、乃の木ぎ坂ざかさんは本当に今にも死にそうな表情をしていた。こんな顔、教室や部室では見たことがない。

　しばしの沈黙。

　やがて乃の木ぎ坂ざかさんが、絞り出すように小さくこう漏らした。

「……たんでしょ……？」

「え……？」

「……見抜いた……んでしょ……？」

　え、見抜き？

　って、な、何を？

　若干アレな勘違いをする俺に、乃の木ぎ坂ざかさんは必死な声で続けた。

「と、とぼけないで……わたしがイラストなんて何も描けない素人だってこと、見抜いたんでしょ……？」

　顔を上げて、乃の木ぎ坂ざかさんがそう言った。

「そ、それだけじゃない……ほんとはわたし、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』なんてほとんど何も知らない……神作画とか、覇権とか……何にも分かんない……。暗記した知識だけを披露してそれらしく振る舞ってるってことも、もう分かってるんでしょ……！」

「え、そうなの？」

「え？」

「え？」

「……」

「……」

　一瞬、何ともいえない空気が俺たち二人の間に流れる。

　カサカサと、丸まった紙クズが風に流されて俺たちの背後を転がっていった。

「…………」

　……ええと、まだいまいち状況を摑つかみきれないんだけど、こういうことだろうか？

　実は乃の木ぎ坂ざかさんはイラストを描くことができない。

　それどころか、驚くなかれそもそも『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』についてすら、大した見識を持ち合わせていない。

　そしてそれを、別に何も気付いていなかったカブトムシみたいに勘の悪いことこの上ない俺に向かって、あろうことかカミングアウトしてしまった。

　だいたい、そういうことだよね？

「……」

「……」

「……」

　……ああ、これ、とりあえず厄介事の匂いしかしないやつだ。

「……ごめんね、それじゃあ、俺はこれで」

「……ま、待って！」

　ガシッ！

　さりげなくその場から退避しようとしたのに、アザラシを咥くわえるホオジロザメみたいにがっちりと腕を摑つかまれた。おうおうとちょっと抵抗してみるものの、振りほどけない。う、逃げられない……

　どうしていいか分からなくなった俺に、乃の木ぎ坂ざかさんは涙声でこう叫んだのだった。

「お、お願い……わたしを助けて！」

　助けてほしいのは俺の方です。







　　　　３




　翌日。

　教室で音楽の授業を受けながらも、俺は上の空だった。

　頭の中は別のことでいっぱいいっぱいで、授業の内容なんてこれっぽっちも入ってこない。普段は面白いはずの非常勤の天あま宮みや先生の音楽家解説（ベートーヴェンはあんな顔をして相当の面食いだったとかモーツアルトの趣味がｘｘｘｘでやばかったとか）も、ただの言葉の羅列として右から左へと通り過ぎていく。

　何でかって言われれば、原因は一つしかない。

　昨日の──乃の木ぎ坂ざかさんとの一件だった。

　ちらりと斜め前方を見る。

　乃の木ぎ坂ざかさんはヒザの上に手を置いて、熱心な表情で授業に耳を傾けていた。

　その様子は完璧なお嬢様そのもので、昨日の泣き顔の片へん鱗りんはない。

　あれは夢か幻覚か何かじゃなかったのか。そう思わせるほど現実感がなかった。

　だけど、夢じゃないんだよな……

　残念なことに。

　乃の木ぎ坂ざかさんの方に視線を送ったまま、昨日のやり取りを思い出す。







「……確認するけど、つまり乃の木ぎ坂ざかさんは〝アキバ系〟じゃないってこと？」

「……うう……」

　俺の問いに、乃の木ぎ坂ざかさんは死にそうな顔でこっくりとうなずいた。

「イラストなんてまったくこれっぽっちも描けなくて、それどころか『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』もまともに見たことすらない、と……？」

「……」

　さらにこくり。もうその目にはほとんどハイライトが入っていない。完全に死んだ目だ。目の端には再び涙が浮かんでいる。

　うーん、まいった。

　これはどうしたものか。

　意外すぎる事情は分かったものの、それを聞いたところでどういうリアクションをしたらいいのか分からない。〝アキバ系〟であることを隠そうとするのなら見たことがなくもないけれど、〝アキバ系〟でないことを隠そうとするなんて、遭遇したことのないケースだ。

「何だって、そんなことに……」

　そのことを尋ねると、乃の木ぎ坂ざかさんはこう答えた。

「……勘違い、されて……」

「勘違い？」

「……うん。わたしのお姉ちゃん……未み来らいお姉ちゃんっていうんだけど、去年まではおんなじ白はく城じよう学園の生徒で『ＡＭＷ研究会』に入ってたの。お姉ちゃんは、すごかったんだ……才色兼備で、優しくて、だれからも好かれてて、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の二つ名で呼ばれてて……文字通り何でもできた。イラストを描いても、小説を書いても、何をしても全部あっという間に上う手まくなった。だから、わたしもきっと同じだって、そう思われたみたいで……」

　ああ、そういえば乃の木ぎ坂ざかさんのお姉さんは『ＡＭＷ研究会』のかつての部長で、色々と伝説級のエピソードを残しているって話は聞いた気がする。

　──伝説の『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』乃の木ぎ坂ざか未み来らいさん。

　いわくイラストの腕はプロ級で在学中から仕事の依頼があった、いわく小説では投稿していたサイトで常にランキング上位だった、いわくアニメに出て声優をやったことがある、etcetc。どれも実際に見てない立場からすれば眉唾ものなところもあるけど、妹である乃の木ぎ坂ざかさんのスペックの高さから想像すれば決してあり得ない話じゃないとも思える。

　で、部長たちは乃の木ぎ坂ざかさんがその未み来らいさんの妹であることから、同じようにアキバ系知識に精通していてイラストもプロ並みの腕前だと勝手に思い込んで、そして乃の木ぎ坂ざかさんはその誤解を否定しきることができなかったってことか。

　聞いてしまえば単純な話だ。

　まあ部長や三Ｋたちは思い込みが強い方だし、それ自体は分からなくもないといえば分からなくもないんだけれど……

「うーん、でも、だったら正直にそう言うしかないんじゃないか？　部長たちは勘違いしてて、乃の木ぎ坂ざかさんは別に〝アキバ系〟でも何でもないんだって」

　自分でも至極まっとうだと思われる意見に、しかし乃の木ぎ坂ざかさんは激しく首を横に振った。

「そ、それはだめなの！」

「？　どうして？」

「そ、それは……」

　俺の問いに乃の木ぎ坂ざかさんはきゅっと唇を結んだ。

　何かを逡しゆん巡じゆんするように、しばらくの間うつむいて言葉を発さない。

　だけどやがて何か覚悟を決めたかのように小さく顔を上げて、こう口にした。




「わたしは……お姉ちゃんになりたいの」




「お姉さんに……？」

「……うん」

　乃の木ぎ坂ざかさんは小さくうなずいた。

「未み来らいお姉ちゃんはおしとやかで上品で優しくて女の子らしくて……それだけじゃなくて勉強もスポーツも習い事も趣味の〝アキバ系〟も全部笑ってこなしてて……何もかも、完璧だった。わたしはそんなお姉ちゃんにずっと憧れてきた。完璧なお姉ちゃんみたいになりたいと思い続けてきたの」

「？　乃の木ぎ坂ざかさんだって十分に完璧じゃ……」

「……わたしは、違うよ」

　その言葉に、乃の木ぎ坂ざかさんは静かに首を横に振った。

「わたしは……ぜんぜん完璧なんかじゃない。うまく誤魔化して、そう見せてるだけ。今のこの周りからのイメージだって、必死に努力してがんばって、やっとそれっぽいものを作り上げてるだけなんだよ。勉強も、運動も、性格も、趣味も、全部。お姉ちゃんが笑いながら当たり前みたいにこなしてきたことを、その何十倍の時間をかけて、ようやく背中が見えるところまできたってだけ」

「……」

「ほんとのわたしは、お姉ちゃんみたいにおしとやかで上品でもなければ、大人っぽくもない。喋しやべり方も素だとこんなだし……性格だってほんとはすごく子どもっぽい。勉強も中学の頃はガリ勉してやっと白はく城じよう学園に入れたくらいだし、習い事だってこなしていくだけで精一杯だった。寝たりご飯を食べたりお風ふ呂ろに入ったりしている以外の時間は全部自分を磨くことにあててた。それでもお姉ちゃんには追いつけない。お姉ちゃんにはなれてない。乃の木ぎ坂ざかの家では……わたしは、劣等生なんだよ」

　劣等生。

　うーん、一般人から見れば優等生で完璧超人始祖の見本みたいな乃の木ぎ坂ざかさんからそんな言葉が出てくると、何だか少しばかり違和感を覚えてしまう。というか乃の木ぎ坂ざかさんが劣等生だったら俺は何なんだろうね？　プランクトン？

「……だからわたしにはお姉ちゃんみたいに趣味を、〝アキバ系〟を楽しむ余裕なんて、今までこれっぽっちもなかった。お姉ちゃんが大好きだっていう『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』にも、〝アキバ系〟にもずっとずっと興味はあった。だけど……そっちに目を向けている時間なんてなかった。その時を生きるだけで必死だった。でも高校に入学して……やっと少しだけ余裕ができたの。勉強や習い事以外にも使える時間ができたんだよ。だから『ＡＭＷ研究会』に勧誘された時は、嬉うれしかった。勉強や習い事以外にもお姉ちゃんが好きだったものを辿たどってみろって、神様に言われてるんだと思った。だから……」

　そこで乃の木ぎ坂ざかさんは一度言葉を切った。

　瞳の奥に強い光を宿して俺の方を見ると、




「だからわたしは……お姉ちゃんが辿たどってきた道は全部辿たどって、やってきたことは何であってもできるようにするって決めたの。──お姉ちゃんになるんだって、決めたんだよ」




　きっぱりと、そう言い切った。

「……」

　お姉ちゃんになる、か……

　そんなのはきっと、いいことばかりではないだろうに。

　だけどその言葉からは、並々ならぬ決意のようなものがうかがえた。きっと乃の木ぎ坂ざかさんにも、彼女なりに何か胸に秘めるものがあるんだろう。

　そしてその目的のためには、こんな高校生活の初っぱなでお姉ちゃんルートから大幅に外れるわけにはいかないってわけか……

　うん、それは分かった。

　そのこと自体は彼女の意思であり覚悟であるわけだから、外野が余計な口出しをすることじゃないと思う。

　だけど。

「だからって、俺に助けてくれって言われても……」

　俺はイラストを描けないし、自分で描こうと思ったことすらない。アキバ系知識もしょせんは人並みでしかない。ゆえに乃の木ぎ坂ざかさんのためにできることなんて、ハチドリの涙ほどの助けでしかないはずだ。

　それなのに乃の木ぎ坂ざかさんは諦めない。

「それは分かってる、分かってるの……でも、お願い、助けて……！」

「だけど……」

「こ、このことを……わたしの〝秘密〟を知ってるのは、澤さわ村むらくんしかいないんだよ！　澤さわ村むらくんだけなの……！　……だからもう、わたしには他に頼れる人がいないの。だから、だから……」

　ぎゅっと胸にすがりついて、泣きそうな顔でそう懇願してくる。

「…………」

　正直、何とかできるとはぜんぜん思えない。

　言ってしまえばそもそもそんな義務も責任もないわけだし、関わったところで面倒なことになるのは、ニトログリセリンに着火すれば大爆発が起こるくらいに目に見えている。

　だけど。

　だけどさ。

　こんな風に女の子から泣きそうな顔で必死に頼まれて、さらにはその相手はあの乃の木ぎ坂ざかさんで、それを断ったりしたら……もうそんなのは男じゃないっていうか、漢おとこじゃないんじゃないかな？

　だから俺は、こう答えた。

「……分かった」

「え……？」

「協力、する。だけど俺にできることだけだからな」

「あ……」

　それを聞いた乃の木ぎ坂ざかさんは、目をぱちぱちと瞬しばたたかせていた。

　だけどすぐにその表情をぱあっと輝かせると、

「う……うんっ！　よろしくお願いします……っ……！」

　深々と頭を下げて、そう言ったのだった。







　──こうして、〝秘密〟を打ち明けられた俺は、乃の木ぎ坂ざかさんといっしょに行動をすることとなったのだった。

　だけどこれは。

　実のところ彼女の……乃の木ぎ坂ざかさんの抱える数多あまたある〝秘密〟の内の、ほんの一つに過ぎなかったってことを、遠くない将来に身をもって知ることになったりするのである。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密①（秘密レベルＳＳ）

　実は〝アキバ系〟じゃない。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密②（秘密レベルＡ）

　イラストが描けない。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密③（秘密レベルＳ）

　素のキャラは意外と親しみやすい。









　　　　４




　授業はほとんど頭に入ってこないまま、放課後になった。

　終業のチャイムが鳴り響き、教室が喧けん噪そうに包まれる。

　俺はバイトや委員会もやっていないし、ラノベの主人公のように放課後限定で魔術師やら秘密の諜ちよう報ほう員やらをやったりしていることもない。いつもだったら冬ふゆ姫きとだべりながら部活に向かうのが常である。

　だけど今日は……




「──澤さわ村むらさん、いっしょに帰りましょう♪」




「お……」

　乃の木ぎ坂ざかさんが、それだけで耳が幸せになるようなマヌカハニーボイスで、にこやかにそう声をかけてきた。

　途端に周りにいたクラスメイトたちがざわりと顔を上げて、クラス中の視線がマンガの効果線みたいにこっちに集中する。

「お、おい、どういうことだよ……？」

「何で澤さわ村むらのやつがあんなに乃の木ぎ坂ざかさんと親しげに……」

「確か同じ部活だったはずだけど、いつの間にそこまで仲良くなったんだ……!?」

　ひそひそとそんな話し声が聞こえてくる。うん、それは学園のアイドルである乃の木ぎ坂ざかさんが俺みたいな『特技：耳を動かせること』以外にとりたてて特筆するところのないやつをいっしょに帰ろうと誘っているんだから仕方がないとは思う。だけど中には「どうして私たちの乃の木ぎ坂ざかさんが……」とか「あいつ、許せない……」とか「……澤さわ村むら、絶対に殺してやるんだから……（震え声）」とかが聞こえてきて（しかも全部女子）、ちょっとだけ身の危険を覚えてしまった。

　うーん、それは昨日、彼女に協力するという約束をしたわけだから、声をかけてくるというのは自然な流れなのだけど、だったらもうちょっと目立たないというか穏便な方法で接触してきてほしかったなと思ってしまう。うう、視線が痛い……

　周囲からの視線に針のむしろのようになっていると、あんまり空気を読まない冬ふゆ姫きがいつものごとく明るい声で話しかけてきた。

「あれれ、今日は部活行かないの、善よし人とー？」

「ん、悪い。ちょっと今日は用事があって」

「用事って、乃の木ぎ坂ざかさんとー？」

「あ、うん」

「ふーん、そっかー。乃の木ぎ坂ざかさんと善よし人とって、珍しい組み合わせだねー。でも分かったよー。部長には二人は休みだって言っとくからー」

「あー、ごめんな」

「いいよいいよー。じゃあまた明日ねー！」

　そうにっこりと笑うと、冬ふゆ姫きは手を振りながら走り去っていった。その様子に、「ちっ、乃の木ぎ坂ざかさんと仲良くしながら朝あさ倉くらさんともいちゃつくのかよ……いいご身分だな」「おれらの姫を使いっぱしりにするとか何様だよ……」「SATUGAIしてやる……」とさらに教室内から舌打ちが聞こえてきた。冬ふゆ姫きも、ああ見えてクラスの一部で人気があるんだよね……

「え、ええと……それじゃ行こうか、乃の木ぎ坂ざかさん」

「あ、はい」

　とりあえず教室にいると明日からの平穏な学校生活が保障されなかったため、乃の木ぎ坂ざかさんを連れて急いでその場から離れる。

　とはいえ教室を出た後でも、廊下や昇降口で注目を浴びて大変だった。動物園のパンダはきっとこんな気分なんだろう。それはストレスで鼻も白くなるわ。むしろ教室の中の方が上級生や他クラスの生徒がいなかっただけマシだったくらいだ。

　改めて、乃の木ぎ坂ざかさんが周囲に及ぼす影響力ってすごいんだなと実感する。

　でもそれもむべなるかな。

　何ていうか……こうして改めて見てみても、乃の木ぎ坂ざかさんはものすごい美人だ。

　美人だし、かわいいし、白しら百ゆ合りが咲きほこったみたいな上品なオーラがあるし……それに昨日は気付かなかったけど、何だかいい匂いがする。花の香りみたいな石せつ鹼けんの香りみたいなフローラル的な芳かぐわしい香りで……包まれていると、それだけでヤク漬け（マタタビ）にされた野の良ら猫ねこみたいになってくる。いつまでも嗅いでいたくなってしまうというか……

「？　どうかされましたか？」

「！　え、あ、や、何でもないです！」

　クンクンしてたのとかばれてないよね!?

「??」

　不思議そうな顔をする乃の木ぎ坂ざかさんと二人で並んで校門を出て、駅へと向かう。

　そこから電車をいくつか乗り継いで、駅から少し歩いて。

　やって来たのは、カラオケボックスだった。

「……ふう、ここまで来ればだいじょぶかな」

　乃の木ぎ坂ざかさんが、「ん～」と伸びをして言った。

「カラオケって……歌うの？」

「違うよ～。イラストの特訓をするんだよ。ほら、カラオケは個室だから落ち着いて作業ができるし、フリータイムで入ると料金もお得……ってネットに書いてあったから」

　お嬢様なのに意外とそういうところはしっかりしているんですね。

　ともあれ確かにカラオケボックスは秘密の特訓場所として最適かもしれなかった。

　入り口で受付を済ませて部屋へと入る。六畳ほどのさして広くはない部屋だ。注文した飲み物を置いて店員さんが去ると、部屋の中には俺たち二人だけになった。

「さ、やるぞ～」

　そう言うと、乃の木ぎ坂ざかさんは頭の横で髪の毛を二つ結びにした。

　いわゆる、ツインテールってやつだ。

「こうすると何だか気合いが入るんだよ。えへへっ」

　見ているだけで元気が出てきそうな笑みを浮かべてそう口にする。

　よく分からないけど、そういうものなのだろうか。

　まあ何であってもやる気を出してくれているのはいいことだと思う。

　ところがその直後に、乃の木ぎ坂ざかさんは唇に人差し指を当てながらこんな言葉を口にした。

「──で、特訓なんだけど」

「うん」

「何からやればいいのかな？」

　俺は盛大にずっこけた。







「とりあえず、模写してみようか」

「模写？」

「うん。イラストの上達には、とにかく最初はうまい手本をたくさん模写するのがいいらしいんだ」

　これは冬ふゆ姫きの受け売りだから、確かなやり方のはずだ。俺はイラストの描き方なんてぜんぜん分からないので、昨日のうちにさりげなく訊きいてみたのだ。すると返ってきたのが、「イラストの描き方？　んんー、とにかくいい見本を前に描きまくるしかないんじゃないかなー。あれれ、善よし人と、もしかしてイラストに興味があるの？　あるの？　よーし分かった、だったら私がレッスンしてあげよっかー？　まずは『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の四期までを二十四時間耐久で見るところからはじめて、それが終わったら今度は原画集があるからそれを穴が開くくらいに朝から晩まで観賞し続けてー……（以下略）」とのことだった。

「分かったよ。とにかく描いて描いて描きまくって、その手本が幻覚で見えるようになるくらいになればい～んだね？」

「それは確実に精神を病んでる人だけど……まあ、だいたいそういうことかな」

「了解、じゃあやるね！」

　そう口にすると、乃の木ぎ坂ざかさんはスマホで手本の画像を出して、テーブルの上に開いたスケッチブックに鉛筆を走らせ始めた。

　シャッシャッシャ……と、紙に鉛筆がこすれる音が狭い室内に響く。

　扉の向こうからは、他の部屋でシャウトするだれかの歌声がかすかに響いていた。

「……」

　うーん。

　やることがない。

　基本、乃の木ぎ坂ざかさんがイラストを描いている間は、俺はヒマである。遠くから聞こえてくるいつまでも思い人に会えないラブソングのリズムに合わせて耳を動かすか、芸能事務所の社長のように偉そうに席にふんぞり返りながら「乃の木ぎ坂ざかさんは真剣な表情もやっぱりかわいいなあ……」とゲス顔をするくらいしかない。

　それにしてもこの状況は何だろう。

　放課後のカラオケボックスに女子と二人きり。

　それも相手はあの、学園のアイドルにして高たか嶺ねの花なことこの上ない乃の木ぎ坂ざかさんなんて。

　ほんの二日前にはこんなシチュエーションは天地がひっくり返っても考えられなかった。妄想すらしていなかった。人生本当に何があるか分からないというか……

　と、少しだけ感慨深く思いながら視線を戻すと、

「…………ん？」

　乃の木ぎ坂ざかさんがスケッチブックの上に怨おん霊りようの集合体を作り出していた。

　え、何これ……？

「の、乃の木ぎ坂ざかさん、何それ……？」

「え、ピアニッシモちゃんだよ？」

　思わず訊きくと、そんな言葉が返ってきた。

「ピ、ピアニッシモちゃん？」

「うん、そう。『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』に出てくるキャラクター。ほら、部活で受け答えができるように勉強した時にはじめてネットで調べて、その時から気になってた子なの。似てない、かな……？」

「……」

　似てるとか似てないとかじゃなくて、この世の全てを恨み憎んでいる大だい怨おん霊りようの、タイトル『呪じゆ殺さつ』みたいなおどろおどろしいホラーイラストにしか見えない。頭が三つあるし……

「……あー、もうちょっと、雰囲気を柔らかくした方がいいんじゃないかな……（婉えん曲きよく表現）」

「え？　う～ん、難しいよ～」

「その、何だ……分からないけど、線が多いんだと思う」

「線が？」

「うん。ごちゃごちゃして見えるっていうか」

　要するに迷い線が多いから、それが重なって全体的に暗い印象になってしまっているし、まるで怨おん霊りようが放つ邪気のようになってしまっている……のかもしれない。いや絶対にそれだけが原因ではないけど。

「あ、なるほど～。つまりもう少し主線を強調して、余分な線を減らしてすっきりさせればいいんだね～」

　そうこくこくとうなずくと、乃の木ぎ坂ざかさんは鉛筆を持った手を動かす。お、格段に見やすくなった。まだ怨おん霊りようの面影は残っているけれど、日本の三大怨おん霊りようから地方の大怨おん霊りようくらいにはなった。というかたったあれだけのアドバイスでこんなに改善するなんて、すごいな。

　と、乃の木ぎ坂ざかさんがじっと俺の顔を見ていた。

「？」

「澤さわ村むらくん、教え方うまいね～」

「え、そう？」

「うん。すっごく分かりやすい。先生になれるんじゃないかな？」

「そ、そんなことないって」

「ううん、あるある。アルマジロだよ」

　何だそれ。

「って言われても、ただ気付いたことを言ってみただけだし……」

「それが的確なんだよ。すっと頭に入ってくるっていうか。──あ、そうだ。澤さわ村むらくんのこと、今日からせんせーって呼んでいい？」

「え？」

「うん、何かその方がしっくりくる。せんせー♪」

　にっこり笑いながらそんなことを言ってくる。

　う、何か照れる……。おまけにせんせー、の「せー」のところが舌ったらずな感じになっているのもまた胸の奥の何だかいけない部分（ロリコン属性）をくすぐるというか……

「ほ、ほら、そういうのはいいから、続きをやろう」

「はーい、せんせー♪」

　右手を上げながらどうしてか嬉うれしそうにそう言って、乃の木ぎ坂ざかさんは再びスケッチブックへと視線を落とした。

　その直ひた向むきな様子を見ながら、ついこう口にしてしまった。

「……でも、本当に俺なんかでよかったの？」

「え？」

「ほら、先生なんて言われても、そこまでイラストとか〝アキバ系〟に詳しくないし……。もっと他にいい相談相手がいたんじゃ……」

　たとえば冬ふゆ姫きとか。

　だけどその言葉に、乃の木ぎ坂ざかさんは首を振った。

「ん～ん、そんなことないよ。結果論になっちゃうけど、〝秘密〟がばれちゃったのが澤さわ村むらくんでよかったと思う」

　ふと真面目な顔になって、真まっ直すぐにこっちを見つめてくる。

「何だろ……なんか、澤さわ村むらくんからは、他の人とは違うものを感じたんだよ。この人は他の人とは違う。きっとわたしのことを助けてくれる、特別な人、だって。どうしてだろ。理屈じゃなくて、そう感じたんだよね。びびびって」

　そんなこと言われると、俺の方がどこかのねずみ男みたいにビビビときてしまうんですが。

　まあでも、その特別な人を、最初は水酸化ナトリウムで闇に葬ほうむって庭に埋めようとしてましたけどね。







「……ふう、今日はこれくらいにしようか」

　イラスト特訓を始めて二時間が経過したところで、俺はそう言った。

「え～、まだだいじょぶだよ～」

　乃の木ぎ坂ざかさんはまだまだやる気だったけれど、あんまり初日から根を詰めすぎてもよくない。そう説明すると、乃の木ぎ坂ざかさんは素直に従ってくれた。

「は～い、分かりました、せんせー♪」

「……そのせんせーって、いつまで続けるの？」

「え？　ずっとだよ。イラストが上手に描けるようになるまで……ううん、せんせーがわたしをお姉ちゃんみたいな立派な〝アキバ系〟のレディにしてくれるまでかな♪」

　人ひと懐なつこいことこの上ない可か憐れんな笑顔でそう言うのはやめてくれるかな。恋に落ちちゃうかもしれないから。

　俺はゴホンと咳せき払ばらいをした。

「あー、まあそれはいいとして、せっかくカラオケに来たんだから、一曲くらい歌っていこうか？」

「え？」

「ほら、ストレス解消も兼ねて」

「あ、うん……」

　そう言うと、乃の木ぎ坂ざかさんはどこかぎこちない様子でマイクとリモコンを手に取った。

　そういえば乃の木ぎ坂ざかさんはどんな歌が好きなんだろう。

　お嬢様だし、やっぱりオペラとか声楽とかそういうハイソな感じのジャンルが似合いそうだ。それともここはスタンダードに流は行やりのＪポップとか。意表を突いてヴィジュアル系やデスメタル……はないだろう、さすがに。

　だけど待てども待てども、乃の木ぎ坂ざかさんの天使の歌声（推定）は聞こえてこなかった。

「乃の木ぎ坂ざかさん？」

「あ……ごめん」

「どうしたの？　曲が決まらない？」

　そう尋ねると、乃の木ぎ坂ざかさんは少しだけ言いにくそうにこう口にした。

「そうじゃなくて、えっと……その、分かんないんだ」

「え？」

　分からない？

「ん、こういう時はどういう曲を歌えばいいのかってゆうか、そもそも歌える曲自体、何も知らないってゆうか……。ほら、わたし、ずっと勉強とか習い事とかでいっぱいいっぱいだったって言ったでしょ？　だからテレビの歌番組を見たりとか音楽を聴いたりとか、そういうこともほとんどする余裕もなくてさ……って、こんなの変だよね、あはは……」

「……」

　寂しそうな顔で小さく笑う。

　そっか、お姉ちゃんの背中を追うだけで必死だったって前に言ってたもんな。

　にしてもそんな顔……反則だ。美人はどんな悲しげな表情でも絵になるから、ずるい。

　そんな乃の木ぎ坂ざかさんに、俺は言った。

「……分からないなら、今から知っていけばいいんじゃないかな」

「え？」

「ほら、俺だって分かる曲なんてせいぜい流は行やってるのくらいだし。あとは冬ふゆ姫きが毎日洗脳みたいに聴かせてくるアニソンとか。だから、その、これからいっしょに色んな歌を覚えていけばいいんじゃないかと、思う」

「あ……」

　その言葉に、乃の木ぎ坂ざかさんはしばらくの間、目をぱちぱちとさせていた。

　だけどすぐにぱあっと表情を輝かせて、

「うんっ……！」

　そう、大きくうなずいたのだった。







　その後、二人で何曲か歌った。

　普通のＪポップだったり、演歌だったり、アニソンだったり。

　乃の木ぎ坂ざかさんは、まだまだたどたどしい声音だったけれど、楽しそうだった。中でも『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のオープニング曲がお気に入りだったみたいだ。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密④（秘密レベルＢ）

　すごくいい匂いがする。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑤（秘密レベルＡ）

　描くイラストには怨おん霊りようが宿っている。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑥（秘密レベルＢ）

　飲み込みはものすごく早い。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑦（秘密レベルＣ）

　カラオケで歌ったことがなかった。
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　それからも特訓は続けられた。

　とにかく時間が許す限り描けるだけイラストを描いて、その合間に『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の録画を見て勉強したりしつつ、またイラストを描く。

　ひたすらにその繰り返し。

　乃の木ぎ坂ざかさんはかなり真面目で、普通では考えられない速さでイラストの腕は上達していった。

　自分では劣等生と言っていたけれど、それでも常人と比べれば基本スペックが桁違いなんだろう。普通の地球人の中にサイヤ人がいるみたいな感じだ。それに何より、乃の木ぎ坂ざかさんは努力を惜しまなかった。毎日一心に模写をし続けるのを、一切苦にしなかった。そういえば中学時代も寝る間も惜しんで勉強や習い事をしてたって言っていたし、乃の木ぎ坂ざかさんはそういう努力できる才能っていうのが飛び抜けてるんだと思う。

　このまま根気よく続けていけば、あと一ヶ月もすれば人に見せられるものにはなるんじゃないか、そう思えるくらいには先の見通しが立っていた。

　だけど。

　世の中というやつは、なかなかにままならないものなのである。







　ある日部活に顔を出したら、まずいことになっていた。

　乃の木ぎ坂ざかさんを囲んで、三Ｋたちが何やら盛り上がっている。ん、どうしたんだ？

「乃の木ぎ坂ざかさん乃の木ぎ坂ざかさん、これを見ましたかな？」

「この投稿サイトで、今度『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』をテーマにしたコンテストが行われるみたいなのですぞ！」

「これに出してみてはどうですか？」

「え、ええと……」

「お姉さんである未み来らい氏も投稿していたという有名なサイトですからな」

「妹である乃の木ぎ坂ざかさんがイラストをアップすれば話題になってランキング入りすること間違いなし！」

「ふふふ、今から結果発表が待ち遠しいですね」

「そ、それは……」

　……ああ、うん、これはまずい。

　何がまずいって、コンテスト自体も今の乃の木ぎ坂ざかさんにはかなりハードルが高い代物なんだけれど、それ以上に問題なのがそのコンテストの締め切りだ。

　冬ふゆ姫きが訊きいてもいないのに言っていたから知っている。

　締め切りは……三日後なんだよ。

　確かに筆が速い絵師なら三日もあれば十分に一枚あげられるとも聞いたことがある。だけど乃の木ぎ坂ざかさんは知っての通り、まだまだ怨おん霊りように片足を突っ込んでいるレベルだ。浄化されてキレイな身になるまではもう少し時間がかかる。

「あ、あのさ、今から急に応募するのも大変だし、今回は見送った方が……」

　何とか止めようとするものの、

「ああ、ちゃんと乃の木ぎ坂ざかさん名義でアカウントを取っておきましたからな。そこは心配いりませんな！」

「エントリーも済ませましたし、ＳＮＳで宣伝もばっちりですぞ！」

「いよいよ乃の木ぎ坂ざかさんの華々しいイラストデビューですね！」

　うわぁ、しっかり外堀が埋められている。

　というか墓穴がもりもりと掘られている。

　もはや断れる状況じゃない。

「あ、あの、ええと……」

　乃の木ぎ坂ざかさんも蒼そう白はくな顔をしながら曖昧にうなずくことしかできていなかった。







「ど、どうしよう、せんせー……！」

　部活が終わって、案の定、乃の木ぎ坂ざかさんが世界の終わりみたいな顔で泣きついてきた。

　どうしようって、それはこっちが訊ききたいくらいだ。まさか三日なんて。まだ猶予はあるかと思っていたのに……

「…………こ、こうなったらもう、静しず琉るさんに頼んでそのイラスト投稿サイトをクラッキングしてサーバーダウンしてもらうしか……う、ううん、いっそのこと理り緒おさんに頼んで関係者の記憶を全部消してもらうとか……」

　また何かものすごく物騒なことをつぶやいていませんかね。

　乃の木ぎ坂ざかさん、実はあんまり追い詰めるとやばいタイプなのかもしれない。

「とにかく、犯罪は論外として……」

　残された時間はあと三日。

　正確に言えば七十時間弱。

　その時間でできることと言えば……

「こうなったらもう……残り三日に賭けるしかないか」

「え……？」

「幸いなことに明日からは土日だし、そこで死ぬ気で追い込みをかけてがんばれば……」

　乃の木ぎ坂ざかさんの集中力と努力のパラメーターはかなりのものだし、この三日間を全部イラストの特訓にあてればもしかしたらワンチャン（犬ではない）何とかなるかもしれない。というかもうそれに賭けるくらいしか手がない。

　そのことを説明すると、乃の木ぎ坂ざかさんは目を瞬しばたたかせた。

「え、えっと……それってつまり合宿をするってことだよね？」

「合宿……まあ、そういうことか」

　どっちかと言えば缶詰とか背水の陣とかだけど。

「……分かった、覚悟を決めるよ。習い事も勉強も、全部今回はお休みにしてもらう」

「うん、それがいい。──よし、そうと決まったらこんなところで俺と無駄話をしてる場合じゃないな。すぐに帰って始めないと」

　と、そこで乃の木ぎ坂ざかさんが不思議そうな顔になった。

「え、せんせーは参加してくれないの？」

「え、俺？」

「だって、せんせーがいなかったら、何をしていいか分からないよ……？　追い込みって言われても、今までとどうやり方を変えればいいのか分からないし……」

「それは……」

　そうかもしれないけど。

　まいったな、それは考えていなかった。

「え、じゃあどうするの？　乃の木ぎ坂ざかさんの家に……行けばいいの？」

「ごめん……うちはだめなんだ。習い事を休んじゃうから、家族には勉強のための缶詰ってことにしようと思ってるの。だからこのことは〝秘密〟で……」

「そっか……」

　確かにイラストの特訓をしますから習い事その他を休みます、はまずいだろう。お嬢様的に。

　でもそれだとどこでやればいいのか。まさかカラオケボックスに三日間入り浸るわけにもいかないし……

　どうしようかと頭を悩ませていると。

　乃の木ぎ坂ざかさんは、じっと俺の目を見てこう言った。

「こうなったら……もう残る場所は一つしかないよね」

「え？」

「うちはだめ……カラオケボックスもだめ……だったらもう、残る場所は一つだけで……」

　何か、アレな予感が。

　何となく次の展開が予測できた俺に、乃の木ぎ坂ざかさんは深々と頭を下げて言った。

「不束ふつつか者ですが、よろしくお願いします」

「……。……え、まさか」

「うん、せんせーの家で……合宿だよ！」
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「……うん……うん……そうだよ。今日から月曜日まで。だいじょぶだよ。信頼できる人だから美み夏かおかーさんも心配しないでね……うん……また連絡する……ん、じゃあね」

　そう言って通話を終えると、乃の木ぎ坂ざかさんはスマホを耳から外して指でオッケーサインを作った。

「無事に許可はとれたよ。これで月曜日の朝までだいじょうぶ」

「そ、そっか……」

　まさか……乃の木ぎ坂ざかさんがうちに来ることになろうとは。

　常日頃から見られたくないもの（ちょっと肌色成分多めの雑誌とか）は片付けておく習慣があってよかった。それに幸いなことにというか何というか、うちの両親は仕事が忙しくてめったに帰ってこない。ゆえに余計な勘繰りは受けなくてすむ。

　ただ、一点だけ懸け念ねんすべき要素があって……

　と、そうこうしているうちに、家に着いてしまった。

　築十五年二階建てのどこにでもあるような一軒家が、俺たちの目の前にある。

「ここがせんせーの家なの？」

「あ、うん」

　興味深そうに訊きいてくる乃の木ぎ坂ざかさんにうなずき返して、玄関の鍵を開ける。

「ただいまー」

　奥に向かって呼びかけると、すぐにぱたぱたという小さな足音が近づいてきた。

「おにーちゃん、おかえりなさい！」

　やって来たのは妹の鈴すず音ねだ。

　歳としは七つ離れた九歳。両親が帰ってくるのはほとんど三ヶ月に一回くらいなため、実質的にはこの妹と二人暮らしなのである。そのためうちで合宿を行うためには鈴すず音ねの許可を取らなくてはならないわけであって……

「……って、あれ、おにーちゃん、そっちの人は……？」

　鈴すず音ねは乃の木ぎ坂ざかさんを見ると、戦慄の表情を浮かべた。

「え……う、うそっ……お、おにーちゃんが、冬ふゆ姫きちゃん以外の女の子をお家うちにつれてくるなんて……っ……！」

「……そんな、飼い猫がアブラゼミを咥くわえてきた時みたいな顔をするなって」

「……しかもこんなきれいな人を……きょ、きょーはく？　そんたく？」

「違うよ!?」

　兄を何だと思っているんだ、この妹は……

　心の底からため息を吐ついていると、隣の乃の木ぎ坂ざかさんがくすりと笑った。

「仲、いいんですね」

「え、ああ、まあ……」

「はじめまして。私は乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かといいます。澤さわ村むらさんとはクラスメイトで、同じ部活のお友だちなんです。今日はいっしょにお勉強合宿をさせてもらうために来ました」

「あ、そ、そーなんですね、ほっ……」

　あからさまに安心したような顔をするな、妹よ。どうしておにーちゃんのことを信じてくれないのかな……

「あ、わたしは澤さわ村むら鈴すず音ねっていいます。小学四年生です。おにーちゃんがいつもおせわになっております」

「いいえ、こちらこそよろしくお願いしますね」

　自己紹介をし合ってお互いに頭を下げ合う。ちなみにタイミングがぴったりすぎて、おでこをぶつけ合って「あうっ……」「い、いたたー……」と声を上げていた。

　あ、何かこの二人、相性良さそう……

「それじゃあ俺たちは部屋に行くから、何かあったら呼んでな」

「あ、うん」

　鈴すず音ねはそううなずくと、とことこと俺の隣にやって来て、耳打ちをした。

「おにーちゃん」

「ん？」

「ふしょうじは、おこしちゃだめだよ？」

「……」

　妹（小四）にここまで心配される俺って一体……







「ふう、まったく……」

　乃の木ぎ坂ざかさんと二人で部屋に入って、俺は大きく息を吐いた。何だって妹に昨今の政治家みたいな扱いをされないといけないんですかね……

「ふふ、かわいい妹さんだね」

　乃の木ぎ坂ざかさんが楽しそうに笑う。

「わたし、妹はいないから、ちょっとうらやましいかも」

「そうかぁ？　お姉さんの方がよくない？」

「ん～、もちろん未み来らいお姉ちゃんはすっごくいいお姉ちゃんだよ。でもそれとは別腹で、やっぱり妹も欲しいっていうかさ。色々世話をやきたいってゆうか、具体的に言うといっしょに買い物に行ったり、お風ふ呂ろに入ってシャンプーしてあげたり、いっしょに寝たりしたいな～」

「そういうもんかなぁ」

　どれもやったことがあるけど、別にそこまでいいものじゃなかった。俺なんかはむしろ優しいお姉さんに骨の髄まで甘やかされたい。オギャりたい。

　まあ妹を持つ者には持つ者の、姉を持つ者には持つ者の主張があるんだろう。

「それより、さっそくイラストを始めよう。あんまり時間はないんだ」

「はーい」

　ささっと髪の毛をツインテールにして、乃の木ぎ坂ざかさんがスケッチブックを取り出す。

　おや、さらに今回は、眼鏡もかけていた。

「あれ、乃の木ぎ坂ざかさんって目、悪かったっけ？」

「あ、うん。ほら、中学の時にガリ勉しちゃったから、ちょっとね。いつもはコンタクトだけど、今回は長丁場だから眼鏡にすることにしたんだ」

「そっか」

　しかし眼鏡にツインテールもほんとによく似合ってるなあ。活発な感じのツインテールと大人しめな感じの眼鏡という二律背反する要素がプリンに醬しよう油ゆをかけた時みたいにほどよくマッチして……って、とと、それはいいんだ。

「それでイラストだけど……これまでと同じことをやってても、間に合わないと思うんだ」

「う～ん、そうだよね。どうすればいいのかな？」

「それでなんだけど……」

　これについては少し考えてみた。

　技術面ではどうやったってもう限界がある。だったら少し攻める方向性を変えてみるしかない。

「やっぱり気持ちをこめて描くことじゃないか」

「気持ち？」

「うん、イラストでも何でも、メンタルが及ぼす影響は大きいと思うんだ。だから」

「なるほどなるほど、気持ちかー。うん、それには賛成。ピアノを弾く時とかでも、同じ曲を弾いても、やっぱり気持ちが入ってる演奏は音がぜんぜん違うもんね。分かった、やってみるよ」

　そう大きくうなずいて、乃の木ぎ坂ざかさんはスケッチブックに何かを描き始めた。

　だけどすぐにその手を止めてしまう。

「……うーん、ここのシーン、マホちゃんはどういう気持ちなんだろ」

「どうかした？」

「あ、うん。描こうとしたシーンなんだけどちょっと分からないことがあって……。──あ、そうだ！」

　そこで乃の木ぎ坂ざかさんは、何かいいことを思い付いたって顔で手をぱふんと打った。

「？」

「あのさあのさ、せんせー。このシーンを再現してみたいんだけど、いいかな？」

「再現？」

「うん、そう。やっぱり気持ちをこめて描くにはその時にキャラクターがどういう気持ちでいるかを理解する必要があって、キャラクターの気持ちを理解するのには、自分たちでそのシーンを再現してみるのが一番だと思うんだよ」

「なるほど……」

　それは一理あるかもしれない。

「よし、それやってみよう。今は何を描いてたんだ？」

「えっとね、これ」

　乃の木ぎ坂ざかさんがスマホを見せてくる。

「ん、どれどれ……なるほど、マホちゃんが敵である醜悪な魔物クリムゾンに追い詰められて、組み敷かれるシーンか。……って、組み敷かれる!?」

　そんなシーンを描いてたの!?

　ちらっとスケッチブックを見たけど怨おん霊りようが幽体離脱をしている絵にしか見えなかった……というのは置いておいて、組み敷かれる!?（大事なことなので二回言いました）

「え、その、本当にこのシーンを……」

「そだよ。だって分かんないんだもん」

「……」

「それじゃあ……えいっ」

「！」

　乃の木ぎ坂ざかさんが無邪気にそんなことを口にしてころんとベッドの上に横になる。

　や、それはまあ俺の部屋の中で組み敷かれることができる場所はそこしかないけど……ないけどさ！

「さ、準備はいいよ。せんせ、クリムゾンになりきって襲ってきて？」

　そして俺はナチュラルに醜悪な魔物役なんですね。確かにマホちゃん役をやれと言われても困るけどさ。

　とりあえず、魔物になりきって乃の木ぎ坂ざかさんに迫る。

「グロッグロッグロッ……とうとう追い詰めたぞ（……ひどい笑い方だな、おい）」

「や、やめて……こないで……」

「グロッグロッグロッ……お前の命運もここまでだ」

「そ、そんなこと……っ……」

　ベッドの上でマホちゃんに扮ふんした乃の木ぎ坂ざかさんが後ずさる。

　短めのスカートの裾が少しだけめくれあがって、さらには清らかな水みたいな髪の毛が毛布の上を流れて、ふわりといい匂いが辺りに漂った。僅かに頰の紅潮した乃の木ぎ坂ざかさんの顔は、演技とはいえ追い詰められた小動物みたいで……見ていると、何だかおかしな気分になってくる。こんな感情、はじめて……

「グロッグロッグロッ……今からお前に屈辱を与えてくれる」

「……い、いやぁ……」

　乃の木ぎ坂ざかさんの迫真の演技。いや、ほんとに俺がキモくて拒絶してるわけじゃない、よね……？

　え、ええと、ここで決め台詞ぜりふ（魔物の）を言うんだよな、確か……

　ベッドの上から怯おびえた瞳で真まっ直すぐにこっちを見る乃の木ぎ坂ざかさんを見下ろすと、俺はお腹なかに力を込めて声を吐き出した。




「──グロッグロッグロッ……支配者がだれか、お前のその無む垢くな肉体に教えてやろう！」




　ガチャリ。

　と、そこで部屋のドアが唐突に開かれた。

「お茶もってきたよ、おにーちゃ──」

　そこにはお茶とお菓子をお盆に載せた鈴すず音ねの姿があって、俺たちの惨状を見て、当然のごとくフリーズした。

「す、鈴すず音ね、これは……っ……！」

「お、おにーちゃんが……おにーちゃんがふしょーじを……！」

「ち、違うんだ、これにはわけがあって……！」

「わ、わけもわかめもないよ！　みるからにふしょーじだよ……！」

「い、いや、それは……」

「だ、だいじょーぶだよ……おにーちゃんが遠くにいっちゃっても、わたしはおにーちゃんの味方だから……」

「遠い目をしないで!?　だ、だからそうじゃない……ほ、ほら、乃の木ぎ坂ざかさん、説明して！」

「……うっうっ、ぐすっ……負けません……どんなに肉体は辱はずかしめられても、心だけは渡しませんから……」

「の、乃の木ぎ坂ざかさんも演技はもういいからね!?」

　結局、妹に事情を説明して通報を踏みとどまらせるのに一時間を要した。

　初っぱなから、不安なことこの上ないスタートなのだった。







　ところで合宿ということは当然泊まりがけであり、泊まりがけということは文字通り寝食も共にするということである。

　要するに、いっしょに生活をして、ご飯を食べて、同じ屋根の下で寝るということだ。

　その中で、乃の木ぎ坂ざかさんは色々と意外な一面を見せてくれた。

　どういうことかというと。

　たとえば一日目の夜、俺と乃の木ぎ坂ざかさんと鈴すず音ねの三人で、夕飯を食べていた。

　……ただし、何だかよく分からない肉塊と化した。

「……う、うう……も、申し訳ございません……」

　目の前には平身低頭する乃の木ぎ坂ざかさんの姿。

　そう、これは乃の木ぎ坂ざかさんが作った代物なのだ。

　そもそもは、乃の木ぎ坂ざかさんの一言から始まった。

『お世話になるのですから、お料理くらいはやらせてください。ローストチキンを作りますね』

　その言葉に俺たちは一も二もなくうなずいた。

　だって完璧超人始祖の権ごん化げみたいな乃の木ぎ坂ざかさんだ。料理だって人並み以上にできると思うだろう？　俺もそう思ったしたぶん妹もそう思った。台所から「お料理のさしすせそは、〝さ〟がサッカリンで、〝し〟がシリカゲルで……」みたいな声が聞こえてきた時には若干不安にもなったけど、それでも最終的にはちゃんとした料理が出てくることを疑っていなかった。

　そして出てきた料理は……死んだ鶏の肉という形容がふさわしいものに成り果てていた。

「……こ、これは責任をもって私が一人で食べます……だから澤さわ村むらさんたちは心配をしないでください……」

　泣きそうな顔でそう口にする乃の木ぎ坂ざかさんに、

「大丈夫、美お味いしいよ、これ」

「え……」

「うん、見た目は悪──ゴホン、少し不格好だけど、ちゃんとローストチキンの味がする」

「さ、澤さわ村むらさん……」

「あ、ほんとだ。おいしい」

「す、鈴すず音ねちゃん……」

　意外なことに、味は悪くなかった。悪くないというか、絶品だった。くどいようだけど見た目は轢ひき逃にげされた怪鳥みたいだったけれど。これは逆にすごいことかもしれない。

　こんなこともあった。

「──それでは、お風ふ呂ろ、お借りいたしますね」

「あ、うん」

　夕飯を食べた後に、入浴の時間になった。

　バスタオルを抱えた乃の木ぎ坂ざかさんが鈴すず音ねといっしょに浴室へと消えていく。もちろんシャワーを浴びるためだ。妹がいっしょなのは乃の木ぎ坂ざかさんがそう希望したからである。別に意識するようなことじゃないのかもしれないけれど、いつも自分が使っている浴室で乃の木ぎ坂ざかさんが、その、生まれたままの姿でいるのかと思うと、ついついそわそわと落ち着かなくなってしまう。

「……」

　俺の中の猛たける野性（吼ほえ猛たけるマルチーズのイメージ）を鎮しずめるために頭の中でギラファノコギリクワガタが雄々しく屹きつ立りつしている姿を思い浮かべながら食器を洗っていると、

『きゃあっ！』

　ふいに浴室から、そんな声が聞こえてきた。

　今のは……乃の木ぎ坂ざかさん？

　何かあったのかと慌てて脱衣所へと向かうと、中から鈴すず音ねの声が聞こえてきた。

『だ、だいじょーぶ、乃の木ぎ坂ざかさん!?』

『……う、ううう……』

　続いて苦しげな乃の木ぎ坂ざかさんの声。

「ど、どうしたんだ!?」

『そ、その、乃の木ぎ坂ざかさんが……』

「！　乃の木ぎ坂ざかさんに何かあったのか！」

『あ、あのね、カランからお湯を出そうとしたら、まちがえてシャワーを出しちゃって、びっくりしてそのひょうしにうしろにひっくりかえってよくそうにおちちゃったんだよ……！』

「え……」

『それだけじゃなくて、よくそうからあがろうとしてそのままおふろのフタにおもいっきり頭をぶつけちゃって……』

　それ……かなりの大惨事じゃ。すぐに手当をしないと──

『なのにたんこぶひとつできてないんだよー。びしょぬれにはなっちゃったけど……』

「……」

　……それ、すごくない？

　というか今どきそんな絵に描いたようなドジをする人、いるんだ……

　曇りガラスの向こうからは、『うう……お騒がせしてすみません……こういうことはよくあるので受け身だけは得意なんです……』という乃の木ぎ坂ざかさんの切なげな声が響いていた。
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　そしてさらにはこんなことまでも。

　一日目が終わり、寝ようとする際に、

「じゃあおやすみ、乃の木ぎ坂ざかさん」

「あ、うん……」

「？　どうかした？」

「その……」

　身体の前で手をきゅっと握りしめながら、客間の前でもじもじと恥ずかしそうに視線をさまよわせている。

　え、これってもしかして、「もう少し……せんせーといっしょにいたい（ベタ）」とか……？

　だけど次に乃の木ぎ坂ざかさんの口から発せられたのは、予想の斜め上の言葉だった。

「……教えて、ほしいの……」

「え？」

「わたし……その、はじめてだから、分からなくて……」

「は、はじめて……」

　って、何が……!?

　夜の一つ屋根の下、二人きり（妹はいるけど）、頰を赤くするお嬢様。

　そのこれ以上ないくらいの意味深なシチュエーションに思わず心臓の鼓動が速くなる俺に、

「……ええと、布ふ団とんって、どうやって敷いたらいいのかな……？」

「え？」

「いつも寝るのはベッドで、布ふ団とんを使うのってはじめてだから、教えてもらえたら嬉うれしいなって……」

「…………」

　……ですよね！　分かってた！

　こんな時間に恥ずかしそうな表情で教えてくれって言ってくることなんて、布ふ団とんの敷き方以外にあり得ないよね！

　心の中で血の涙を流しながら布ふ団とんの敷き方を手取り足取り教えた。乃の木ぎ坂ざかさんの飲み込みは早かった。

「…………」

　それにしても……一連の出来事で一つ思い当たったことがある。

　薄々だけど、そうなんじゃないかと疑っていたこと。

　もしかして乃の木ぎ坂ざかさん……意外とポンコツ？

　学校ではどんな時でも優雅で上品で、先生からの質問に如才なく答えたり、音楽の時間に颯さつ爽そうとピアノを弾いたり、体育の時間に日舞を踊る姿は見たことがあって、その時は何でもできる完璧なお嬢様っていうイメージだったけれど……それ以外の日常生活ではポンコツ要素が目立つ気がする。

　ポンコツというか、どこか抜けているというか。

　でも何か……完璧で隙なんて一切ないと思っていた乃の木ぎ坂ざかさんにも親しみやすいところがあるのが分かって、その分少しだけ身近に感じられたかもしれない。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑧（秘密レベルＢ）

　集中する時は眼鏡をかける。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑨（秘密レベルＣ）

　料理が独創的。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑩（秘密レベルＣ）

　驚きよう愕がくレベルのドジ。だけど運動神経はいい。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑪（秘密レベルＣ）

　布ふ団とんの敷き方を知らない。









　　　　７




　そんなこんなで、合宿の時間は過ぎていった。

　食事と睡眠、風ふ呂ろ以外には、基本的に朝から晩までほとんどイラストを描いていたので、二日なんてあっという間だった。

　乃の木ぎ坂ざかさんはこの二日の間にも、めきめきとイラストの腕を上達させていった。具体的に言って、井戸から這はい上あがった後にテレビ画面から這はい出だしてくる怨おん霊りようくらいにはなった。

　だけどあと少しが……まだ足りない。

「ど、どうかな、このマホちゃん……？」

「あー、よくなってきてると思う。けどやっぱり……」

「そうだよね……」

　自分でも分かるのか、乃の木ぎ坂ざかさんがうなだれる。

　確かに以前までの日本三大怨おん霊りようが人間を頭から齧かじっているような惨劇のイラストと比べれば破格の出来だ。でもこれがコンテストでランクインするほどのものかというと……正直、首を横に振らざるを得ない。

「ちょっと……休憩しよう」

「でも……」

「朝からずっと描きっぱなしだろ。この辺で休まないとかえって効率が悪いって」

「うん……」

　不承不承といった感じにうなずいてちょこんとベッドの上に座りこむ。

　もちろん、ただ休むだけじゃなくて、休憩中にやろうと思っていることがあった。

　ええと、確かこの辺りにしまっておいたはずだけど……お、あった。

「よかったらこれでも見ない？」

「？　これって……」

「うん、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の前シーズンのブルーレイボックス」

　しかも本編未公開特典映像のついている限定版である。頼んでもいないのに、布教用として冬ふゆ姫きが置いていったやつだ。

「乃の木ぎ坂ざかさん、まだ前のシリーズをちゃんと見たことなかったって言ってたよね。だからちょうどいいと思って」

「あ、うん、見たい見たい！」

「よしきた」

　うなずき返して、部屋にあるブルーレイレコーダーを起動させる。

『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』は、いわゆる魔法少女ものの深夜アニメだ。

　魔法少女に選ばれた主人公のマホちゃんが、人間の時間を食くらう魔物クリムゾンと戦っていくというのがメインストーリー。

　俺もちゃんと見るのは初めてだったけど……これが面白いんだよ。

　笑いあり、友情あり、冒険あり、そしてちょっとしたお色気と涙もありと、エンタメ要素満載だ。なのにテーマが散漫になることなくうまくまとまっている。

　冬ふゆ姫きがあんなに推してくるのも、分かったような気がした。今までは流れる多摩川のごとくスルーしてしまっていたけど、今度からはもう少しちゃんと話を聞いてやらないと。

　そんな中、乃の木ぎ坂ざかさんがぽつりと口にした。

「わたし……このシーン、好きだな」

「？　このマホちゃんがオマール海え老びと間違ってザリガニを生で食べるシーン？」

「そ、それじゃなくて……ほら、こっちの魔ま導どう書しよ『シークレット・フェイス』を取ろうとして図書室で転びそうになったマホちゃんを、お供のピアニッシモちゃんが身を挺ていして助けてくれるシーン。その時のピアニッシモちゃんが頼もしくて……」

「あ、こっちか。確かに……」

　それはストーリーの上ではそこまで重要というわけでもないシーンだった。

　マホちゃんのドジを際きわ立だたせるための、言ってみればお約束なシーン。

　だけどコミカルなピアニッシモちゃんは、どこか目を引くというか、見る人の心を惹ひき付つけるところがあるキャラだった。

「……」

　よっぽど気に入ったのか、乃の木ぎ坂ざかさんは何度も戻してそのシーンを見ている。

　以前にもイラストに描こうとしていたことといい、ピアニッシモちゃんのことが好きなのかもしれない。

　そうだ、だったらもしかして……

「なあ乃の木ぎ坂ざかさん、これをイラストにしてみたら？」

「え？」

「このシーンを、ピアニッシモちゃんをメインにして」

　本来なら、人気のあるマホちゃんをメインにするのがいいんだろう。

　実際、今の今まではそうするつもりでやってきていた。

　だけどそこまでピアニッシモちゃんが好きなら、そこにこめられている気持ちは他とは一線を画しているに違いない。見た目は何かアルファベットのＰを適当に三つ並べただけみたいなマイナーキャラだけど、思い入れってやつは、きっと何にも勝る武器だと思うんだよ。

　その言葉に、乃の木ぎ坂ざかさんは目を瞬しばたたかせた。

「このシーンを、わたしが……？」

「ああ、どう？」

「こ、こんないいシーン、わたしに描けるのかな……？　でも、描きたい、描いてみたい……分かった、やってみる！」

　何かが吹っ切れたように、乃の木ぎ坂ざかさんは大きくうなずいた。

　その目には、これまでとは違う輝きが宿っていた。







　そこからの乃の木ぎ坂ざかさんの勢いはすごかった。

　ほとんど飲まず食わずのまま手を動かし続けて、何枚も何枚もピアニッシモちゃんのイラストを描いていく。

「ん……違う、こんなんじゃないよ。こんなんじゃこのシーンを表現できてない……」

「あのさ、乃の木ぎ坂ざかさん」

「ピアニッシモちゃんはもっとけなげで、もっとマホちゃんのことを大切に思っていて……」

「ええと、乃の木ぎ坂ざかさん……？」

「……え？　あ、何かな？」

　その集中力は圧巻の一言で、俺が声をかけても気が付かないこともあった。

　こうなったらもう俺に出番はない。

　できることといったらせいぜい、食べることすら忘れている乃の木ぎ坂ざかさんに横からバナナを食べさせたり（無言でもむもむと食べる様子がかわいい）、邪魔にならないように小声でひっそりと応援してみたり、クリムゾンのモノマネをして場を和ませたりするくらいだ。

　雑事をこなしながら、乃の木ぎ坂ざかさんがひたすらにイラストを描くのを牛の出産を待つ和牛農家のごとく見守った。

　そのままどれくらい経たっただろう。

　気が付いたら、俺は眠ってしまっていた。

「ん、んん……あれ、もう朝か……」

　窓の外からは雀すずめの鳴き声が聞こえてきて、淡い光が部屋の中に射さし込こんでいる。ん……これが有名な朝チュンってやつか（違）。ふと時計に目をやるともうあと一、二時間もすれば学校に行かなければならない時間であって……

「……って、イラストは!?」

　そのことを思い出し、慌てて隣を見る。

　するとそこには……

「……ううん……せんせ……できたよ……」

　テーブルに突っ伏して寝息を立てる乃の木ぎ坂ざかさんの姿。そしてその傍かたわらには……一枚のイラストがあった。

　ピアニッシモちゃんがマホちゃんを助けているあのシーン。

　どうやら俺がだらしなく寝落ちしてしまった後も乃の木ぎ坂ざかさんは描き続けていて……無事に完成させていたみたいだ。

　最後まで丁寧に仕上げられていたそのイラストは、それまでのどれよりも、心の入った出来だった。

「お疲れさま、乃の木ぎ坂ざかさん」

「……うにゃ……せんせーのバナナはもういいよぉ……」

　かわいらしい寝言を小さく口にする乃の木ぎ坂ざかさんに、俺はそっと毛布をかけたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑫（秘密レベルＡ）

　ピアニッシモちゃんがお気に入り。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑬（秘密レベルＣ）

　バナナを食べる姿がかわいい。
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　そしてそれから一週間後。

「いやぁ、さすが乃の木ぎ坂ざかさんですな、お見事！」

「まさかピアニッシモちゃんのあのシーンを描いてくるとは思わなかった。やっぱり乃の木ぎ坂ざかさんは目の付け所が違うぜ」

「素晴らしかったです」

『ＡＭＷ研究会』の部室では、三Ｋたちが大声で盛り上がっていた。

「あ、ありがとうございます。おかげさまで過分な評価をいただくことができて……」

　その真ん中で、乃の木ぎ坂ざかさんがしきりに恐縮している。

　乃の木ぎ坂ざかさんが描き上げたピアニッシモちゃんのイラストは……ギリギリだったけれど、コンテストのキャラクター賞に入賞した。

　正確に言えばランクインではなくて、いわゆる奨励賞のような位置づけ。

　とはいえ十分すぎる結果だ。コメントに、まだまだ技術としては粗いところがあるけれど描いている人の心が伝わってきました、というものがいくつか見られたのが印象的だった。

「すごいねー、乃の木ぎ坂ざかさん。ほんとに賞とっちゃったんだー」

　と、いつの間にやって来ていたのか、隣にいた冬ふゆ姫きが驚いたようにそう口にする。

「しかも一ヶ月足らずくらいでかー。センスと素質はあると思ってたけど、これはびっくりかもー。これはちょっとこれからの動きに注目かなー」

「……」

　ん、何かその口調だと、乃の木ぎ坂ざかさんが賞をとれたのが意外だと思っているような……

　ま、気のせいかな。

　ともあれこうして乃の木ぎ坂ざかさんの〝秘密〟が周りにバレることもなく、無事に一連の騒動は幕を閉じたのだった。
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「本当に……ありがとう。せんせーがいてくれなかったら、わたし、もうだめだった」

　まだ三Ｋたちが大騒ぎをする部室を少しだけ抜け出して。

　人気のない廊下で、乃の木ぎ坂ざかさんが深々と頭を下げて言った。

「そんなことないって」

　今回はたまたま俺が協力することになったってだけで、きっと乃の木ぎ坂ざかさんなら持ち前のそのスペックの高さで自力で何とか解決していたに違いない。

　そもそも俺がやっていたことなんて、怨おん霊りようを鎮しずめていたり、グログロ笑っていたり、バナナを食べさせながら小声で応援していたりと、ロクなもんじゃない。

　だけど乃の木ぎ坂ざかさんはふるふると首を振った。

「ううん……そんなこと、すごくある。せんせーがいなかったらそもそも心が折れちゃってたと思うし、ピアニッシモちゃんのシーンを描こうって提案してくれたのもせんせーだった。それに……」

「？」

「それにあのシーン……似てたんだ」

「似てた？」

　って、何に？

　俺の疑問に、乃の木ぎ坂ざかさんは少しだけ照れたようにこっちを見上げてこう言った。

「ほら、せんせーが本屋さんでわたしのことを助けてくれた時に……」

「あ……」

　そういえばあの時もあんな感じだったっけか。

　イラスト入門書を取ろうとして餅つきダンスをしていた乃の木ぎ坂ざかさんを助けて……

　だから乃の木ぎ坂ざかさんはあのシーンがお気に入りだったっていうことなのか？　それはそれで……何だか照れてしまう。

「あー、乃の木ぎ坂ざかさん、何ていうか……」

「それ」

「え？」

　と、乃の木ぎ坂ざかさんがそこで俺の唇に人差し指を当てて言葉を止めた。

「その乃の木ぎ坂ざかさんっていうの、ちょっと気になる」

　気になるってどういうこと？　あ、もしかして俺ごときプランクトンが乃の木ぎ坂ざかさんと呼ぶなんて気安かったってこと？　これからは乃の木ぎ坂ざかお嬢様と呼べとか……

　どう反応していいか戸惑う俺に、乃の木ぎ坂ざかさんは少しだけ顔を逸そらしながら言った。




「あのさ……明あ日す夏かで、いいよ？」




「え？」

　それはまったく予想外の言葉だった。

「ほら、その、呼び方？　乃の木ぎ坂ざかさんって、何となく他人行儀っぽいし。うまく言えないんだけど、せんせーには明あ日す夏かって呼んでほしい。乃の木ぎ坂ざかさん、じゃなくて……」

「あ、え……」

　いきなりそんなことを言われましても。

　女子を下の名前で呼ぶなんて、これまで冬ふゆ姫きともう一人くらいしか経験がないため、戸惑ってしまう。

「あ……」

「……」

「その……」

「……（じ～）」

　期待に満ち満ちた乃の木ぎ坂ざかさんの視線。

　ええい、もうヤケだ。

「……あ、明あ日す夏か……」

「あ……」

「……よ、よろしくな、明あ日す夏か」

「うんっ……♪」

　乃の木ぎ坂ざかさん……明あ日す夏かは本当に嬉うれしそうにそう声を上げると、こっちを真まっ直すぐに見上げながらスカートの両端を指でちょこんと摘んだ。

　──まるでどこかの国のお姫さまみたいに。

「これはね、お母さんが大切な人に感謝の気持ちを贈る時に、やってたんだって」

　明あ日す夏かが楽しそうに言った。

「お母さんが……？」

「うん。お母さんもね、昔この白はく城じよう学園の生徒だったの。でもこれだけだと何か物足りないから、ちょっとだけアレンジ♪」

　そう言うと、明あ日す夏かはその場で優雅にくるりと三度回って、再びスカートを摘みながら上品なことこの上ない仕草で頭を下げた。

　そして、満面の笑みで、こう言ったのだった。

「これからもよろしくお願いします、せんせー♪」







　こうして、俺と乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かとの奇妙な関係は始まったのだった。







　だけどこの時はまだ、気が付かなかった。

　乃の木ぎ坂ざかさんが──明あ日す夏かが抱えていた〝秘密〟には、まだまだ俺の想像もつかないようなとんでもないものがひそんでいたということに。
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　それは五月にしてはやけに暑い、ある日曜日のことだった。

　日本一高いスカイツリーの上階にある、天てん望ぼう回廊の一角。

　そこではスマホの画面を覗のぞきこんで……何やら真剣な表情でしきりにスマホをタップする明あ日す夏かの姿があった。

「……う～、ねえ、せんせー？」

「……ん？」

「……これ、やっぱり壊れてるんじゃないかなあ？　何回やっても同じようなのしか出てこないんだけど」

「……」

　明あ日す夏かのスマホを覗のぞきこむと、画面の中にはずらりと並んだカードがあった。

　基本的に、変な目玉のでかいおっさんとか、全身に拘束具をつけた変なおっさんとか、上半身裸の変なおっさんとか、見た目的に明らかに際きわ物ものなラインナップばかり。

　その他にはキャラクターではない武器やアイテムのようなものがいくつか並んでいて、それぞれのカードの下には大抵☆が二つか三つ輝いている。

「……うう……ほんとにこれ、どうなってるの……マホちゃんとか、ピアニッシモちゃんとか、ぜんぜんかわいいのが出てこないよ～……」

「まあ、ガチャってそういうものだからなあ……」

　ソシャゲにおけるガチャの確率というもは、大抵お祭りでよく見る屋台のくじ引き並みに絞られている。

　明あ日す夏かが欲しがっている☆五つの『光翼をまとうマホちゃん』に至っては、排出率およそ一パーセント。路上で自らの全てをさらけ出す変質者に遭遇するのよりも、小お笠がさ原わら諸しよ島とうでウミガメの産卵に居合わせるのよりも確率が低いという恐ろしい仕様である。

　というよりも──そもそもキャラが出てこない。魔装と呼ばれる、キャラが装備するアイテムが全体の半分以上を占めている。

　ちなみにこれは、最初から数えて二十三回目の挑戦である。

　爆死も爆死、目を覆わんばかりの大爆死だった。

「こ、こうなったら、貯ためてたお年玉を崩してもう一回やってみるしか……ここで諦めたらわたしはこの愉快な顔をしたおじさんに負けたことになっちゃうよ……！」

「は、早まるなって！　まだこれからサンシャイン60にも行くんだから」

「そ、そうだけど～……」

　放っておくと今にも次のガチャを回してしまいそうな明あ日す夏か。

　そんな明あ日す夏かをなだめて、改めて辺りを見回してみる。

　日曜日だけあって、天望回廊にはたくさんの人たちの姿があった。

　その大半は地上四百五十メートルの眺めに感心しているか、お土産ショップでご当地グッズを買ったりしているかで、当然のごとく俺たちみたいに血走った目でガチャをしている者の姿はない。

　何だってこんなところでこんなこと（ガチャ回し）をしているのかというと、これにはそれなりの理由があるのである。

　詳しい話は三日前へと遡る──
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　朝の教室は、クラスメイトたちの喧けん噪そうで賑にぎわっていた。

　普通にだべっているやつ、宿題を忘れていて慌てて友だちから写させてもらっているやつ、朝練を終えてこの時間から早弁をしているやつもいる。

　そんな中で最も目立っているのが、

「やっぱり昨日の『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』はよかったよねー。『ＭＧＯ』ともリンクしてるところがまたたまらないっていうかー」

「そうですな。朝あさ倉くら氏の言う通りだと思います」

「心憎い演出でしたよね」

「うほ、神脚本だぜ！」

　冬ふゆ姫きと三Ｋたちの『ＡＭＷ研究会』グループだった。話している内容は当然のごとく『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』について。それを周りにいるライト層の〝アキバ系〟たちが聞き入っている。まああれでこのクラスで一番大きなグループだから、仕方ないと言えば仕方ないんですけどね。

　遠巻きにその様子を眺めながら、机の上にカバンを置く。

　と、その時だった。

　教室の入り口から、時価千二百万円の最高級ハープを鳴らしたみたいな声が緩やかに流れてきた。

「──おはようございます」

　一瞬、教室に後光が射さし込こんだみたいな感覚。

　何だか彼女がいるだけで、辺りの空気が森の中にいるようなさわやかなものになった気さえする。

　乃の木ぎ坂ざかさん──明あ日す夏かだった。

　明あ日す夏かはきょろきょろと教室を見回した後に俺の方を見ると、にっこりと嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

「あ、澤さわ村むらさん♪」

　そしてそのまま俺の席に向かってペンギンみたいにとてとてと歩いてきた。

　途端に周りの視線が針のようにこっちに集中する。

「また澤さわ村むらか……」「何であんな耳を動かすくらいしか特徴のないやつばっかり……」「乃の木ぎ坂ざかさんのペットでも誘拐して脅迫とかしてるんじゃないわよね……？」

「……」

　こうして俺が明あ日す夏かと仲良くしているのは、ひょんなことからこの学園のアイドルであり有名人である彼女の〝秘密〟を知ってしまったからであって、別にそれ以上の何かがあるわけじゃないのにな。あと脅迫とかしてません。むしろ最初は闇に葬ほうむられて庭に埋められそうになってたのは俺の方です。

　ちなみにその〝秘密〟というのは……

（ねえねえ、せんせー。今日も帰りに『マホちゃん』の原作本を見に行きたいから、付き合ってくれるかな？）

　こっそりと、耳元でそうささやいてくる。

　甘やか吐息とともにふんわりとフローラル系の香りが漂ってきて幸せな心地になる一方、さらに周りからの視線もシュールストレミング系の殺意あふれるものになったような気がしたけれど、それはもう気付かなかったことにしとこう、うん。

　そんなことより〝秘密〟だ。

　乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの……〝秘密〟。

　それは小さなものから大きなものまで、おはようからおやすみまで、全て挙げていけばそれこそ煩ぼん悩のうの数を超えるんじゃないかってほどあるのだけれど、その中でも現状で最も大きいものがある。

　それは何かというと──

「おお、乃の木ぎ坂ざかさん、こちらですぞ！」

「あ、は、はい」

　と、そこで三Ｋの一人に（大声で）呼ばれて「ごめんね、せんせー、またあとで～」と謝りながら明あ日す夏かがそっちへ歩いていった。

「おはようございます、みなさん」

「今朝も萌もえ萌もえですな、乃の木ぎ坂ざかさん。昨日の『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』は見ましたかな？」

「あ、はい。とっても盛り上がりましたよね」

「そうですな、まさに前半のハイライトと言っても過言ではないかもしれませぬ」

「興奮してＳＮＳでつぶやきまくったぜ！」

「それにしても……マホちゃんが自分の魔力を持っていないという展開には驚きました。姉であるアキちゃんから借り受けていたなんて……」

「あそこはよく見ればだいぶ前から伏線があるんですよ。知っていますか？」

「あ、それ分かります。ええと……確か、二期前の第七話のＢパートのところですよね？」

「そうですそうです」

「さすが乃の木ぎ坂ざかさん、まるで調べてきたみたいに正確な知識ですな！」

「！　そ、そんなことはないですよ。話題になりそうだからといって、昨晩のうちにネットの考察ページを片っ端から巡って暗記したりしてないです……！」

　うーん、微妙に危なっかしい。

　そう、これが明あ日す夏かの〝秘密〟だ。

〝アキバ系〟でないことを……周囲に悟られないようにしているということ。

　それを保持するために、俺は協力しているのである。

　あれ以来、明あ日す夏かは三日かけて、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のこれまでの全シリーズを全て見たらしい。食事やお風ふ呂ろ、睡眠以外の時間は全部『マホちゃん』にあてていたとか。

　おかげでアニメの『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』にはだいぶ詳しくなった。

　アニメの『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の話題に限定して言えば、三Ｋたちとまともに会話できるくらいである。もちろんそれは彼女のお姉さんである未み来らいさんの辿たどった道から外れないためという理由もあるけれど、明あ日す夏か自身も『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のことが好きになったらしい。

「そうですね、それだけじゃなくて今回はマホちゃんとピアニッシモちゃんの絆きずなが際きわ立だっていた回で……」

　楽しげに『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』について語る明あ日す夏か。

　ただしそれはあくまでも、アニメ版の『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』に限られるわけであって……

「そういえば、時に乃の木ぎ坂ざかさん、『ＭＧＯ』はやっていますかな？」

「？　えむじーおー？」

　三Ｋの言葉に、乃の木ぎ坂ざかさんが首を傾ける。

「おっと、愚問でしたな。まさか乃の木ぎ坂ざかさんがやっていないなんてこと、あり得ないですものな」

「よかったらどのようなパーティーを組んでいるのか、見せてくれませんか？」

「きっと乃の木ぎ坂ざかさんならもうすでにレアキャラを集めて無敵のパーティーを作ってるんだろうぜ」

「え？　あ、え、ええと……？」

　やばい、まったく分かってない顔だ。

『ＭＧＯ』というのは……『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のソシャゲだ。

　正式名称は『Magical Girls Order』で、略して『ＭＧＯ』と呼ばれている。巷ちまたで今、大だい流りゆう行こうしていて、当然のごとく『ＡＭＷ研究会』の部員たちの間でも共通言語となっているのだった。

　ただそのことを、明あ日す夏かは知らない。

「あー、確か乃の木ぎ坂ざかさん、今スマホは故障してて修理中で、代替機を使ってるんじゃなかったっけ……！」

　慌てて助け船を出す。

　俺の目配せに気が付いたのか、明あ日す夏かがはっとした顔になってこくこくとうなずいた。

「え、は、はい、そうです。今はスマホが手元になくて……」

「おお、そうなのですかな？」

「ですが乃の木ぎ坂ざかさんのことです。もうすでに☆五の『光翼をまとうマホちゃん』は入手されたことでしょうな」

「え？　あ、は、はい、もちろん」

「！　ちょ、明あ日す夏か……」

「やはり！　素晴らしいですな！」

「我々でもまだ入手したのは朝あさ倉くらさんだけだというのに……！　ではスマホが戻ってきたらぜひ見せてください。フレンド登録をいたしましょう」

「お姉さんである未み来らいさんもガチャの引きは圧倒的だったって話だったからな。やっぱり妹の乃の木ぎ坂ざかさんも同じ星の下に生まれたってことか」

　盛り上がった勢いでその場で「ひゃっはー！」とどこかの果物の妖精のようにジャンプしようとするものの運動神経のなさから見事に着地に失敗して潰れた蛙かえるみたいになる三Ｋたち。

「え、ええと……は、はい、よろしくお願いします」

　その傍かたわらで、状況をいまいち分かっていない明あ日す夏かが目をぱちぱちとさせながらうなずいていた。







　当然、その後の展開は分かりきっていた。

　炭酸飲料とフリスクをいっしょに飲みこめば口から断末魔のカニのように泡を吹くくらいに分かりきっていた。

　昼休み。

　ものすごく真剣な顔をした明あ日す夏かは、俺を部室棟裏に連れて行きこう尋ねてきた。

「せ、せんせー！　『ＭＧＯ』ってなに……？」

「やっぱりそうくるよな……」

　まあ……しょうがないか。

　あの飢えたグリーンイグアナみたいな勢いの三Ｋたちに矢継ぎ早に迫られたら、ワケも分からず知っている素振りをしてしまっても仕方がない。

　ひとまず『ＭＧＯ』とガチャについて説明すると、明あ日す夏かは納得したように手を叩たたいた。

「あ、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のゲームなんだ？」

「ああ」

「それでガチャっていうのは……ええと、つまりくじ引きみたいなことをすればいいってことだよね？　それでマホちゃんが出れば当たりで……」

「それは、そうなんだけど……」

　ただそのガチャの☆五というのが大問題なのであって……

「？」

　説明するよりも実際にやってみた方が早かったため、とりあえず『ＭＧＯ』を明あ日す夏かのスマホにインストールして、立ち上げる。

　ここでリセマラという手段もあるけれど、『光翼をまとうマホちゃん』は期間限定☆五キャラであるため、通常のガチャでは出てこない。

「ええと……それじゃあ、ここを押せばいいんだね？」

　召喚と書かれたボタンを明あ日す夏かが「えいっ」っとタップする。

　スマホの画面の中に魔法陣が浮かび上がる演出とともに、光が勢いよく立ちのぼる。

「マホちゃん、出るかな……（どきどき）」

「……」

　無邪気に目を輝かせる明あ日す夏かの前で、満まんを持して光の中から出てきたのは……変な目玉のでかいおっさんと、モブ的な特徴のないキャラと、特にレア度の高くない平凡な魔装だった。

「え、な、なにこれ……」

　雑ざ魚こキャラとよく出る低レア魔装のオンパレードに、明あ日す夏かが絶望したような声を上げる。

　まあ……ガチャなんてこんなもんだ。

　☆五のＳＳレアが出るのは確率にして一パーセント。百回引いてようやく出るか出ないかというレベルだ。しかも実際にはそんなに数字通りにはいかないため、現実にはもっと低い確率だろう。

　なので世の中には爆死があふれている。

『ＡＭＷ研究会』でもそうだし、ＳＮＳなどを見ていてもそこかしこで爆死したっていう話が飛びこんでくる。家賃を全部使い込んだとか、気付いたらクレジットカードの支払額が車を買ったくらいになっていたとか、背筋が冷たくなる話は事欠かない。

　結局ガチャは物量……資金力勝負なのだ。

　だがそこでふと思う。

　乃の木ぎ坂ざかさんは超が付くほどのスーパーお嬢様だ。

　きっと月のお小遣いはどこぞのおぼっちゃまくんみたいに二千万円……とまではいかなくとも、それなりのものに違いない。

　いざとなれば、札束で召喚ボタンを押し込めば何とかなるのかも……

　だけどそれとなくそんなことを訊きいてみると、返ってきたのは意外な言葉だった。

「え、わたし、そんなにもらってないよ？」

「え？」

　明あ日す夏かが口にしたのは、一般高校生がもらっているのとほとんど変わらない額だった。

「だっていくら家にお金があるからって、それは別にわたしが稼いだものじゃないし。仮にあげるって言われても、もらえないよ」

「その通りですね……」

　正論だった。

　ゲスな汚い金持ちみたいな想像をした自分の顔をむしろ金の延べ棒とかで張り倒してやりたい。

「え、でも、ってことはお姉さんは、本当に自力の運だけで当ててたってことなのか……？」

「……お姉ちゃん、こういうのも神がかってるんだよ。ここぞってところでの強運がすごいっていうか、期待された場面では絶対に外さないっていうか……」

「……」

　そんなところまで完璧なのか。すごいな、本当に福の神か何かが憑ついてるんじゃないですかね……

　ともあれこのままではとてもじゃないが『光翼をまとうマホちゃん』を手に入れることはできない。

　何か対策を考えないと。

　物量以外で、札束での殴り合い以外でできる方法を。

　とはいってもそんなものが簡単に浮かんでくるようなら、世の中には爆死者なんて出るわけもないのであって……

「ううん、どうしたもんか……」

「……一パーセントって、九十九パーセント出ないってことだよね……？　そんなのもう、それこそ神様にお願いするくらいしかないよ～……」

　明あ日す夏かが困ったような声を上げる。

「神様、か……」

　ほんと、それでどうにかなるなら五体投地してでもお願いしたい。あるいは変な邪神を崇あがめ奉たてまつる邪教に入信してもいい……

　……ん、邪教？

「──って、それだ！」

「え？」

　と──そこで思い出した。

　いつものように通学路で冬ふゆ姫きが訊きいてもいないのに言っていたこと。

『あのねー、「ＭＧＯ」で狙った☆五を召喚するにはねー、自分の信じるガチャ教に入信するのがいいんだよー！』

　何それ宗教？　って思ったけれど、話を聞くと本当にほとんど宗教だった。

　ガチャ教とは、要するにルーティーンというか、特定の儀式のような行動をガチャを引く前にすることによって、目当てのキャラが出てくる確率が上がるというものなのだという。

　正直眉まゆ唾つばというか都市伝説というか邪教の類だとは思うけれど、今はすがれるものにはどんな藁わらであってもすがりたい。

　スマホを取り出して調べてみると、思いのほかにガチャ宗教はたくさんあった。

　ざっと見つけただけで、『深夜二時教』。『舞教』。『Wi-Fi教』。『触媒教』。『聖地巡礼教』などがある。

「わ、すごいね、こんなにあるんだ」

「ほんとにな」

　どれだけ巷ちまたには爆死が蔓まん延えんしているのかがよく分かるってものだ。

「えっと……この『舞教』は……ガチャをやる前に踊ってから回すとお目当てのキャラが出るってやつか～。──よ～し、それじゃあ……」

　何やら明あ日す夏かが奇妙な動きをやり始めた。

「え、それ何……？」

「キツノンウ踊りだよ。アフリカ奥地の部族に伝わる伝説の舞踊なんだって。この前習ったんだ～」

　……ニッチすぎやしませんかね。そこは普通に日本舞踊とかでいいだろうに。

　しかしキツノンウ踊りの効果も空むなしく、出てきたのはどこかの部族で祈き禱とう師しでもやってそうなおっさんだった。いやある意味これは正解なのか……

「む～、だめか～。じゃあ次やってみよ～。ええと、『触媒教』は、ガチャを引く時に出したいキャラと関係のある触媒を用意すればよくて……」

　その後もいくつか試してみたものの、どれも目に見える効果は確認できなかった。

「ん～、うまくいかないね……」

「まあ、あくまでガチャ教だし……」

　信じる者はもしかしたら救われる……かもしれないこともあり得る気がする今日この頃っていうレベルだ。

　やはり邪教に頼ろうとしても世の中そんなに甘くはないということか。

　だけど明あ日す夏かはまだ諦めていないようだった。

「せんせー、こうなったら……もうこれしかないよ」

「え……？」

「ほら、これだよ、これ！　なんか名前からして効能がありそう」

　明あ日す夏かが目を輝かせながら画面を指していた先。

　そこには……『聖地巡礼教』と書かれていた。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑭（秘密レベルＢ）

　キツノンウ踊りに精通している。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑮（秘密レベルＢ）

　ガチャ運はあまりよくない。









　　　　２




　そして日曜日。

　俺は……明あ日す夏かと待ち合わせをして地下鉄半蔵門線押上駅の改札にいた。

　行き先は東京スカイツリー。

　目的はもちろん、『ＭＧＯ』のガチャで『光翼をまとうマホちゃん』を当てるためである。

　なのにどうしてわざわざこんな場所で待ち合わせをしているかというと、話は件くだんのガチャ宗教に由来する。

『聖地巡礼教』。

　それは読んで字のごとく、キャラに縁ゆかりのある場所──聖地を巡礼してガチャを回せばそのキャラが出やすくなるというものである。マホちゃんがここ東京スカイツリー先端の電波塔部分でハゲタカのクリムゾンと戦うシーンがあることから、聖地の一つとして数えられているらしい。さらにいうと、ここでダメだった場合にこの後行く予定の場所は池袋にあるサンシャイン60だったりする。どうもマホちゃんはやたらと高いところにのぼるのが好きなようだった。




「ごめんね、せんせー。待った？」




「お……」

　そんなことを考えていると、声をかけられた。

　見てみると、こっちに向かって手を振りながら小走りで改札を出てくる明あ日す夏かの姿。

　当然のことながら私服姿である。

　あれ、よく考えてみたら、明あ日す夏かの私服姿って初めてだよな……？

　学校にいる時は当たり前のごとく制服だし、この間の合宿の時も学校帰りにそのままうちに来たため基本制服姿だった。あとはうちにあった部屋着を適当に選んで着ていた。

　改めて見てみる。

　明るい色をしたカーディガン。動きやすそうなひらひらとした花柄のワンピーススカート。かわいらしい靴。ファッションには壊滅的に詳しくないけれど、それでもそれがものすごくファッショナブルだってことは分かる。素材の抜群の良さとも相まって、もうほとんどご神体と言っていいレベルだった。後光が射さして見える……

　周りからも「なあなあ、あの子、めちゃくちゃかわいくね？」「え、芸能人かな？」「お前声かけてこいよ」「いやあのレベルは無理だって」みたいな声が聞こえてくる。

　そうなんだよな。

　今さら確認することでもないかもしれないけれど、明あ日す夏かはとんでもなくかわいい。常軌を逸してかわいい。それこそ、道を歩けば十人中十五人が振り返るくらいに。

　何でこんな子が自分の隣にいるんだろう。これ何てラブコメ？　あまりにも夢見心地すぎてもしかしてもうすぐ俺死ぬの？　なんて思いになることが多々ある。この後トラックにでも轢ひかれて異世界に行ってしまうのかな……

「どうしたの、せんせー？　郵便ポストみたいにぼーっとして」

「え？　あ、いや、何でもなくて……」

「？　あ、もしかして……わたしの格好、ヘン、かな……？」

「！　そんなことないって！」

　思わず早口で言ってしまった。

　明あ日す夏かが変だとしたら、俺なんて、何ていうかもう、珍妙なウーパールーパーだ。

「そ、そう……かな？」

「あ、ああ、変なんてことはぜんぜんなくて、何ていうか……」

「……？」

「その……すごく似合ってると、思う……」

「ほ、ほんとっ？」

　その言葉に、明あ日す夏かがぱあっと笑顔になる。

　その笑顔もまた向日葵ひまわりが咲いたみたいな鮮やかで魅力的なものであって……うう、やめて、頰がだらしなく緩んでキモい感じになっちゃうから。

　そんな俺の前で、カシャッという機械音が響いた。

「？」

　見ると明あ日す夏かが、スマホを構えて何やらカシャカシャと撮影している。え、な、何……？　もしかして俺のだらしない顔が犯罪レベルで気持ち悪かったから証拠として残しておこうとか……？

「あのさ、明あ日す夏か、今のは……？」

「ん、記録だよ？」

「！」

　公判記録……!?

　や、やっぱり……？

　すでに逮捕・留置・起訴後も見据えられているのかと恐れおののく俺に、明あ日す夏かは言った。

「ん？　記録じゃなくて、記念？　ほら、あれだよ。せっかくせんせーとお出かけできたんだし、記念に残しておこうと思って。えっと、メモリアル？」

「え……」

「だってわたし、今日のお出かけすっごく楽しみだったんだもん。楽しみで楽しみで、昨日は三時間しか寝られなかったくらい。えへへ」

　後々の裁判のための記録じゃありませんでした。

　というか……そこまで楽しみにしていてくれた？

　俺なんかとの出かける予定を……？

　や、そんなこと言われたら……ただでさえ醜悪なクリムゾンみたいに崩れた俺の顔がさらに気持ち悪くなってしまう。

　浮かれかける心を隠すために、マイコプラズマ肺炎になったみたいにゴホゴホと咳せき払ばらいをして言った。

「──そ、それじゃあ、行こうか」

「うんっ♪」

　我ながらさらにかなりキモい感じに照れた顔を逸そらすようにして、明あ日す夏かといっしょに歩き出したのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑯（秘密レベルＣ）

　私服姿も常軌を逸してかわいい。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑰（秘密レベルＣ）

　メモリアルを大事にしている。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑱（秘密レベルＣ）

　今日のお出かけが楽しみで三時間しか眠れなかったらしい。









　東京スカイツリーまでは、駅から歩いてすぐだった。

　階下に広がる東京ソラマチを抜けて、四階のエレベーターから天望デッキを目指す。さらにその天望デッキでエレベーターを乗り換えて、第二展望台とも言える天望回廊へと向かうことになる。

「スカイツリーって来るのはじめてなんだよ。何だかどきどきしてきた」

「明あ日す夏かもか。実は俺もなんだ」

「そっか、はじめて同士だね～」

　天望デッキまでのエレベーターは四基あって、それぞれ春夏秋冬をイメージしているとのことだった。俺たちが乗ったのは季節にふさわしく春のエレベーター。天井部にあるディスプレイに桜吹雪のＣＧが美しく舞っている。

「春かぁ、春って何だか気持ちがうきうきしてくるよね～」

「明あ日す夏かは、春が好きなの？」

「うん、好きだよ。お母さんの名前に使われてるからね。やさしい感じがする。あ、でも夏も秋も好き。元気なイメージとお淑しとやかなイメージかな。冬だけがいまいちかなあ。なんかごついっていうか……」

「ごつい？」

　冬の何がごついんだろう。シロクマ？

　そんな会話を交わしながら、さらに天望デッキでエレベーターを乗り換えて、天望回廊下部のフロア４４５へと辿たどり着つく。

　ここから上部にあるフロア４５０へは、スロープ状の通路を歩いて向かうみたいだ。

「わ～、すごいすごい、外が見えるよ！」

「おお……」

　さすがに日本一の高層建築物だけあって、窓から見える景色はため息が出るようなものだった。絶景すぎて眼下の光景がミニチュアのように見えてくる。ほう、人がゴミのようだ……（一度言ってみたかった）。

　明あ日す夏かはところどころで写真を撮りながら歩いていたけれど、その途中で何かを見付けてふいに「あ」と足を止めた。

「ねえねえ、せんせー、あれやってみようよ！」

「え？」

「ほら、そこのフォトサービス。記念に写真を撮ってもらえるんだって。せっかく来たんだから、せんせーと撮りたいなって」

　そういうのは確かにいいかもしれない。

　高校生にとっては安くないチケット代を払ってここまで上ってきているわけである。ただ黙々とガチャを回して渋いガチャ職人のごとく去るのではもったいない。

「すみませーん、二人お願いします」

　明あ日す夏かがそう声をかけると、受付のお姉さんがにこやかに応対してくれた。

　二人で並んで、写真を撮ってもらう。

[image: ]

　向日葵ひまわりが咲くような輝かしい笑みを浮かべる明あ日す夏かの横で、俺は見事に白目を剝むいていた。

「あ、これでも撮ってもらっていいですか？」

　そこでも明あ日す夏かは自分のスマホを渡して写真を撮ってもらっていた。なるほど、メモリアルか……

「あはは、せんせー、目つむっちゃってる」

「明あ日す夏かだって、微妙に向いてる方向があってないじゃん」

「そだね。あはは」

　うん、何だかこんな会話をしているだけで楽しい。

　写真を受け取った俺たちは、再度フロア４５０へと向かって歩き出す。

　と、明あ日す夏かがふいにこう口にした。

「何だかこうゆうのって……デートみたいだね」

「ふぁっく!?」

　思わず仏教におけるきれいな言葉を使いましょうという教えみたいな声が出てしまった。

　い、今、何て仰おつしやったんですかね？

「ほら、だってこうゆう風に男の子と女の子が二人で遊びに行くのって、デートっていうんじゃないの？　あ、てゆっても、わたし、男の子とどこかに出かけたのってこれがはじめてだからそんな偉そうに言えないんだけど……あはは」

　ぺろっと舌を出しながらそんなことを言う。

「え、はじめてって、そうなんだ……？」

「うん、そだよ。お父さんとなら昔にあるけど、それだけかな」

　意外すぎる事実だ。

　何ていうか、伝説の人斬りと称されている人が実は暗殺は初めてですって言っているようなもの。

　明あ日す夏かくらいかわいくて人ひと懐なつこくてコミュ力が高ければ、引く手なんてあまたどころか千手観音だろうに。

　そう伝えると、明あ日す夏かはぶんぶんと顔の前で手を振った。

「そ、そんなことないよっ！　わたしなんて、ずっとガリ勉で、コミュ障で、ぜんぜん人と話してこなかったんだから。どっちかといえばぼっちで、友だちといえば家で飼ってるアロワナのミハエルくんとハリネズミのマルガリータさんくらいだったし……」

　え、それは悲しすぎませんか。

　ぼっちというかほとんど心を閉ざした仔こ犬いぬレベルな気が。

「や、いくら何でもそこまで……」

「ほ、ほんとだって！　だから部活とかでだれかと喋しやべるのだってすごく緊張してるんだよ～。ああいうのってひさしぶりっていうか……あ、せんせーは何だかぜんぜんこれっぽっちも身構えないでミハエルくんに話しかけるのと同じくらい気軽にお喋しやべりできるんだけど」

　そんな風にはぜんぜん見えないんだけどなあ。

　あと俺は何なんですかね、アロワナ系男子？

「やっぱりそれは言い過ぎじゃないか？　明あ日す夏か、普通に友だちとか多そうに見えるんだけど」

「……」

　その何気ない俺の言葉に、ふと明あ日す夏かは視線を落とした。

「？」

「…………」

「明あ日す夏か？」

「…………せんせーは、まだ……らない……から……」

「？」




「……こんなの……して……演じてるだけ……のに……」




　その言葉は、周囲の雑踏にかき消されて、よく聞こえなかった。

「ええと……」

「あ、う、ううん、何でもないの！」

「??」

「と、とにかく、せんせーといっしょにいるとすっごく楽しいってこと。こんなに楽しいのははじめてかもしれないよ～」

「そ、そっか……」

　何であれ、いっしょにいて楽しいと言われて悪い気はしない。さらにその相手が明あ日す夏かとなれば、それはもうこの場で三回回って「にゃーん」と鳴いてもいいくらいのご褒ほう美びだ。







　そして俺たちは地上四百五十メートルの景色を前に、スマホを構える。

　そう……ここでようやく冒頭の場面に戻るんだよ。

「それじゃあ……やるよ？」

「ああ」

　これ以上ないってくらいに真剣な表情をした明あ日す夏か。

　聖戦に赴く戦士みたいな目で、ガチャの召喚ボタンをタップする。

　天空からの日差しを受けながら光り輝く魔法陣。

　その中から出てきたのは……

「……」

「……」

　全身に拘束具を着けた筋肉質のおっさんだった。

「……う～、ねえ、せんせー？」

「……ん？」

「……これ、やっぱり壊れてるんじゃないかなあ？　何回やっても同じようなのしか出てこないんだけど」

「……」

「こ、こうなったら、貯ためてたお年玉を崩してもう一回やってみるしか……ここで諦めたらわたしはこの愉快な顔をしたおじさんに負けたことになっちゃうよ……！」

「は、早まるなって！　まだこれからサンシャイン60にも行くんだから」

「そ、そうだけど～……」

　まあ……気持ちは分かる。

　最初に部室棟裏で回してから、今ここで一回やるまでにガチャを回した回数は二十三回。

　十連が二回と単発が三回で、使った金額はおよそ五千円。

　その結果、出たキャラの六割が変なおっさんか醜悪なクリムゾンであり、残りの四割が魔装である。や、冷静に考えてひどい排出率だな、これ。

　セミの抜け殻みたいな目をしている明あ日す夏かに、声をかける。

「ほ、ほら、まだチャンスはあるって。サンシャイン60の方が本命だから。水族館と展望台で、二つ聖地もあるし」

「それはそうだけどさ～……」

「ここで召喚石を使い切ったら元も子もないって。な？」

「む～……」

　どこか納得のいかない顔の明あ日す夏かを連れて、東京スカイツリーを後にしたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑲（秘密レベルＡ）

　友だちがアロワナとハリネズミ。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密⑳（秘密レベルＢ）

　意外と負けず嫌い。









　　　　３




　一昔前までは、マンガやアニメ、ゲームといった、いわゆるオタクのメッカと言えば秋葉原一択だった。

　アニメショップや同人誌ショップがあり、メイド喫茶があり、大型電気店がありと、三拍子揃そろった街。そこに行けば大抵のオタク的願望が満たされるような場所だった。

　そういった趣味を持つ者たちを指して〝アキバ系〟といった由来も、そこから来ている。

　だけど現在は少しばかり状況が違ってきている。

　秋葉原の重要度は、〝アキバ系〟にとって今やそれほど高くない。

　そしてそれに替わる場所として、今は池袋や中野が台頭してきているのである。特に池袋はアニメイトがあり、とらのあながあり、まんだらけがある。ゲーセンがたくさんあり、メイド喫茶もあれば執事喫茶もある。さらには乙女ロードと呼ばれる女性向けオタクショップが立ち並ぶ通りも存在する。

　加えて路線が八本も通っていることから、アクセスしやすい。

　まさに〝アキバ系〟──特に女子にとっての約束の地のような街。

　それこそが乙女の聖地……池袋なのである。

　──以上、冬ふゆ姫きが先日熱く語っていた内容でした。

　その時は話半分に聞いていたけれど、言われてみればそうかもしれない。確かに秋葉原はたまに行くこともあるけれど、そこまで〝アキバ系〟の聖地という風に特別に感じることもない。ちょっとオシャレな電気街って感じだもんな。それよりかは学校帰りなどに寄りやすい池袋とかの方が足が向くことが多い気がする。

　とまあ、前置きが長くなってしまったけれど、その池袋に俺たちはいた。

「池袋かあ。確か埼玉との境目なんだよね。あとは東が西武で西、東武～♪　くらいかなあ」

「……一つ、恐ろしい話をしてもいいか？」

「ん、なに？」

「実は池袋にいる人たちの八割は……埼玉県民なんだ」

「え、そうなの？」

　しかも埼玉各所からのアクセスも抜群なことから、埼玉県池袋市などともまことしやかにささやかれている。

　この事実を公言すると、地元を愛する生粋の豊と島しま区く民に消されるとすら言われている。

「そ、そうなんだ……」

　明あ日す夏かも知られざる暗黙のルールに怯おびえたような表情を浮かべた。

　池袋は怖いところだよ、明あ日す夏かさん……

　とまあそれはともかくとして。

　池袋は賑にぎやかな街だった。

　賑にぎやかだけどそこまで騒がしいわけじゃない。某アニメに出てくるようなカラーギャングなどが出没したりすることもなく、それどころか街のところどころにアニメキャラの被かぶり物ものや、華やかな雰囲気のメイドさんが立っていたりして、〝アキバ系〟を感じさせる雰囲気である。いや池袋なんだけどね。

「わ、メイドさんだ、かわいい～」

　と、即座に明あ日す夏かが反応した。

「せんせせんせ、あれって本物なのかな？」

「それはないだろ。たぶんバイトか何かじゃないか？」

「そっか～……静しず琉るさんたちの知り合いかと思ったのに」

「？」

「ま、いっか。ねえねえ、ちょっと見てきていい？」

「ん、ああ」

「わ～い、すぐ戻ってくるから♪」

　そう言うと明あ日す夏かはメイドさんのもとへとたたたっと走っていった。ああいうかわいい服を見てテンションが上がるのは、〝アキバ系〟であるなしに関係なく女子の性さがなんだろうな。

　待っている間、手持ち無沙汰だったので何となく周りを見てみる。

　池袋駅からサンシャインへと続く道にはたくさんの人の姿があったけれど、やはり女子の数が多い。

　中には見てすぐ分かるくらいに〝アキバ系〟の女子の姿も目に留まる。

　何ていうか、服装とか雰囲気とかが微妙に冬ふゆ姫き寄りだからすぐに分かる。どこか偏りがあるというか。ほら、あそこにいる両手に紙袋をたくさん持った冬ふゆ姫きみたいな女子とかもたぶんそうに違いない……

「……って、あれ冬ふゆ姫きじゃん!?」

　視界の先にいたのは十年来の幼おさな馴な染じみだった。

　え、な、何で冬ふゆ姫きがここに……？

　一瞬混乱するも、考えてみれば別にそれは何ら不思議なことじゃない。だって今自分で池袋は乙女の聖地だって言ってたよね!?　しかもそれの発信源は冬ふゆ姫きだ。ある意味サファリパークにライオンがいるくらい自然なことである。

「……ん？」

　しかも目が合った。

「あれー、そこにいるのって、善よし人とじゃないー？」

「お、おう」

「あ、やっぱりそうだー！　え、どうしたのどうしたのー。あ、分かったー！　善よし人とも私と同じでアニメイトととらのあなとまんだらけのハシゴなんでしょー？　えへん、善よし人とのことなら何でも分かるんだからー！」

　目を輝かせて人ひと懐なつこい犬のように駆け寄ってくる。

　相変わらず何も分かってらっしゃらないのはともかくとして。

　う、や、やばい、とにかく明あ日す夏かといっしょに来ていることは隠さないと！

「い、いや、俺はちょっと……そ、そうだ！　服を見に来たっていうか……」

　とっさにすぐ横の店にあった服を手に取ってそう説明する。

「服って、それー？」

「あ、ああ……」

「善よし人とって、そういうのが趣味だったのー？」

　冬ふゆ姫きの視線が訝いぶかしげなものになる。く、苦しいか……

「んー、私としては大歓迎なんだけどー……善よし人と、いつの間にこっち側の趣味にそこまで目覚めたのー？」

「へ？」

　言われて自分の手元を見る。

　俺が手にしていたのは……メイド服だった。

「！」

　人生終わった……！　俺の来世での活躍にご期待ください。

　ていうかさすが池袋。乙女ロードまで行かなくともその辺の店で普通にメイド服が置いてあるとは……

　い、いや、まだ挽ばん回かいできる！

「ち、違う！　間違えた！　これじゃなくて、こっちのやつを買いに来たんだよ……！」

「おー、さらにレベルアップだー！　いいねいいねー、私、そういうの嫌いじゃないよー！」

「え？　……うぇ!?」

　俺が手にしていたのはスク水だった。

　しかも何か胸元に名前まで書いてある。

　来世まで終わった……！

「そっかそっかー、善よし人とはそういう方向性が好きだったのかー。言ってくれれば私ももう少しお勧めのやり方を考えたのになー」

「……」

「で、どうするのー？　着るの？　嗅ぐのー？　着せるのー？」
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「…………」

　もうやめて、俺のライフはゼロよ……

　ていうか着せるってだれにですかね……？　明あ日す夏か……？　それはそれで悪くないかも……って、そんなこと考えてる場合じゃないですね……

　そのあとも冬ふゆ姫きは何か言っていたようだったけれど、打ちひしがれた俺の耳には正直これっぽっちも入ってこなかった。一通りなんかメイド服とスク水についての蘊うん蓄ちくを弾んだ声で語って、やがて「じゃあ私はまだ買い物があるから行くねー。今度メイド服とスク水のお勧め同人誌を持っていくからー！」と言って楽しそうに去っていった。

　それからしばらくして、明あ日す夏かが戻ってきた。

「お待たせ、せんせ……って、泣いてるの!?」

「シクシク……俺の現世と来世は終わった……完全終了だ……」

「よ、よく分かんないけど……元気出して？　ほら、現世と来世がもうどうしようもないくらいにズタボロで生ゴミみたいな有り様でも、何ていうか、来来来世があるよ？」

　そこまで言ってません……

　ぜんぜんフォローになっていなかった。

　あと来来世は当たり前のごとく終了していることももう決定なんですね……








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉑（秘密レベルＡ）

　メイドさんに興味あり。
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　不運と言うのにはあまりにも悲しすぎる出来事を乗り越えて、本来の目的地の一つである水族館へとやって来た。

　サンシャイン60に併設されているサンシャインシティの屋上にある、都内でも有名な水族館。

　ここはマホちゃんが水のクリムゾンである醜悪なイカと触手入り乱れる死闘を繰り広げた場所である。

　ちなみに醜悪なイカクリムゾンは、以前の合宿時に俺がなりきって明あ日す夏かに覆おおい被かぶさろうとしたあれである。グロッグロッグロッ。

「わ、すごいすごい、アニメとおんなじ場所だ！　そこの水槽をマホちゃんがマジカルデストロイナパームで大爆破したんだよねー？」

「そうそう、それでちぎれた足を食べることで魔力を回復して」

「あの時はどうなるかと思ったよ～。まさかイカがタンパク質とタウリンが豊富なことを利用してピンチを切り抜けるとは思わなかったな～」

　そんなイカした会話をしながら、ガチャをやる場所を探すべく水族館を進んでいく。

　どうせやるならやっぱりイカの水槽の前だろう。

　だけど肝心のイカの水槽の前には先客がいた。

「…………」

　何か……ずっとイカを見つめたまま微動だにしない人がいる。

　ショートカットの女の人だ。確認しているだけでさっきから三十分以上もそこにいる。イカマニア……？

　うーん、何であれまいったな、水族館でガチャとかある意味浮いてるから、できればだれもいない状況でやりたかったのに。

　ひとまず様子を見るために水槽に近づく。

　イカの水槽は暗がりに置かれているため、その距離まで寄って、そこで初めてイカマニア（推定）の人の顔がちらりと見えた。

　あれ、この人……

　その顔には見覚えがあった。

「ね、せんせ、あの人ってもしかして……」

　明あ日す夏かも気付いたのか、服の袖をくいくいと引っぱってくる。うん、明あ日す夏かもそう言っているってことはやっぱりそうだよな。

　さっきからイカを我が子を見るみたいに凝視している怪しい人。

　イカクイーン（推測）は……白はく城じよう学園の音楽の非常勤講師である、天あま宮みや先生だった。

　何でこの人がこんなところでイカをガン見しているんだろう……と首を捻ひねっていたら、人の気配に気付いたのか、天あま宮みや先生がこっちをちらりと見た。

「ん？」

　俺たちの姿を見て驚いた表情になる。

「あれ、澤さわ村むらくんと……乃の木ぎ坂ざかさん？」

「あー、こんにちは」

「こんにちはです、天あま宮みや先生」

　慌てて挨拶をすると、天あま宮みや先生はいつもの気さくな口調でこう口にした。

「珍しいね、こんなところで会うなんて。二人はどうしてここに来たの？　イカが好きなの？」

「あ、ちょっと用事があって……」

「ふーん、デート？」

　にやりと意味深に天あま宮みや先生が笑う。

「え、い、いや、その、これは何というか……」

「やっぱりデート……なのでしょうか？」

　首をちょこんと傾けながらそう言う明あ日す夏かに、天あま宮みや先生は笑った。

「んー、客観的に見れば、デートかな。というか、男女二人でイカを見にくればそれはもう立派なデートだよ！　それ以外にあり得ない。あ、別にあおってるわけじゃないんだよ？　イカだけに」

　何を言ってるんだかさっぱり理解できない。

　この人も……よく分からない人だ。

　天あま宮みや椎しい菜な先生。

　うちの学校の音楽非常勤講師。

　普段はピアニストをしているのだけれど、前任の音楽教師（念願だった結婚をして一年間の世界一周イケメンだらけのハネムーンに出たらしい）にどうしてもと頼まれて、非常勤として勤めているのだという。

　フレンドリーで先生ぶらないことから生徒にも人気があって、印象としてはきれいな歳とし上うえのお姉さんといった感じだ。しかもこの人、確か独身なんだよな。男子たちが騒いでいたから覚えている。そんな人が日曜の真っ昼間から水族館でイカの親おや父じギャグを飛ばしてるって……

「そういえば乃の木ぎ坂ざかさん、お父さんとお母さんは元気？」

　天あま宮みや先生がふいにそんなことを言った。

「え？　あ、はい。たぶん元気だと思います。あまり会えていないのでそこまでは分からないのですが……」

「そうだよね。二人とも忙しいもんね。それぞれ乃の木ぎ坂ざかグループの当代とピアニストの仕事で海外を飛び回ってて……」

「あの、先生はお父さんとお母さんのこと……？」

　明あ日す夏かのその言葉に、天あま宮みや先生は何かに気付いたような顔になった。

「あ、そっかそっか、最後に会ったのって、まだ明あ日す夏かちゃんが生まれたばっかりの頃だもんね。未み来らいちゃんが幼稚園くらいの時か。それじゃあ覚えてないよね」

「え、ええと、あの……？」

「あ、ううん、いいのいいの。気にしないで」

「は、はあ……」

「それじゃああたしはもう行くね。邪魔してごめん。また学校でね」

　そう言って、天あま宮みや先生は去っていった。

　最後にイカの水槽を見て、「またね……」と切なげに言うのを忘れずに。

　本当に……意味が分かりません。











・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉒（秘密レベルＡ）

　両親が天あま宮みや先生と知り合い？









　そしてイカの水槽前でのガチャ。

「こ、今度こそ、マホちゃん出るかな……？（どきどき）」

　明あ日す夏かがぎゅっと胸に手を当てる。

　ディスプレイからはこれまでとは違う虹色がかった光のエフェクト。おお、これはついに来たか……と思いきや。

　出てきたのは……『マホちゃん・テンタクルスウイップ☆四』だった。

「……」

「……」

　何これ、イカの呪い……？

　いやこれはこれでレアではあるんだけど！

　いちおうマホちゃんではあってもマホちゃん違いだよ……！　貴重なミシマコクワガタだと思ってネットオークションで購入したらただのコクワガタだったみたいな！（分かりづらいたとえ）

「……せんせー、わたし、マホちゃんに嫌われてるのかな……」

「……」

　イカの触手でさんざんなぶられた後に服を溶かされ白いイカスミをかけられたマホちゃんみたいな顔になる明あ日す夏かに……俺は何も声をかけられなかった。
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　水族館で手痛いイカの洗礼を受けた俺たちが最後にやって来たのは、サンシャイン60の展望台『SKY CIRCUS』だった。

　何だかんだで各所でけっこう時間を取られてしまったため、辺りはもうすっかり夜になってしまっている。

　星座のＣＧが光るエレベーターで展望台まであがり、マホちゃんが区役所にマジカルアンチマテリアルライフルを撃ち込んだ場所へと早足で向かう。

　窓から見える夜景がキラキラと輝いてきれいだったりしたけれど、今の俺たちにはもうそれを見て「人の営みの宝石箱や……」などと口走っている余裕は正直ない。

「ここが……最後だよね」

「ああ……」

　明あ日す夏かとうなずき合う。

　聖地巡礼的にも、金銭的にも、時間的にも、これが最後のチャンスだ。

　ここで『光翼をまとうマホちゃん』が出なければ……けっこうピンチになってしまう。具体的に言えば、明あ日す夏かがお姉ちゃんルートから外れてしまう可能性が極めて濃厚になってしまう。

「……だ、だいじょうぶ、なのかな……このまま『マホちゃん』が出なかったら……〝アキバ系〟でないことがばれちゃったら……また、あの時みたいにクラスで…………そ、そうなったらもう、全てをなかったことにして、や、闇に葬ほうむるしか……」

　明あ日す夏かがうつむきながら何やらぶつぶつとつぶやいている。……なんかまた物騒なことを口走ってませんかね？

　そんな明あ日す夏かの背中を叩たたいて、俺は励ました。

「大丈夫、きっと出る」

「う、うん……っ……」

「ここでなら出したいものが出るに決まってる。約束の場所だ。出しまくって、むしろ一度に二つ出すくらいの勢いで出てくるはずだ」

　そう口にしてから自分たちの背後にトイレがあることに気が付いて何だか誤解されかねない台詞せりふですね……と思ったものの、今はそんなことに突っ込んでいる場合でもない。

「さ、やろう」

「……」

　明あ日す夏かが無言でうなずいてスマホを掲げる。

　だけど、スマホの画面に目を遣った途端、明あ日す夏かの顔が蒼そう白はくになった。

「え、こ、これ……」

「？　どうした？」

「あ、え、えと、バッテリーが……」

「え？」

　明あ日す夏かの手元を覗のぞきこむ。

　ディスプレイではスマホが充電不足のアイコンを表示していて、今まさに電源が落ちるところだった。というか、落ちた。

「充電器とかは……？」

「……も、持ってない……」

　俺も同じく持っていない。

　この前機種変更したばかりだし、バッテリーを食うことで有名な某モンスター捕獲的な位置情報ゲーもやっていないことから、よっぽどのことがない限り充電がなくなることなんてなかったためだ。

　あれ、でもだったら何だって明あ日す夏かのスマホだけ充電がこんなに早く……

「……わ、わたしが写真を撮りすぎたから……」

　絞り出すような声で明あ日す夏かが言った。

「ご、ごめんなさい……せんせーとのお出かけが楽しくて、ついつい撮りすぎちゃった……こんなこと、はじめてだったから……記念に、思い出に残したくて……」

「明あ日す夏か……」

「……う、ううっ……」

　明あ日す夏かの言っていたメモリアル。確かに各所で頻繁に撮影をしていたし、さらに時折動画撮影をしたりもしていた。カメラ系は意外にバッテリーを消費するし、一言確認しておけばよかったか……

　とはいえ今さらそんなことを言っても後のねぶた祭りだ。

　スマホの時計を見る。

　今の時間は二十時四十分。

　これならギリギリ……いけるか。

「ちょっとここで待ってて、明あ日す夏か」

「え……？」

「ちょっくら下まで行って、充電器を買ってくる」

「で、でも、もう閉館時間が……」

「ダッシュで行けば何とかなるさ。じゃあ行ってくる」

「あ……っ……せんせ……」

　弱々しい明あ日す夏かの声を背に、走り出す。

　そうは言ったものの、正直相当にギリギリだった。

　サンシャイン展望台の閉館時間は二十二時だけれど、入場できる最終時刻は一時間前の二十一時だ。

　今から地上まで下りて、近くのコンビニで充電器を買って、また六十階まで戻るのに、どんなに急いでも十五分はかかるだろう。俺の短い足じゃそれが限界だ。

　ところが悪いことというのは重なるものである。

　エレベーターが混雑していて、一回で乗ることができなかった。

　くっ……こんな時に……！

　不運ハードラツクと踊ダンスっちまったぜ……とか言っている場合じゃない。

　その場で足踏みをしながらとにかく待つ。

　待つことおよそ三分。

　何とか地上に辿たどり着ついた時には、時間はもうすでに二十時五十分を回っていた。

　お座ざ敷しき犬並みの運動不足であるため肺が超新星爆発しそうになるほど全速力で走る。

　途中でリア充じゆうっぽいカップルがぶつかってきて「ちっ、気を付けろよ、ダサ坊が」「やめなよー、かわいそーじゃん」みたいな定番羞恥プレイをされつつ、それでも進んでいく。

　どうしてここまで俺が必死になっているのか、正直自分でもよく分からない。

　明あ日す夏かの秘密が周囲に知られたとして、実際は明あ日す夏かが考えているほど大騒ぎになるとも思えない。

　せいぜい完璧超人の評価からアキバ系要素がなくなるくらいだろう。某ネコ型ロボットから耳がなくなるみたいなものだ。

　ただ……きっと明あ日す夏かは悲しむ。お姉ちゃんルートを外れてしまったって、泣く。そして明あ日す夏かのそんな顔は見たくない。そう思ってしまったんだから……仕方がないだろ。

　発情期のシマウマみたいに荒い息をしながら、ようやくサンシャインシティの出口まで来たものの、残り時間は五分強だった。

　ダメだ、もうここからコンビニまで往復をしていたら間に合わない……！

　手をヒザについて大きく息を吐き出す。ここまでか……っ……

　その時だった。

「ん～、仕方ないですね～」

「え……」

　声が聞こえた。

　布を通したような、くぐもった声。

　何かと思い見上げる。

　そこに立っていたのは……着ぐるみだった。

「今回は私はいないことになっていますから本当は手助けしないつもりだったんですけど～、さすがにここで見て見ぬふりをしてしまっては美み夏か様に怒られてしまいますね～」

「な、何を言って……？」

　着ぐるみの言っていることが分からず訝いぶかしく思っていると、着ぐるみはすっと手を差し出してきた。

「どうぞ、お使いください～」

「え、こ、これ……！」

　そこにあったのは、スマホ用の充電器だった。

　ご丁寧に接続用のケーブルまでついている。

「こ、これ、くれるんですか？」

「はい、持っていってください～」

　何だろう、最近の着ぐるみは充電器を試供品として配っているんだろうか。

　ともあれ、この状況でくれるというのならもらわない手はない。

「あ、ありがとうございます！　って、あれ……？」

　気が付いたら、着ぐるみは目の前から煙のように消えていた。何だったの……？

「……」

　よく分からないけれど詳しい事情はこの際後回しだ。

　充電器を握りしめると、ダッシュでサンシャインシティまで戻り、エレベーターに飛び乗ったのだった。







　おかげで何とか入場時間締め切りに間に合うことができた。

「あ、明あ日す夏か……」

「せ、せんせー……！」

　エレベーターから出てきた俺を見付けて明あ日す夏かが駆け寄ってくる。

「だ、だいじょうぶ……？　何だか顔色がよく漬つかったナスのぬか漬けみたい……」

「だ、大丈夫だ。それよりこれ。ちょっと……手汗で湿ってるかもしれないけど……」

　明あ日す夏かに（微妙に湿った）充電器を渡す。

「う、うん……っ」

　充電器によりバッテリーが補充され、スマホが再び立ち上がった。

「さ、明あ日す夏か」

「……」

「？　明あ日す夏か……？」

　返事がない。

　訝いぶかしく思って見ると、すると明あ日す夏かは、こう口にした。

「せんせー……いっしょに、回してくれない、かな……？」

「え？」

「最後のガチャ……わたし、せんせーといっしょに回したい。そうすれば……今度こそマホちゃんが出てくるような気がする」

　真まっ直すぐにこっちを見上げて、そう言ってくる。

「明あ日す夏か……ん、分かったよ」

　うなずき返して、明あ日す夏かの横に並ぶ。

　正直俺のガチャ運はまるでよくない。

『ＭＧＯ』はいちおうインストールしてあるけど、試しに回してみたガチャは明あ日す夏か以上に惨さん憺たんたる有り様だった。

　だけどどうしてだろう。

　何だか妙な確信があった。

　胸の奥から湧き上がってくる高揚感。二人でなら……今度こそ『光翼をまとうマホちゃん』が出る気がした。

「それじゃあ、回そう」

「うん、いっせーのせ、でね？」

「分かった。いっせいの──」

「せ──！」

　声を合わせて、召喚ボタンを同時にタップする。

　光り輝く魔法陣の中から出てきたのは──







　帰り道の電車の中は、人で混み合っていた。

　何とか席を確保することはできたものの、ギュウギュウ詰めで鯖さば寿ず司しみたいな状態だ。

「……ううん……せんせ……」

　疲れたのか、隣の明あ日す夏かは寝てしまっていた。

　小さく上下する肩と安らかな寝息。

　だけどその手に、ずっとスマホを握りしめていた。

　まるで……宝物を大切に扱うかのように。

　サンシャイン展望台で最後に二人で回したガチャ。

　そこで出てきたもの。

　それは待ちに待った『光翼をまとうマホちゃん』……では、なかった。

「せ、せんせー、これ……」

「え、これって……」

　そこにあったのは……六対の光輝く翼を大きくはばたかせるマホちゃんの姿だった。




『光翼をはばたかせるマホちゃん』。




　輝いている☆の数は六つ。

『光翼をまとうマホちゃん』がさらに進化して強力になった、幻とも言われている激レアなキャラだった。

「こ、これ……すごいんだよね？」

「すごいも何も……冬ふゆ姫きさえ持ってないと思う」

「あの朝あさ倉くらさんも……」

　口元に手を当てて目を瞬しばたたかせると、

「すごい……すごいよ、せんせー！」




　ガバッ……！




「うおふっ」

　次の瞬間、思いっきり抱きついてきた。

　お、おおう……何だかワケが分からないくらい柔らかい感触が全身に感じられて、さらにはふんわりと漂ういい匂いと頰に触れるさらさらの髪のハーモニーがファビュラスで……

「ありがとう……せんせー……」

「や、別に俺は何も……」

　だけど明あ日す夏かはふるふると首を振る。

「ううん……そんなことない。せんせーは一生懸命になって、こんなに汗だくになって、走り回ってくれた。こんなわたしなんかのために……それがすっごく……うれしかった……」

「明あ日す夏か……」

「……ほんとに……ありがとう……」

　少しだけ目を潤ませて、ぎゅっと手を握りながらそう言ってくる。

　その感謝の言葉にどう返していいか分からないでいると、明あ日す夏かは夢を見るように口にした。

「せんせーって……まるで王子さまみたい。いつでもわたしの困った時に現れて、助けてくれる」

「え……」

「うん、せんせーは王子さまだよ、ぜったい。でもせんせーなのに王子さまって、なんか変なの。あはは」

「自分で言って笑うなって……」

「あはは……ごめんね。でも──」

「？」

　そこで明あ日す夏かは一度言葉を止めた。

　そしてぴょこんと一歩だけ前に出ると、手を後ろに回したまま振り返って、こう言ったのだった。




「せんせ……ずっとわたしの傍そばに、いてね……♪」
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　そしてこれはちょっとしたその後の顚てん末まつ。

　翌日、学校では明あ日す夏かが三Ｋたちに囲まれながら、スマホを手に話をしていた。

「おお……これはまさか、ネットで噂うわさになっていた『光翼をはばたかせるマホちゃん』……！」

「実在したのですか……！」

「さすがは乃の木ぎ坂ざかさん！　俺たちにできないことをやってのける、そこにしびれるあこがれるぅ！」

『光翼をはばたかせるマホちゃん』を見せることができ、無事にフレンド登録もできたみたいだった。

　ともかくこれで一件落着だ。

『光翼をはばたかせるマホちゃん』を三Ｋたちに見せながら嬉うれしそうに笑っている明あ日す夏かを微笑ほほえましく見守っていると、ふいに教室に陽気な声が響き渡った。

「おはヨークシャーテリアー！」

　冬ふゆ姫きだった。

　いつでもハイテンションな十年来の幼おさな馴な染じみは勢いよく教室に駆け込んでくると、こっちを見た。

「あ、いたいた善よし人とー！　約束通り持ってきたよー！」

「え？」

　あれ、何かものすごくイヤな予感が。

「ほらこれ、約束してたメイド服とスク水に偏執的にまでこだわった同人誌。あれから色んなお店で探したんだけど、大変だったよー。マニアックすぎてなかなか見付からなくてー」

「あ、ちょ──」

　そ、そんな大声で朝から何を言い出すんだ!?

「えー、だって昨日、池袋でメイド服とスク水をまるで宝物でも扱うみたいに大切そうに手に取って抱き締めてたよねー？　今にもむしゃぶりつきそうな勢いだった。うんうん、あれには並々ならぬ執着を感じられたよー」

「おま、それは……」

　本当にそう見えたんなら眼科に行くことを勧めるよ!?

　だけど周りではクラスメイトたちが「え、メイド服とスク水をねっとりじっとりと味わってたの？」「三度の飯より大好物だって……」「それはちょっと引くわー」とひそひそ話し始める。

　いやそんな主食が（文字通りの意味で）メイド服とスク水の変態を見るみたいなドン引きな視線はやめてくれませんかね……？

　さらには明あ日す夏かまでも、

「そ、そうだったんですか、澤さわ村むらさん……？」

「え、いや違う……」

　明あ日す夏かまでもがそんなことを言ってくる。

「わ、私、ぜんぜん知らなくて……わ、分かりました……澤さわ村むらさんがお好きだというのなら、今度本物のメイド服を借りてきますから……（震え声）」

「し、しなくていいから！」

　と言いかけてそこではたと思う。

　あ……でもメイド服姿の明あ日す夏かっていうのも、悪くないかもしれない。楚そ々そとしたメイド服とニーソックス姿で「お、お帰りなさいませ、ご主人様」とか言われたら……はっ!?

「ふっふっふー、やっぱり善よし人とにはそっちの性癖があるみたいだねー！」

「ち、違うって！」

　慌てて否定するも、その声は伝わることなく。

　俺の叫びは教室に空むなしく響き渡るだけなのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉓（秘密レベルＢ）

　本物のメイド服を借りることができるらしい。









[image: 第三話]
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　放課後の学校は、動物園のように賑にぎやかな声で満ちていた。

　廊下では男子生徒たちが猿のようにホウキと雑巾で野球をしていたり、教室の中では女子生徒が女め豹ひようのように脚を組みながら恋バナをしていたり、窓まど際ぎわでは教師が人生に疲れたゴリラのような表情でタバコをふかしたりしている。さらに開け放たれた窓からは運動部の「えいしゃおらー！」やら「ぶっ殺せー！」やら「ひゃっはぁ！」やらのかけ声が聞こえてくる。……うん、ここ、いちおう進学校だよね？

　そんな中、俺は一人で音楽室へと向かっていた。

　中庭での掃除を終えて教室に帰ってきたら、机の上にあるものが置かれていたのだ。




『ご招待状』




　封筒に入ったその招待状には何やらイラストのようなものが描かれている。口から瘴しよう気きを吐き出した怨おん霊りようが黄よ泉みの入り口から手招きをしているようなホラー画。見ていると心が不安定になってきそうな不吉極まりないそれは、窓から射さし込こむ日の光をものともせずにドス黒いオーラを放っていた。

「……」

　……な、何これ？　冥めい界かいへの招待状……？　読むと百日寿命が縮まるとか……？

　戦慄を覚えながら恐る恐る手に取ると、裏には差出人の名前が達筆で書かれていた。

〝乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏か〟

　差出人欄には、そう書かれていた。

「……あー……」

　それを見て、心の底から納得しました。

　明あ日す夏かのイラストはだいぶ上達してきたものの、怨おん霊りよう癖はまだ抜けていない。油断をするとすぐに魑ち魅み魍もう魎りようとか百鬼夜行とか閻えん魔ま大だい王おうとかが顔を出す。何ていうか、もうそれはそれで個性なのではないのかと思ってしまう。

　とはいえ何となく一人で開封するのに恐怖を覚える代物であったため、書いた本人を捜すことにした。

　教室に残っていたクラスメイトに訊きいたところ、明あ日す夏かは音楽室に行ったという。

　なので俺も明あ日す夏かを追って音楽室へと向かうことにしたのだった。

　音楽室に近づくと、ピアノの音色が耳に入ってきた。

　流れるような、空からそっと降り注ぐような、優しい旋律。

　その音を邪魔しないように、そっと音楽室のドアを開ける。

　すると……

「お……」

　そこにはたくさんの女子生徒たちに囲まれて……ピアノを弾く明あ日す夏かの姿があった。

　思えば明あ日す夏かがピアノを演奏するのをちゃんと見たことはこれまでなかったかもしれない。

　初めて見るその姿に──炎を前にした北ペ京キン原げん人じんのごとく圧倒された。

　鍵盤の上をまるで魔法のように走る指。リズムに合わせて揺れる髪。楽しげな明あ日す夏かの表情。

　全てが調和して、まるでドラマや映画のワンシーンを見ているかのような錯覚に襲われる。

　あの白魚のように繊細なものと同じ手で、すわ冥土への招待状かと思われるものが書かれたとはとても思えない。

　しばし入り口付近で心が洗われるような音色を堪たん能のうする。

　やがて最後に一ひと際きわ盛り上がった後に旋律が静かに消え、演奏が終わった。

　同時に周りにいた女子生徒たちが「きゃぁああああああああー[image: ]」と黄色い声（絶叫）を上げる。

「素晴らしい演奏でした、感動です……！」

「ラヴェル作曲『水の精』ですよね！　本当に目の前にオンディーヌがいるみたいでした……！」

「もう生涯耳を洗いません……！」

「これなら次期『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の座も明あ日す夏か様のものですね」

　次々とそんな賛辞の言葉が贈られる。

「ありがとうございます」

　それを受けてにっこりと微笑ほほえみ返す明あ日す夏か。

「…………」

　ああ、うん、何となくここ最近の一連の出来事で忘れかけていたけれど、やっぱり明あ日す夏かは超がつくほどのお嬢様なんだなあ……

　成績優秀で、眉び目もく秀麗で、性格も良く、ピアノの腕前はほとんどプロ並みで、先生からの信頼も厚い乃の木ぎ坂ざか家の令嬢。

　本当だったら、自分なんかの手の届く存在では到底ない。月とスッポンどころかザ・マンとティーパックマンもいいところだ。

　しかもそれを、元々のスペックに甘んじることなく、不断の努力によって為なし遂とげている。

　それは本当に……すごいことだ。

　何だか目の前にいるのに明あ日す夏かが遠いイスカンダルみたいな存在のように思えていると、こっちを向いた明あ日す夏かと目が合った。

「──あ、澤さわ村むらさん♪」

「え」

「わ、澤さわ村むらさん、どうしたんですか？　音楽室に来られるなんて、珍しいですね」

　本当に嬉うれしそうに顔を綻ばせてくれる。

　途端に周りにいた女子生徒たちの視線がこっちに集中した。

　それも友好的なものじゃなくて、完全にセクハラ犯とか痴漢とかの女性の敵に向けられる視線だ。中には「お姉様、どいて。そいつ、殺せない……！」なんて口走りながら瞳孔の開いた目で懐ふところに手を入れている女子もいて……うう、おっかない。

「あ、みなさん、すみません。これから澤さわ村むらさんとお話がありますので、今日のところはこれでおしまいとさせてください」

「ええ、そんな！」

「もっと明あ日す夏か様の素敵な旋律を聴いていたかったのに……」

「もう一曲だけだめですか……？」

「ごめんなさい。また今度来てくださいね」

　明あ日す夏かのその言葉に、渋々といった顔をしながらも女子生徒たちは去っていった。……最後に殺人鬼みたいな目でちゃんとこっちを睨にらみ付つけるのを忘れずに。わーい、女性恐怖症になりそうです。

「すみません、お待たせいたしました」

「え、あー、いや……」

　ちなみに、女子生徒たちが立ち去った後でも明あ日す夏かは敬語を崩さない。

　何かの緊急時は例外だけど、明あ日す夏かは学校にいる時は基本的にはお嬢様モードで話してくる。

　穏やかで、丁寧で、上品で、まるで静かに咲く白しら百ゆ合りのような雰囲気。

　これはお姉さんである未み来らいさんの振る舞いを模範にしたものなのだと、以前に話してくれたことがあった。

「それで澤さわ村むらさん、どうされたんですか？」

「あ、うん、これなんだけど……」

　ポケットに入れておいた地獄の黙示録──もとい招待状を取り出す。

「あ、見ていただけましたか？」

　女神のような微笑ほほえみでそんなことを言う。

「あ、いや、中身はまだ見てないんだ」

「そうなんですか」

「うん。えっと、何なの、これ？」

「はい。招待状です」

　それは分かってます。いえ、見た目からはあまり分からないのだけれど。

「あの……実は、お礼がしたくて」

「お礼？」

　明あ日す夏かがこっくりとうなずく。

「はい。イラストの時といい、ガチャの時といい……澤さわ村むらさんには本当にとてもお世話になりました。だから今週末にうちであるホームパーティーに、ぜひ澤さわ村むらさんもご招待したいと思いまして」

「ホームパーティー……？」

　何そのセレブな響き。

「あ、今度の日曜日に……私のお家うちで、家族と、親しい家とが集まって、食事会をするんです。定期的に開いている楽しい集まりなので、よかったら澤さわ村むらさんにも来ていただければなあと思いまして……」

　要するに、近所の人たちが休日に集まってやる手て巻まき寿ず司しパーティーみたいなものか。

　ああ、うん、それだったら少し分かる。

「とても楽しいパーティーなんです。それに」

「？」

「それに……おかーさんが、澤さわ村むらさんのことを見てみたいって」

「お、おかーさん？」

「はい」

　明あ日す夏かのおかーさんって……それってつまり、お母様ってことだよね？（当たり前）　明あ日す夏かの母親にして、乃の木ぎ坂ざか家の当代の奥様ってことで……

　そんなセレブの極みみたいな人が、俺に何の用なんでしょうか。

　はっ、まさか娘に付く悪い虫（[image: ]俺です）を未然のうちに駆除してしまおうとか……

「そんなに堅苦しいものではないので、気楽な心地で来てくださいね。楽しみにしていますから♪」

　花が咲いたように無邪気に明あ日す夏かが笑う。

　そう言われてもとてもそんな冬ふゆ姫きの家に遊びに行くような軽い気持ちにはなれない。

　うう、何着ていこう……







　こうして、乃の木ぎ坂ざか家でのホームパーティーに参加することとなったのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉔（秘密レベルＢ）

　招待状が地獄の黙示録。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉕（秘密レベルＣ）

　ピアノがプロ並みにうまい。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉖（秘密レベルＢ）

　ホームパーティーを日常的に開催しているらしい。
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「はー、緊張する……」

　日曜日。

　俺は鈴すず音ねから手土産にと持たされたべったら漬けを手に（いわく「おにーちゃんはただでさえ印象がうすいんだし、きのきいたおみやげの一つくらいないとそのたおーぜいにうもれちゃうんだから」）、家から十駅ほど離れた街にいた。

　普段は立ち寄ることのない超高級住宅街があるベッドタウンの最寄り駅。

　何だかその辺を歩いている犬でさえ札束のかたまりのように見えてくる。たぶんあの着ている服、俺のより高いよね……？

　って、いかんいかん、まだ明あ日す夏かの家に着いてさえいないっていうのに！

　ただでさえ初めての明あ日す夏か宅訪問の上に、慣れない街の雰囲気が余計に俺のか細い自律神経を失調させる。

　しかもお母様による観察（下手したら駆除）希望付き。気を張らないで自然体でいろという方が無理な話だよ。

　とにかく気持ちを強く持たないと。こっちは一人なんだから、心が折れたら負けだ。

　……と思ったら。

「おー、善よし人とだー！　こっちこっちー！」

「え？」

　何か、いた。

「おお、澤さわ村むら氏もようやく来ましたな」

「五分三秒遅刻ですよ。まったく、時は金なりと言うのに」

「まあまあ、いいじゃねぇか別に」

　そこにいたのは、見慣れた面子メンツだった。

「……え、何で、いるの？」

　俺の疑問に冬ふゆ姫きがあっさりとこう返してくる。

「えー、何でって言われても、乃の木ぎ坂ざかさんに誘われたからだよー？　ホームパーティーがあるからぜひ来てくださいってー」

「乃の木ぎ坂ざかさんにそう言われたら向かう以外の選択肢など万に一つもないというものですな」

「『ＭＧＯ』の周回イベントを休んででも時間を作ろうというものです」

「もちろん二つ返事で来るのを決めたぜ！」

「ふむ、部員の誘いを断るのは部長としてあるまじき行動だからね」

　ちなみにその場にいたのは冬ふゆ姫きと三Ｋ、それに神楽かぐら坂ざか部長の五人だった。『ＡＭＷ研究会』のフルメンバーである。

　……ていうか、呼ばれてたのは俺だけじゃなかったんですね。

　お世話になったお礼なんて言われたから、ついつい自分だけだと思い込んでいた自分にドロップキックをしたい。まあ、うん、そうですよね。お世話になっている相手なんだから『ＡＭＷ研究会』のメンバーも呼びますよね……

　とはいえ、これから未知の領域に踏み出すにあたって孤立無援じゃないのは少しだけ心強かった。

「それじゃあ早く行こうよー！　楽しみだなー、乃の木ぎ坂ざかさんの家ー♪」

　いつだって楽しそうな冬ふゆ姫きたちと並んで歩き出す。

　乃の木ぎ坂ざか家の場所は、招待状の中に入っていた手描きの地図に記されていた。……そう、手描き。勘のいい人は察していると思うけれど、怨おん霊りよう仕様だ。冥府への招待状を開けたら中に地獄の案内図が入っていた感じかな。マトリョーシカじゃないんだから。

　しかしどうして明あ日す夏かが何かを描くと怨おん霊りようが創造されるんだろう……これには何かもう、血の因縁めいたものを感じる……

「んー、善よし人と、何それー？」

「え？　招待状だよ。今日のパーティーの。冬ふゆ姫きたちももらったんじゃないの？」

「えー、そんなのもらってないよー。部活の時に誘われただけでー」

「初めて見ますな」

「それ、本当に招待状なのか？」

「いいなー、善よし人とだけそんな呪……個性的な招待状をもらえてー」

　そんなのところで今一瞬言葉に詰まったよね。呪いって言いそうになったよね！

　気持ちは分かります。

　とはいえ招待状をもらっていたのが自分だけだと知りちょっとだけ嬉うれしくなる。まあ、見た目は名前を書いた人が死ぬノートみたいなんだけど。

　とりあえず地図とスマホのマップとを照らし合わせて、行き先を確認する。

「ん、あれ……？」

　ところが指し示されている地点には大きな森のようなものが表示されているだけである。何これ？

「ん、どしたのー？」

「や、この住所って、ここで合ってるよね？」

「んー、そうだねー。間違ってないと思うよー」

「なんか……黒い森みたいなのしかないんだけど」

　スマホのマップには、住宅街の中にぽっかりと穴が開くように空白部分が映し出されていた。どういうこと？　こんなの皇居とか雑ぞう司しヶが谷や霊園とかくらいしか見たことがない。

　だけどその答えは、すぐに分かった。







「はー……」

　冬ふゆ姫きたちと合流してから十分ほど歩いて辿たどり着ついた先。

　そこで俺は、盛大なため息を吐ついた。

　眼前にあったのは見上げるほどの高さの門。視界の果てまで続いている塀。その上には十メートル間隔で監視カメラのようなものが設置されている。

　紛まごうことなき大豪邸が、そこにはあった。

「すごいな……」

　こんなのテレビの中くらいでしか見たことがない。

　門の向こうにそびえ立つ巨大な建物は洋風の装よそおいで、まさにお屋や敷しきっていう言葉がこれ以上ないくらいにしっくりとくる。お金ってあるところにはあるもんなんですね……

　そこはかとなく気後れしながら『乃の木ぎ坂ざか』と書かれた表札（これまた立派）の横にある呼び鈴を鳴らす。すぐに返事があった。

「はい」

「あ、すみません、ええと、俺は澤さわ村むらといって、明あ日す夏かさんのクラスメイトで……」

「承っております。少々お待ち下さい」

　少しして、大仰な音とともに門が開かれる。

　中から出てきたのは……メイドさんだった。

「おおおおー！　メイドさんキタコレー！」

　冬ふゆ姫きが興奮したように声を上げる。

　秋葉原や池袋にいるようなバイトのメイドさんじゃない。正真正銘の職業メイドさんだ。雰囲気というか、細かな動きとたたずまいでそれが分かった。

「ようこそいらっしゃいました。こちらへどうぞ。明あ日す夏かお嬢様がお待ちです」

「は、はい」

　養殖ではない天然メイドさんとの初邂かい逅こうに若干緊張しながら答える。

　と、冬ふゆ姫きが不思議そうな顔で言った。

「あれ、善よし人と、もっとエキサイトしないのー？　善よし人とが三度のご飯よりも好きなメイドさんだよー？」

「え、ちょ……！」

　まだ引っぱってたの、そのネタ!?

「ほらー、まだ人肌のぬくもりが残る温かいメイド服をテイスティングして、じっくりと口に含んで咀そ嚼しやくした後に批評する、メイド服ソムリエになってみたいって──」

「そ、そんなこと言ってません！」

　それは冬ふゆ姫きが持ってきた同人誌『神メイド服の雫しずく』はそんな内容だったけれども！

　全力で否定するも、目の前のメイドさんが警戒するような表情でささっと胸元を手で覆ったように見えた。違うんですよ……俺は別に、メイド服にソースをかけて舌の上でねぶるようにして味わって「このメイド服には少し塩味が足りない」なんて言うような変態じゃないんですよ……

「あ、あの……」

「……こちらです、どうぞ」

　心なしか冷ややかな視線のメイドさんに先導されて、敷しき地ち内へと入る。

　門を進んだ先は、外界とは完全に別世界だった。

　都内なのにまるでどこかの自然公園に迷いこんでしまったみたいな緑あふれる風景。庭の中に森があるっていうのがまずよく分からない。何かウグイスが鳴いている声が聞こえてくるし、目の前を今リスがドングリを持って走り去っていった。おまけに錦にしき鯉ごいがバチャバチャ泳ぐ大きな池があったりその脇には小さな滝と川まで流れていたりしますね……

　そんなここは本当に日本かと疑わしくなる風景を五分ほど歩いて、ようやく屋や敷しきへと辿たどり着ついた。

　これまた大仰な玄関扉を開けると、その向こうにいたのは……

「いらっしゃいませ、澤さわ村むらさん、みなさん♪」

　にこにこと笑みを浮かべる明あ日す夏かだった。

　ほんわかとした癒いやしの笑顔に、ようやく少しだけ緊張が取れる。

「やっほー、来たよー、乃の木ぎ坂ざかさんー！」

「いやあ、すばらしいお宅ですな」

「メイドさんが普通にいるとは実に理想的な環境ですね」

「テンションが上がってくるぜ！」

「今日はありがとう。お言葉に甘えて来てしまったよ」

　まったく緊張感のない冬ふゆ姫きをはじめとした『ＡＭＷ研究会』の面々。

　剛毛が生えてるんじゃないかっていうその無駄なハートの強さを少し分けてほしい。

「あー、あのさ明あ日す夏か、これ、お土産……」

　持ってきた紙袋をおずおずと差し出す。

　中身はさっきも言ったように近所で売っていたべったら漬けだ。何だか……こんなもの持ってきてよかったのかと、逆に申し訳ないような気分になる。

　だけど明あ日す夏かはまるで宝物でも受け取ったかのように表情を輝かせた。

「わあ、ありがとうございます！　美お味いしそう……嬉うれしいです♪」

　べったら漬け、好きだったのかな……？

　何であれ、喜んでくれたならよかった。

「それではみなさん、こちらにどうぞ。会場にご案内いたします」

　明あ日す夏かに促されて、ホームパーティーの会場へと足を踏み入れたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉗（秘密レベルＢ）

　自宅があり得ないほどの大豪邸。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉘（秘密レベルＡ）

　自宅に普通にメイドさんがいる。
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　さて、ここでホームパーティーの定義について少しだけ確認しておきたい。

　ホームパーティーとは読んで字のごとく、自宅でやるパーティーだ。

　自宅に近所の人や親しい家族などを招いて開催されるもので、招かれたお客は各自がそれぞれ料理やちょっとした差し入れなんかを持ちこんだりする。アットホームな雰囲気の中、小さなテーブルを囲んで親しげな空気で会話をしたりして、時折笑いが起こる。どちらかと言えばこぢんまりとしていて少数で……という認識だった。

　前にも言った通り、手て巻まき寿ず司しパーティーなんかがその一例だと言えるかもしれない。

　それを踏まえた上で、現状を見てみよう。

「……」

　まず会場は、教室二つ分ほどの広さの部屋だった。

　部屋の中にいる人たちは俺たちを入れて二十人ほどで、ワイングラスを傾けたりソファで談笑したりしている。この時点ですでにこぢんまりとした雰囲気はない。そして立食形式なのか、ローストビーフやらカルパッチョやらの美お味いしそうな料理が並んだテーブルが部屋のあちこちにいくつも置かれている。その傍そばには給きゆう仕じ役のメイドさんが何人も控えていて、リクエストに応じて料理を取り分けている。さらにその近くには楽器を手にした明らかにプロの音楽家と思われる人たちがいて、クラシックを生演奏していた。

　……うん、ホーム要素がどこにあるのかがさっぱり分からない。

「わー、すごいすごいー！　本物のメイドさんがこれでもかってくらいたくさんいるー！　メイドさんの花園だー！　楽園だー！」

「よりどりみどりですな。ここはぜひ本物の給きゆう仕じというものを体感しなくてはなりますまい！」

「僕たちも続くとしましょう」

「メイドさん！　そこのメロンに生ハムをのっけて俺に食べさせてくれ……！」

　冬ふゆ姫きたちは細かいことは気にせずに、メイドさんと料理に向かって猫まっしぐらである。うん、いいなあ、できれば俺もああいう風に自由に生きたいなあ……

　一目散に走り去っていった『ＡＭＷ研究会』の面々を、明あ日す夏かと並んで眺めながら思う。

「それにしてもすごいな……ホームパーティーっていうから、もっと少ない人数でやるのかと思ってた」

「あ、すみません。おかーさんのお友だちや、お父様の仕事の関係の方もいらしているので、思った以上にたくさんになってしまって……」

「あ、いや、別にイヤだっていうわけじゃなくて！　ただ驚いただけだから……」

　手て巻まき寿ず司しパーティーの片へん鱗りんもないことに。

　その返答に明あ日す夏かが「そうですか、よかったです……」と胸をなで下ろす。

「あ、よかったらお料理をお取りしましょうか？」

「え？」

「どれもとっても美お味いしいですよ。料理長の小こ鮎あゆさんという方が作ってくださっているのですが、和洋中エスニック全て絶品なんです。ちょっと待っていてください」

「え、いや、自分で取れるから大丈夫──」

　だけど明あ日す夏かは俺の言葉を待たず、

「遠慮しないでください。澤さわ村むらさんたちはお客様なんですから、ドンと構えていてくだされば大丈夫です。張り切って盛り付けちゃいますね！」

　そう言うと、とてとてとテーブルの方へと歩いていった。近くのメイドさんが慌てて給きゆう仕じしようとするも、それを笑顔で制して明あ日す夏か手ずから料理を取り分ける。

　しばらくして皿の上を料理でいっぱいにして、明あ日す夏かは戻ってきた。

「取ってきました、澤さわ村むらさん」

「サ、サンキュ」

「えへへ」

　何だかすごく嬉うれしそうな明あ日す夏か。

　何だろう、何だか投げられたオモチャをくわえてきてシッポをちぎれんばかりに振りながら満足げな表情を浮かべる仔こ犬いぬを連想してしまう。ものすごく小動物っぽい。

　そしてここで、明あ日す夏かはさらに予想外の行動に出た。

「はい、どうぞ」

　そう言って、皿の上のカルパッチョを箸でつまんでこっちに差し出してくる。

「！　ど、どうぞ、とは……？」

「え、あ～んですよ？」

「!!」

　そ、それはまずくないですかね!?

　仮にも乃の木ぎ坂ざか家のお嬢様である明あ日す夏かが人前でそんなこと（あーん）をするのは色々と問題があるんじゃなかろうか。ほ、ほら、周りの人たちもすっごい見てるし……

「……？（じ～）」

「……」

「……??（じ～っ）」

「う……」

　とはいえそんなに無邪気で真まっ直すぐな瞳で見つめられたらお断りすることもできないじゃないですか……

　覚悟を決めて口を開ける。

「あ、あーん……」

「どうぞ♪」
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　明あ日す夏かの手が伸ばされ、カワハギのカルパッチョが口の中へと運ばれる。あ、ほんとだ、このカルパッチョめちゃくちゃ美お味いしい……

「ふふふ、気に入ってもらえてよかったです。美お味いしいものを食べると、ほっぺたが落ちそうになっちゃいますよね♪」

　おまけに──ああ、もう、明あ日す夏かがやばいくらいにかわいい。

　最近はずっと人ひと懐なつこい方の明あ日す夏かに接してきていたけど、お嬢様な明あ日す夏かもそれとはまた違う上品かつぽわぽわとした魅力が満載で……何かもう今死んでも──いや、パソコンのハードディスクの中身を完全に削除するまでは死ねないけども──それでも思い残しとかはほとんどない気がする……

　頰が緩んで口にしているカワハギよりもブサイクな顔になっていると、明あ日す夏かはぽんと胸の前で手を叩たたいた。

「あ、そうです、忘れていました」

「ん？」

「あのですね……」

　背伸びをしてそのまま顔を寄せ、こっそりと耳打ちをすると、

（実は……澤さわ村むらさんにお見せしたいものがあるんです）

　ささやくようにそう言ってきた。

　耳元に柔らかな吐息が当たり、図らずも身体がビクリと反応する。も、もう完全に殺やりにきているとしか思えない……

（み、見せたいもの？）

（はい。ですのであとで──）

　明あ日す夏かが楽しそうな笑顔で何かを続けかけて、




「──やあ、こんにちは、乃の木ぎ坂ざかさん」




　ドンッ……！

　突然ぶつかってきた何かに強引に遮さえぎられた。

　満員電車で位置取りに負けたサラリーマンのようにきりもみ状に弾はじき出だされる。

　ちょ、何だ……と見上げると、そこには見事なまでに明あ日す夏かと俺との間に立ち塞がるように割り込んでいる人影があった。

「あ、え、ええと、あなたは……」

「佐さ々さ岡おかですよ、乃の木ぎ坂ざかさん。佐さ々さ岡おか龍りゆう斗とです」

　芝居がかった仕草で前髪をかき上げる茶髪ロン毛のその顔面には、見覚えがあった。

　あ、こいつ、確か……同じ白はく城じよう学園一年の佐さ々さ岡おかだ。

　クラスも中学も違うし特に接点はないのだけど、悪い意味で有名人なので知っていた。何でも家が新興ゲーム関係の会社の社長らしく、〝アキバ系〟の知識に相当の自信があるのだという。ただそのことを鼻にかけることも多く、さらに女癖の悪さが中学の頃から知られていて、一部男子からは牛乳を拭いたまま一週間放置された雑巾のごとく嫌われているとのことだった。

　え、明あ日す夏か、こんなやつも呼んでたの……？

「こうして直じかにお会いするのは初めてですね。一度ご挨拶をしておきたいと思って、父の伝つ手てを辿たどって今回は独断で参加させてもらいました」

　違った。勝手に来てただけだった。

「やはり〝アキバ系〟のマスターたる明あ日す夏かさんには、僕のように同じレベルの知識を持った相手がふさわしい……『ＡＭＷ研究会』なんて、しょせんにわかの集まりにしかすぎないですからね。どうして乃の木ぎ坂ざかさんのような方があのような半はん端ぱな集まりに属しているのか理解に苦しみます」

「は、はあ……」

　いや現状、おそらく明あ日す夏かが一番『ＡＭＷ研究会』の中でライト層なんですけどね……

「ところで乃の木ぎ坂ざかさんは今期のアニメでは何が推しですか？　やはり今期の覇権は『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』で決まりでしょう。まあ僕は一年以上前からそのことは予測していたので、別に驚くようなことではないんですけどね。ハハハ」

　幸いなことに、話の内容は『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の方に向いてくれたみたいだった。さすがは今期の覇権アニメにしてアキバ系の八割が見ていると言われるだけはある。これなら明あ日す夏かもボロを出すことはないだろう。

「どうですか、乃の木ぎ坂ざかさんには『マホちゃん』でお気に入りのキャラクターはいますか？」

「あ、ええと、ピアニッシモちゃんが好きで……」

「僕のお気に入りはマホちゃん一択です。やはり『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』といえばヒロインであるマホちゃん以外あり得ませんよね。他のキャラなんておまけみたいなものです。ああ、そうそう、実は僕、アニメのプロデューサーと知り合いなんですよ。だからその気になればアフレコを見学することだってできる。よかったら乃の木ぎ坂ざかさんも招待してあげてもいいですよ。どうです？」

「え、ええ……」

　見事に会話のキャッチボールができていない。

　あれ、明あ日す夏かの代わりに壁とかを置いておいてもたぶんあんまり変わらないよね？

「──ふむ、佐さ々さ岡おかか」

「あ、部長」

　と、いつの間に戻ってきていたのか、片手にフランクフルトをもぐもぐしながら明あ日す夏かたちの方へと視線を送る神楽かぐら坂ざか部長の姿があった。

「あの男も来ていたのか。乃の木ぎ坂ざかさんも面倒くさい相手に捕まったものだな」

「部長、知ってるんですか？」

「ああ。入学してすぐの頃に、『ＡＭＷ研究会』に入ってやる、と我が物顔でやって来た。だがどうにも性格に問題があってな。私の権限で丁重にお帰り願ったんだ」

　小さくため息を吐つく。

　うーん、だれにでも人当たりがよくてどんなカップリングにも寛容なこの先輩がそんな表情をするなんて珍しい。

「……基本的に『ＡＭＷ研究会』は来る者は拒まない。だけどそれはきちんとコミュニケーションができるという最低限の礼儀をわきまえているという前提の話だ。調和を乱す者、相手の話している内容を受け入れられない者には遠慮願うことにしている。それは未み来らい部長も仰おつしやっていたことだよ」

「……」

　……まあ、見るからに自分のことしか話さずに相手の主張は小馬鹿にするタイプですよね、あの人。

「それにしても、きみと話している時とは大違いだな」

「え？」

「乃の木ぎ坂ざかさんのことさ。きみと二人でいる時は、他では見ないくらいに楽しそうな顔をしている。きっときみには心を許しているんだろう」

「や、それは……」

　それは……きっと俺が明あ日す夏かの〝秘密〟を知っているからそう見えるだけで、それ以上の意味はないんだと思う。

　その後十五分ほど、さんざん自分の自慢話だけを一方的に喋しやべった挙げ句に、佐さ々さ岡おかは電話がかかってきたらしくスマホ片手に「すみません、ちょっと失礼します。いやぁ、つらいなぁ、昨日実質一時間しか寝てなくて。実質一時間しか」と言って去っていった。

「大丈夫だったかい、乃の木ぎ坂ざかさん」

　戻ってきた明あ日す夏かに部長が声をかける。

「え？　あ、神楽かぐら坂ざか部長……。はい、ちょっとだけ、疲れちゃいましたけど」

「割って入ろうかとも思ったのだが、あれでも佐さ々さ岡おかグループの息子だろう。あまり刺激しない方がいいかと思ってね」

「そう……ですね。気を遣っていただいて、ありがとうございます」

　明あ日す夏かがぺこりと頭を下げる。

　神楽かぐら坂ざか部長……そんなことまで考えてたんだ。

　さすがというか何というか、普段は三Ｋたちに混じって「うむ、やはりダンプカーと電柱のカップリングはよいものだ……」とか幸せそうな顔で言っている印象が強いから、余計にそのギャップに驚いてしまう。

「澤さわ村むらさんもすみませんでした、お話が途中になってしまって……」

「え、いや、俺はいいんだけど……」

　そう答えると明あ日す夏かはそっと俺の隣に立ち、素早く耳元に顔を寄せた。

（また……後でお話ししますね♪）

　ささやくような吐息。

　なんか全身がゾクリときて力が抜けていくような気がした。お耳の恋人ってこういうことを言うのかもしれない……








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉙（秘密レベルＢ）

「あ～ん」がデフォルト。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉚（秘密レベルＢ）

　ささやきがほとんど必殺兵器。
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　乃の木ぎ坂ざか邸にやって来てから一時間が経過した。

　パーティーはいまだ絶賛継続中であって、周りからはあちこちでワイングラスを打ち鳴らす音が聞こえてきて、楽団の人たちが優雅なクラシック曲を演奏している。

　ただそんな中で……俺は、アフリカツメガエル（外来種）の群れの中に取り残されたアマガエルのごとくぼっちになっていた。

　理由はいくつかある。

　まずは明あ日す夏か。ついさっきまでいっしょに談笑していたんだけど、来客への挨拶があるからとメイドさんに呼ばれて申し訳なさそうな顔で中座していってしまった。それはまあ、これだけたくさんのお客さんが来ているのだから、ホストとしての役割があってもしょうがないと思う。

　その後に神楽かぐら坂ざか部長も、何やら用事があると言ってウインナーソーセージをむしゃむしゃと食べながら去っていってしまった。

　そして冬ふゆ姫きや三Ｋは相変わらずメイドさんと料理しか目に入っていないし、他に周りにいるのは高価そうな指輪をはめた手でヒザの上のペルシャ猫とかを撫なでていそうなセレブな人たちばかりだ。当然のことながら顔見知りはいない。

　結果として、セレブ感あふれる喧けん噪そうの中に一人取り残されることになったのである。

「……」

　今の内にトイレにでも行っておくか……

　他にすることもなかったのでそっと会場を抜け出して、お手洗いへと向かう。

　トイレは部屋からそれなりに離れたところにあった。ちなみにトイレだけでうちの居間よりも遥はるかに広かったことについては……うん、深く考えないことにしよう。

「ふう……」

　無事に雉きじ撃ちを終えてすっきりと草原のようなイメージとともに手洗い場を出る。

　さて、会場に戻ろうかと思いきや、

「……あれ？」

　ここ、どこだっけ。

　足が止まった。

　確かパーティー会場を出てすぐの角を右に曲がって、その先を五十メートルほど直進した後に左に折れて、その後にまた右に曲がったはずだ。……あれ、左だったっけか……？

　一度迷ってしまうとさっぱり分からない。

　ほとんど迷宮レベルの複雑な構造である。

　だれかに訊きいてみようにも、辺りには人の姿は見当たらなかった。

　仕方がないのでとりあえず適当に歩いてみるも、まったくもってパーティー会場に帰り着けない。

　それどころか、どんどん周囲の雰囲気が高価そうな彫刻とか巨大な熊の剝製とかウインチェスター銃とかが置いてある仰ぎよう々ぎようしいものになってくる。え、これ本当に戻れるの……？　屋や敷しきの中で遭難なんて、まさかワンチャンあり得そうだから怖い……

　不安でちょっとだけ泣きそうな心地になっていると、

「どしたの、おに～さん？」

「！」

　ふいに声がかけられた。

　どこか舌ったらずなのだけれど、よく通る耳当たりのいい声。

　振り返るとそこには……一人の女の子が首を傾けながら立っていた。

「こんなところで何やってるの？　こっちは乃の木ぎ坂ざか家のプライベートゾーンで、関係者以外立ち入り禁止だよ？」

　髪の毛を二つ結びにした小柄な女の子で、見上げるようにしてそう言ってくる。

　す、救いの女神……？　救世主……？

　にしては少しばかりちんまいような。

　ツインテールを合わせても俺の顎くらいまでしかない。

　というかこの子……

「明あ日す夏かに似てる……」

　よく似合ったツインテール、ぱっちりとした目元、向日葵ひまわりが咲いたような明るく元気な雰囲気。

　中学生くらいだろうか。よく見れば人ひと懐なつこいモードの方の明あ日す夏かにそっくりだ。妹、いたんだっけ……？　お姉さんがいるのは知っているけど……

「ん？　明あ日す夏かちゃんのこと、知ってるの？」

　女の子がそう尋ねた。

「えっと、きみは……」

「わたし？　わたしは……えっと、明あ日す夏かちゃんの……その、親戚、かな」

「明あ日す夏かの……」

　なるほど、それなら似ていてもおかしくないのかもしれない。

「おに～さんはだれなの？　明あ日す夏かちゃんの知り合い？」

「え、ああ。明あ日す夏かのクラスメイトで、澤さわ村むらって言って……」

「澤さわ村むら……」

「ん？」

「え？　あ、ん～ん、何でもないよ」

　女の子はツインテールを揺らしながら首を振ると、

「そっか、おに～さんは明あ日す夏かちゃんのお友だちなのか。よろしくね、おに～さん」

　にっこりと笑って手を差し出してくる。その手をぎゅっと握り返した。

「それでおに～さんはこんなところで何をやってたの？　スネークごっこ？」

「違うって……その、トイレに行ったら帰り道が分からなくなったというか……」

「あ、迷子か」

「身も蓋もないけど……」

　その通りだったりする。

　女の子が腰に手を当てて笑った。

「もう、いい歳とししてしょうがないな～。じゃあわたしが会場まで案内してあげるよ♪　ほら、こっち」

「え、ああ」

　女の子に先導されて歩き出す。

　とりあえず、屋や敷しき内での遭難という不名誉な事態だけは避けられたみたいだった。







　女の子は美み琉る夏かと名乗った。

　明あ日す夏かとはかなり昔からの付き合いで、仲がいいのだという。

「明あ日す夏かちゃんとはもう十年以上の付き合いかな～。ほとんど家族みたいな感じ」

「そうなんだ」

「おに～さんは？　クラスメイトって言ってたけど、高校のだよね？」

　こっちを見上げながら訊きいてくる。

「ああ、うん。同じ部活でもあるんだ。『ＡＭＷ研究会』っていって……」

「あ、それ未み来らいちゃんとおんなじ部活だ」

「未み来らいさんも知ってるのか？」

「うん、知ってるよ」

　女の子──美み琉る夏かがうなずく。

　あ、でも考えてみれば当たり前か。明あ日す夏かのことを知っているのならそのお姉さんである未み来らいさんのことを知っているのは何もおかしなことじゃない。

「そっか、明あ日す夏かちゃん、『ＡＭＷ研究会』に入ったんだ。やっぱりそうすることにしたんだね～」

「？」

　何だか考え込むような素振りを見せる。

「あ、ごめんごめん、何でもない。気にしないで」

　だけどすぐに顔を上げて、にっこりと笑った。

「それよりさ、おに～さん。時間ってある？」

「え？」

「今からちょ～っと寄り道していかない？」

「寄り道？」

「そ、こっちこっち～」

「お、おい」

　ぐいぐいと手を引かれて進路を変えさせられる。

　連れていかれた先は、何やらたくさんの本棚が立ち並んだ、図書室のような部屋だった。

「ここって……」

「ふっふっふ、ここは思い出保管室だよ」

「思い出保管室？」

「うん、そ。乃の木ぎ坂ざか家の様々なメモリアルの一部を保管してるとこ。明あ日す夏かちゃんのアルバムとかもここにいくつか置いてあるんだよね～」

「明あ日す夏かの、アルバム……」

「ね、見たくない、おに～さん」

「え？」

　小悪魔みたいな笑みを浮かべて、美み琉る夏かが言った。

「おに～さんの知らない明あ日す夏かちゃんの昔の写真。たっくさんあるんだよ～。明あ日す夏かちゃんのあ～んな姿とか、こ～んな姿とかも、見られるかもよ？」

「う……」

　あ～んな姿とかこ～んな姿とかはともかくとして、明あ日す夏かの昔のアルバムに興味があるかと訊きかれれば、そんなのは壊れたおじぎ鳥のごとく勢いよく首を縦に振るしかない。

「でも、勝手に見たりしたら明あ日す夏かに悪いんじゃ……」

「だいじょぶだいじょぶ。おに～さんになら見せても明あ日す夏かちゃんは怒らないよ。ほら」

「あ……」

　書架からアルバムを一冊取ってきて、テーブルの上に広げる。

「ん、これは小学生の明あ日す夏かちゃんかな～」

「お……」

　アルバムの中には、小学生くらいの明あ日す夏かの姿があった。

　小さい身体にランドセルを背負っていて、髪は三つ編みにして眼鏡をかけている。

　いっしょに写っているのはサングラスをかけたやたらとたくましい風体の男の人と、穏やかな笑みを浮かべた優しげな感じのするめちゃくちゃきれいな女の人、そしてその女の人によく似たかわいらしい女の子だ。これは明あ日す夏かの両親と、未み来らいさんかな……？

「確か小学校の入学式の写真だよ～。この後に明あ日す夏かちゃん、校門に落ちてたバナナの皮で滑って転んで三回転半して大変だったな～」

「そ、そうなんだ」

　ドジなのは昔からなのか。というか校門に普通にバナナの皮が落ちてる学校って……

　それは置いておくとしても、小学生の明あ日す夏かは今と変わらずにかわいらしかった。

　可か憐れんで小さな花のつぼみのようでそれこそ天使みたいで、ともすれば小学生は最高だぜ的な性癖が目覚めそうになってしまう。

　ただ、

「何だかちょっと表情が硬い感じだな、明あ日す夏か」

「ん？」

「緊張してるっていうか、いつもと違う気がする」

　お嬢様モード？　や、違うな、昔の写真だしうまくは言えないんだけど、普段の明あ日す夏かとはどこか雰囲気が異なる気がする。

　俺がそう言うと、美み琉る夏かは少しだけ驚いたような顔をした。

「え、おに～さん、分かるの？」

「え？　あ、そうだな、普段の明あ日す夏かはもっと人当たりがいい感じっていうか元気っていうか……」

　って、お嬢様モードじゃない素の明あ日す夏かについては言ったらまずかったかな。

　だけど美み琉る夏かはそこは特に気にした様子もなく、こっちを見て大きくうなずいた。

「ふ～ん、そっか～。明あ日す夏かちゃん、おに～さんの前だとそっちの明あ日す夏かちゃんなんだ～」

「え、あ、たぶん」

　そっちっていうのはおそらく人ひと懐なつこいモードの明あ日す夏かのことだろう。

　そっか、少なくともこの美み琉る夏かはそのことを知ってるんだな。

「へ～、ちょっとびっくり。明あ日す夏かちゃんがそっちの顔を見せる相手って、かな～り限定されてるはずだから。じゃあおに～さん、明あ日す夏かちゃんの〝秘密〟も知ってるってこと？」

「あ、うん、知ってる」

「は～、そなんだ～……」

　本当に驚いたように美み琉る夏かが息を吐いた。

　やっぱりというか何というか、明あ日す夏かの〝秘密〟を知っている相手は珍しいんだな。

　確かに思い返してみても、少なくとも学校では自分以外にはいない……と思う。

　だけどそれは未み来らいさんの道を辿たどるために彼女になりきらなきゃいけないっていう制約があるからで、そのことを見せなきゃいけない相手以外──たとえば昔からの友だち相手とかだったら違うんじゃないのかな？　あれ、でも明あ日す夏かから高校以前の友だちの話って、（人間では）聞いたことないな……？

　そんなことを考えていると、美み琉る夏かが言った。

「ね～ね～、おに～さん？」

「ん？」

「おに～さんは、明あ日す夏かちゃんのことが好きなの？」

「ふほっ!?」

　危うく肺の中の空気を残らず吐き出しそうになった。

　な、何を突然言い出すんですか、この子は……!?

「え～、だって明あ日す夏かちゃんと仲いいんでしょ？　〝秘密〟も共有してるし、こうしてお家うちにまで呼ばれるくらいだし～。違うの？」

「そ、それは……」

　好きか好きじゃないかと問われれば、そんなのは当然好きに決まっている。

　明あ日す夏かはかわいいし、性格もいいし、いっしょにいて楽しい。ほとんど世の男子の理想像と言ってもいいくらいだ。

　だけどそんな、面と向かって好きかどうかなんて言われると……ほら、こっちとしては思春期真っ直ただ中なかな男子高校生なものだから、素直にそうだとは口にできないわけであって、でもだからといって決して明あ日す夏かのことを好きじゃないわけじゃなくてむしろ三日に一回くらいは夢に見るくらいには好きで……ああ、何が言いたいのか分からない。

　混乱して壊れたハードディスクみたいな状態になっていると、美み琉る夏かが苦笑いをした。

「ん～、おに～さんにはまだこの質問は早かったかな～。じゃあ訊きき方を変えるね。おに～さんは、どうして明あ日す夏かちゃんと仲良くしてくれてるの？」

「どうしてって……」

「あ、クラスメイトだからとか、部活の仲間だからとか、そんなのはなしね。わたしが訊きいてるのはそうゆうことじゃないって、おに～さんも分かるよね？」

　じーっと真ま面じ目めな目で見つめてくる。

　う、そんな風に訊きかれたら、こっちとしても真剣に答えるしかないじゃないか……

　しばし頭の中で考えをまとめる。

　一分ほど熟考して、俺はこう答えた。

「何ていうか……放っておけないところかな」

「ん？」

「うーん、俺がこんなことを言うのもアレかもしれないんだけど、明あ日す夏かってどこか危なっかしいというか、傍そばで応援したくなるようなところがあるような気がするんだ」

　それは明あ日す夏かはかわいいし、性格もいいし……って、これさっきも言ったな。ともかく才色兼備だとか、人柄がいいだとか、分かりやすく魅力的なところはいくらでもある。

　周りからも明あ日す夏かは、完璧で完全な非の打ち所がないお嬢様だと思われていて、実際にそれが周囲を惹ひき付つける大きな要素となっている。

　だけど俺は知ってしまっている。

　彼女の〝秘密〟を知ってしまっている。

　すなわちその明あ日す夏かの姿が──本人の途方もない努力で作られているっていうことを。

　学年首席であるために時間を惜しんで勉強をして、ピアノなどの習い事の腕を保つために必死に練習をして、それまで触れることのできなかった〝アキバ系〟を知るために様々な新しいことに自分からチャレンジをして。

　いわば優雅に湖を泳ぐ白鳥（オオハクチョウ）が水面下で必死に足を動かしているところを目の当たりにしてしまっているのだ。

　そしてその努力は、お姉ちゃんの道を辿たどりたいという強い意思は……本当に、心の底から尊敬すべきものだと思う。

　だってそれは、やろうと思ったってなかなかやり通せることじゃないから。

　努力を不断に続けるということは、死ぬほど大変なことだから。

　それに、それだけじゃない。

　お嬢様モードでない、二人だけの時の人ひと懐なつこい明あ日す夏かの姿。

　分からないけれど、それすらも時々どこか無理をしているように見える時がある。必要以上に明るく振る舞っているというか。だからこそ……何だか放っておけないところがあるんだよ。自分でも何を言っているのかいまいちまとめきれないんだけど、そういうところを全て引っくるめて、俺が明あ日す夏かの傍そばにいる理由なんだと思う。

　そのことを告げると、美み琉る夏かは少しだけ驚いた顔をした。

「へ～……おに～さん、そこまで、分かってるんだ……」

「や、分かってるってほどじゃないんだけど……」

「……ううん、それだけ明あ日す夏かちゃんのことを分かってくれてるなら、今は十分かな。てゆうか百点満点。うん、合格合格」

　大きくうなずいて、俺の頭をなでなでと撫なでてくる。

「？」

「あ、いいのいいの、気にしないで。でもよかった。お姉ちゃんみたいに、明あ日す夏かちゃんにもちゃんとあの子のことを理解しようとしてくれる人がいたんだ。うん、ひと安心だよ～」

　何を言っているのかいまいち分からなかったけれど、どうやらこの子のお眼鏡にはかなったみたいだった。

　あと何かその手付きが、犬とかを撫なでるのに近い感じがするのは気のせいですかね……








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉛（秘密レベルＡ）

　美み琉る夏かちゃんという親戚がいる。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉜（秘密レベルＢ）

　小学校の入学式でバナナの皮に滑って三回転半したらしい。









　　　　４




　さて、そんなことがあって一時間ぶりくらいにパーティー会場に戻ってきた俺たちを待っていたのは。

「だからね、その時に僕は言ってやったんだよ。あの劇場版は本当に駄作で、いいって言ってるやつらはみんなにわかで何にも分かってないって」

「は、はあ……」

「そうしたらそこにいるやつら、全員何も言えなくなっちゃって、はい論破って。まったく、揃そろいも揃そろって情けない。にわかなのに知ったかぶりするから恥をかくんだよね。ハハハハハ」

　いつの間にか風ふ呂ろ場の黒カビみたいに再度涌わいてきていた佐さ々さ岡おかと、それに困ったような笑みを浮かべる明あ日す夏かの姿、だった。

　また粘ねん着ちやくしてるんですね……

　懲こりないというかしつこい。

　しつこいというか粘ねばっこい。

　さすがは牛乳雑巾みたいに嫌われているだけはある。

「でさ、さっきも言ったと思うんだけど、『マホちゃん』のアフレコに行かない？　今度の木曜日とかどうかな？」

「あ、え、ええと……」

「ねえ、いいじゃないか、明あ日す夏かちゃん。二人でいっしょに行こうよ。きっと楽しいよ？」

「い、いえ、ですからその日は用事がありまして……」

「そんな用事なんてキャンセルしちゃえばいいって。僕と出かける以上の楽しいエンタテインメントなんてあり得ないからさ。それに女の子のイヤはイヤじゃないってこと、知ってるんだよ？」

　しかも馴なれ馴なれしく明あ日す夏かの肩に手を回してキモイ感じにドヤ顔を近づける。

　明あ日す夏かが強く断れないおしとやかなお嬢様だと思って（半分それは正しいんだけど）、完全に調子に乗っている。九十年代にバブルでフィーバーしたおっさんくらいに乗っている。ほとんどセクハラパワハラ親おや父じレベルだ。

　というかさすがにあれは見過ごせなくないか？

　なんかやたらと息遣いがハアハアしてるし目付きがいやらしいし、いくら何でもやめさせないとハラスメント警察的に完全にアウトなレベルですよね……と思ったところで、さっきの神楽かぐら坂ざか部長の言葉が頭に浮かぶ。

『あれでも佐さ々さ岡おかグループの息子だろう。あまり刺激しない方がいいかと思ってね』

「……」

　あんな見るからに人様に迷惑をかけているセクハラ行為でも、注意したら問題になるのだろうか。

　性格が悪いっていうのはこの短い時間の明あ日す夏かとのやり取りだけで十分に分かったし、無駄に逆恨みとかしてきそうなタイプなのは簡単に想像はつく。

　だけど。

「ほら、じゃあ待ち合わせは何時にしようか？　学校が終わったら教室まで迎えに行くからさ」

「あ、あの、ですから……」

「んー、あんまりもったいぶるのもかわいくないよ？　僕は紳士だからいいけど、器の小さいやつだったら気を悪くしちゃうかもしれないからさ。あ、僕は大きいけどね。アハハハハ」

「……」

　あんな風にして嫌がっている明あ日す夏かをただ見ているだけなんてことは、さすがにあり得ない。ほら、今にも肩に回した手をそのまま胸元に突っ込みそうな勢いだし……

　よし、決めた。

　俺は一歩前に出て、

「……そこまでにしときましょうよ」

　明あ日す夏かとの間に入るようにしてそう声をかけると、佐さ々さ岡おかはこっちを見下ろしてクレステッドゲッコー（高級ヤモリ）のエサであるフタホシコオロギ（チャバネゴキブリに似ている）を見るような目をした。

「あん、何だよ、お前？」

「ええと、あんまり強引に誘うのはよくないですよ。ほら、明あ日す夏か、用事があるから行けないって言ってるじゃないですか」

　すると佐さ々さ岡おかは露骨に顔を歪ゆがめて、

「はあ？　お前には関係ないだろ。だいたい明あ日す夏かさんは嫌がってなんかないんだよ。よく分かんないモブみたいな顔したやつは引っこんでなよ」

　ドンと肩を押してくる。

　くっ、こいつ、殴りたい……

　だけどここで騒ぎを起こしたら負けだ。

「いや、いちおう関係あるというか何というか……。お願いしますから……」

「うるせぇな、目め障ざわりなんだよ」

「そんなこと言わずに……」

　不本意だけど、こうしてとにかく悪代官に黄金色の饅頭まんじゆうを贈る越えち後ご屋みたいに下手に出るしかない。根負けしてくれればしめたものだ。

「ちっ！　マジしつけぇな……って、ああん、よく見ればお前、『ＡＭＷ研究会』のやつか。その量産型のジムみたいな顔、見たことがあるぞ」

「……」

　……ガマン……

「はっ、情けないな。そうやってコメツキバッタみたいにへこへこするしかできないのかよ。プライドってもんはないの？　この根性なしの腰抜け骨なし軟体生物野郎が。まるでスルメイカタイプの醜悪なクリムゾンみたいだな」

「……」

　……ガマン……ガマン……

　……まあそのクリムゾン役、やりましたけどね……

　心の中でひっそりと突っ込みながらもとにかく耐える。

　だけど暴発は、想定外のところから飛び出してきた。

「……今、せんせーのこと、スルメイカタイプのクリムゾンみたいって言ったの……！」

「あ、明あ日す夏か!?」

「わたしのことはいいけど、せんせーにひどいことを言うのは許せないよ……っ……！　…………こ、こうなったもう、闇に葬ほうむるしか……」

　え、もしかして、素が出ていらっしゃる……？

　慌てて口をふさいで誤魔化す。

　周りにはたくさん人がいるし、神楽かぐら坂ざか部長や冬ふゆ姫き、三Ｋたちもいるんだから、そっちのモードは出しちゃダメだってば……！

「ハッハッハ、これだけ言っても何も言い返せないのか。本当に情けないな。おい、びびってんのか？　スルメイカクリムゾンくん？」

「……ま、またせんせーのことを……く、駆逐してやる……っ……」

「あ、明あ日す夏か！　明あ日す夏かって……！」

　ぜんぜん明あ日す夏かの怒りを感じ取ることができずに挑発を続ける空気の読めない佐さ々さ岡おか。

　今にも大噴火しそうな明あ日す夏か。

　それを必死に止める俺。

　ああ、何かもう何が何だかよく分からない……！

　あまりにカオスな状況に頭を抱えていると、




「はいは～い、そこまでそこまで～」




　ふいに会場内に場違いな声が響き渡った。

　ぱんぱんと手を叩たたきながら部屋の真ん中で声を上げていたのは……美み琉る夏かだった。







「えっときみ、佐さ々さ岡おかくんだっけ？　だめだよ～、嫌がる女の子を無理やり誘おうとするなんて、もてないダメンズがすることなんだから」

　人差し指を立てながらちっちっちっと美み琉る夏かがそう言い放つ。

　佐さ々さ岡おかが見るからに渋面になった。

「……何だお前は？」

「え、わたし？　わたしは明あ日す夏かちゃんの親戚だよ」

「……ちっ、だれかと思えばただの親戚か。次から次へとどいつもこいつも……」

　そう言うと佐さ々さ岡おかはドスドスと足音を鳴らしながら歩いていき、

「ガキは引っこんでろよ！」

　ドン！　と美み琉る夏かの肩までをも押そうとする。

　だけどその手は、彼女にまで届かなかった。

「は～い、乱暴は許しませんよ～」

　どこから現れたのか、サングラスをかけたにこにこ顔のメイドさんが二人の間に割って入った。何をやっているのか分からない素早い動きで、瞬またたく間まに佐さ々さ岡おかが床に組み敷かれる。

「くっ……お、お前……僕をだれだと思ってるんだ？　たかだか親戚とそのメイド程度が佐さ々さ岡おかグループの跡取りである僕にこんなことをしてただですむと思っているのか……！」

「美み夏か様～、確保いたしましたよ～」

「き、聞いてるのか……！　どこの馬の骨かも分からないメイドの分際で、すぐにパパに言ってお前らなんかクビにしてやる──」

　テレビとかに出てくる成なり金きんかませ犬のサンプルみたいな佐さ々さ岡おかの声は、だけど次の瞬間凍り付くことになった。




「お、おかーさん……」




「え？」

「み、美み夏かおかーさん……それに那な波なみさんも……」

　明あ日す夏かが美み琉る夏かとメイドさんを見つめながら驚いたように声を漏らす。

　おかーさん……？

　おかーさん……お母さん。

　って、お、お母様……!?

「え、あ、明あ日す夏かのお母様……？」

　驚きよう愕がくして思わず声を上げると、美み琉る夏か──明あ日す夏かのお母様は、こっちを見てふりふりと手を振った。

「は～い、そだよ、美み夏かおかーさんで～す♪」

　え、で、でも、アルバムに写っていた母親らしき人とは違う気が……

　というかそもそもこの子、中学生くらいじゃないの……？

「お、おかーさん、すごく若く見えますから……」

　若く見えるとかそういう問題じゃないよ!?　美魔女とか超越して、もうただの美幼女だよ！

　もはや驚きすぎて言葉も出ない。

　だけど俺以上に事態を受け入れられない人物がいたみたいだった。

「の、乃の木ぎ坂ざかさんの母親だと……そ、そんな、まさかお前が……」

「お前じゃないよ。ぷりてぃ～美み夏かちゃん♪」

「美み夏か様、お歳としを考えてくださいませ～」

　佐さ々さ岡おかを押さえつけたままメイドさんが笑顔で突っ込む。

「う……那な波なみさん。い、いいじゃん、たまには少しくらい童心に返ったって。──まあ、冗談はさておいて」

　そこで美み琉る夏か（美み夏か……？）はこほんと咳せき払ばらいをした。

　そして真まっ直すぐに佐さ々さ岡おかを見下ろすと、毅き然ぜんとした声で、




「──わたしは乃の木ぎ坂ざか美み夏か。乃の木ぎ坂ざか家の家内序列第二位で、今日のパーティーを取り仕切ってる者だよ。おイタはそれくらいにしておこうね、佐さ々さ岡おかクン」




　そう言い放った。

「そ、そんな、噓うそだ……こ、こんなことが……」

　佐さ々さ岡おかががっくりと崩れ落ちる。

　うん、まあ信じられないっていう気持ちは分かるけど……完全に自じ業ごう自じ得とくですよね。
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「ごめんね～、騙だましてたわけじゃないんだけど、結果的にはあれだったよね～」

　色々と波乱尽くめだったパーティーが終わって。

　パーティー会場から乃の木ぎ坂ざか家の私室に通された俺は、美み琉る夏か──いや、明あ日す夏かのお母様である美み夏かさんとのご対面を果たしていた。

「ほら、何てゆうか、明あ日す夏かちゃんがご執心な澤さわ村むらくんっていうのを、直じかに見てみたくてさ～。もしかしたら名前もばれてるかなって思ったから偽名を使ったんだけど、意外にばれないもんだね～」

「はあ……」

　観察希望って、そういうことだったのか……

　ちなみに冬ふゆ姫きと三Ｋ、神楽かぐら坂ざか部長には先に帰ってもらったため、この場にいるのは俺と明あ日す夏か、美み夏かさんとメイドさんだけである。美み夏かさんの傍かたわらに控えているサングラスのメイドさんは那な波なみさんといって、美み夏かさん直属のお付きのメイドさんだとか。

　さすがに乃の木ぎ坂ざか家の偉い人ともなるとお付きのメイドさんとかが普通にいるんだ……と恐れ入っていると、明あ日す夏かが「え？　わたしにもいるよ。静しず琉るさんっていって、今は休暇中で京都に里帰りしてるんだけど」と言っていた。お付きのメイドさんは乃の木ぎ坂ざか家スタンダードなんですね……

　あと佐さ々さ岡おかだけど……なんかあの後、父親が身柄を引き取りに来ていたみたいだった。事の顚てん末まつを聞かされた父親は真っ青な顔になって佐さ々さ岡おかといっしょにダイビング土下座を決めていたとか。気の毒だとは思うけど同情の余地はあんまりないよね。

「だけど、もう、さっきはびっくりしたよ……美み夏かおかーさんがせんせーといっしょにいるんだもん」

　明あ日す夏かが腰に手を当ててそう言う。

「あはは、ごめんごめん。でもおかげで、澤さわ村むらくんのことはよく分かったからさ～。ね、おに～さん♪」

「は、はあ……」

「ふふ」

　そう笑うと、美み夏かさんはこっちを見てぺこりと頭を下げた。

「というわけであらためまして……乃の木ぎ坂ざか美み夏かだよ。おかーさんって呼ばれてるけど、正確には母親じゃなくて、明あ日す夏かちゃんの叔母にあたるの」

「え、そうなんですか？」

「うん。明あ日す夏かちゃんのお母さんはわたしのお姉ちゃんなんだけど、ちょっと事情があって、明あ日す夏かちゃんは子どもの頃からわたしが面倒を見てるんだよ。だから十年以上の付き合いで、仲がいいっていうのは噓うそじゃないかな～」

　何だろう……何か理由があるのかな。

　気にはなったものの、今の俺の関係性ではそこまでは踏み込めない。

　ただ、だからあのアルバムに写っていた女の人と〝おかーさん〟は別人だったんだ、と納得した。

「でも、わたしは美み夏かおかーさんのこと、本当のお母さんみたいに思ってるよ。あ、もちろんお母さんのこともちゃんとお母さんだと思ってるけど、それとは別で、何ていうか二人お母さんがいる感じっていうか……」

「あはは、ありがと、明あ日す夏かちゃん」

　屈託なく二人で笑い合う様子から、少なくとも明あ日す夏かと美み夏かさんとの関係は良好であることがうかがえた。

「ところで澤さわ村むらくん」

「はい？」

「きみの前だと、ほんとに明あ日す夏かちゃんは無防備なんだね～」

　楽しげにそう言って、小悪魔みたいに美み夏かさんは笑った。

「こんなに明あ日す夏かちゃんが楽しそうにしてるの、はじめて見たかも～♪　ほんっとに幸せいっぱいなんだもん。もう、ちょっと妬やけちゃうかも～、このこの～♪」

「ちょ、ちょっと、お、おかーさん！」

「ふふふ～」

　明あ日す夏かが小さく声を上げるも、美み夏かさんは余裕の表情でそれを笑う。

　育ての母親だけあって、美み夏かさんには頭が上がらないみたいだ。

「も、もう、美み夏かおかーさんはいっつもそんな調子なんだから。それじゃあ行こ、せんせ」

「え？」

「わたしの部屋だよ。ほら、見せたいものがあるって言ったじゃん。じゃあね、おかーさん。またあとで」

　そう言って、とてとてと明あ日す夏かがドアの向こうへと歩いていく。

　美み夏かさんたちに軽く会え釈しやくをしてからそれを追おうとして、

「──澤さわ村むらくん」

「？」

　ふいに、美み夏かさんに呼び止められた。

「明あ日す夏かちゃんと仲良くしてくれてほんとにありがとう。明あ日す夏かちゃんもおに～さんのことが好きみたいだし、とっても感謝してる。──だからね」

　そこで美み夏かさんは一度言葉を切った。

　どこか真剣な顔になって真まっ直すぐにこっちを見ると、

「だからおね～さんから一つだけ、言っておきたいことがあるんだ」

「え、はい」

　何だろう？

　首を捻ひねる俺に、




「女の子っていうのはね、とっても複雑なんだよ」




「え……？」

　ぴっと人差し指を立てて、そう言った。

「目に見えているものが全部だとは限らない。そこにあるものだけが本当のことだとは限らない。女の子は役者だからね。タマネギみたいなものかな？　皮を一枚剝むいた後には、ほんとはもっと厚い皮があるかもしれない。そのことを、覚えといてね」

「は、はあ……」

　何の話だろう。いいタマネギの見分け方のコツ？

　何だかよく分からないまま、再度頭を下げて部屋を後にした。

　この時は何を言われているのかさっぱり分からなかった。

　だけどしばらく後になって……その言葉に込められていた意味を、心から知ることになるのである。

　ともあれこうして、明あ日す夏かの〝おかーさん〟こと美み夏かさんとの初対面を終えたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉝（秘密レベルＡ）

　静しず琉るさんというお付きのメイドさんがいるらしい。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉞（秘密レベルＳ）

　叔母さんである美み夏かさんが母親代わりとなっている。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㉟（秘密レベルＢ）

　美み夏かさんには頭が上がらない。
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　そして本日のラストステージ。

　俺は……明あ日す夏かの部屋にいた。

　広さはちょっとした教室ほどだった。

　全体的に淡いパステルカラーを基調とした装よそおいで、ベッドが天蓋付きなのはさすがといったところ。部屋の目立つところには大きな鏡と化粧台があって、その隣にウォークインクローゼット（たぶん俺の部屋より広いです……）が備え付けられていた。窓まど際ぎわにアロワナとハリネズミの水槽があるのと（ミハエルくんとマルガリータさん……？）、壁に『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のポスターが貼られている以外は、ザ・女の子の部屋って感じだ。

　しかも何だかいい匂いがして……頭がクラクラしてしまう。

「それで、見せたいものって……」

「うん……」

　ふいに明あ日す夏かの様子がそれまでと違ったものになる。

　もじもじと恥ずかしがるように背を向けると、こちらの様子をうかがうように小さく口にした。

「……見せたいっていうか……もらって……ほしいの……」

「え？」

「……せんせーに、もらってほしいの……」

「え……！」

　も、もらうって何をですか？

　突然の思ってもみなかった言葉に動揺する俺に、

「わたしのはじめてだから……や、やっぱり、恥ずかしいけどせんせーにあげたいかなって……」

　そう言って目を潤ませながら近づいてくる。

[image: ]

　え、え……だ、だから、あげるって、何をですか……？　飴あめちゃん……？

　動揺しまくる俺に、そっと紙のようなものが差し出される。

　そこにあったのは……

「こ、これって……」

　賞状だった。

　なかなかに立派なデザインで、そこには『魔法少女ドジっ娘マホちゃんイラストコンテスト・キャラクター賞』と書かれている。

「これ……こないだのイラストコンテストの賞状なんだ。一昨日届いたの。こんなのもらったのははじめてだから、やっぱりせんせーにあげたくって……」

「……」

「……ちょっと恥ずかしいんだけど……もらって……くれないかな……？」

「……」

　ですよね！　理解してた！　潤んだ目をした女子が恥ずかしがりながら部屋で二人きりになってもらってほしいものなんて、賞状以外にあり得ないよね……！

「ん？　どしたの、せんせー。おあずけをくらったダックスフントみたいな顔して」

「何でもないよ！」

　血の涙を流しながらそう答える。

「？　よく分かんないけど……とにかく、はじめてのことだったんだよ。だからせんせーにもらってほしくて……」

「だけどこれは明あ日す夏かに贈られたものだろ？」

　だったら明あ日す夏かが受け取るのが筋じゃなかろうか。

　そう言うと、明あ日す夏かは首を横に振った。

「だってこれ……せんせーが応援してくれたから、何とかとれたものだもん。むしろせんせーのものだって言ってもいいくらいだよ」

「それはどうかと思うけど……」

「それに、わたしには副賞でもらったこれがあるから」

　ドン！　っと何かを目の前に置く。

　それはなんか……巨大なアルファベットだった。

「ピアニッシモちゃん＠バトルモードの等身大ぬいぐるみクッション。これ、ほしかったんだ～」

　でかっ！

　ピアニッシモちゃんこんな巨漢だったっけ……？

　ちょっとしたヒグマくらいあるよ。

「とってもふかふかなんだよ？　触り心地とかもとってもよくて、人間をだめだめにする感じ。ほら、せんせーもだめになろうよ～」

「お、おう」

「へへ～、せんせといっしょにふかふか～」

　ピアニッシモちゃんの腹部に身体を埋めるようにして二人で寝転ぶ。

　確かにピアニッシモちゃんはふかふかで柔らかで、ものすごく心地いい。人間をダメにして虜とりこにする魔性のマスコットというのも分かる気がする。

　だけどそれ以上に、

「えへへ～、何だかこうしてると、せんせーと家族になったみたい」

「…………」

　隣でとろけそうな笑みを浮かべながらそんなことを口にする明あ日す夏かがかわいすぎるんですが。何これ、魔性とかダメになるのとか超えて昇天してしまいそう……

　使い捨てカイロみたいに熱くなる顔面を隠そうとして、ピアニッシモちゃんの腹部に強く顔を埋める。

　だけどそこで想定外のことが起こった。

　ピアニッシモちゃんの中身はビーズ素材であるがゆえに流動性があって、流動性があるということは二人で寝ている状態で一カ所が沈み込めば当然それに合わせてもう一人もそこに転がってくるということであって……

　コロリ。

「あ……」「え……」

　そんなかわいらしい擬音が聞こえてきそうな勢いで、明あ日す夏かがこっちに転がってきた。

　ピアニッシモちゃんに優しく包まれるかたちで……明あ日す夏かと顔を見合わせることになった。

　それもお互いの頰と頰が触れ合ってしまいそうなくらいの至近距離。

「……っ……」「……！」

　思わず声を上げてしまう。

　突発の交通事故だ。

「あ、ご、ごめん！」

「う、ううん……！　だ、だいじょうぶだから……！」

　お互いに謝り合う。

　だけどどうしてか、どちらもその状態から動くことができない。

　どうしてか……目を逸そらすことができない。

　心臓がやかましいくらいにズゴゴンズゴゴン！　と工事現場のように鳴り響き、柔らかなビーズ素材を伝わって明あ日す夏かにまで届いてしまいそうだ。顔面はもう十分に加熱したホットプレートのようで、お好み焼きを焼けそうなくらいに熱い。

「……」「……」

　こうして見ると……本当に明あ日す夏かって、かわいいんだよな……

　空に浮かぶ月みたいにぱっちりとした目、さらさらでいい匂いのする髪、雪のように真っ白な肌、桜のように艶あでやかな唇。その全てが圧倒的な攻撃力で攻めてくるんですよね……

　そんなことを考えていると、

「……」

　すっ……

　頰を赤くした明あ日す夏かが、そっと目を閉じた。

「……!?!?」

　え、な、何でそこで目をつむるの……!?

　意味が分からない。

　昨今の仮想通貨の値動きくらいに欠片かけらも分からない。

「……」「……」

　ただ一つだけ分かることは……僅かにでも俺が顔面を動かせば間近には明あ日す夏かの整った顔があって、そしてそれはまっすぐにこっちへと向けられているってことだけである。

　……………………

　…………

　……

　……が、顔面、動かしちゃってもいいかな……？

　静かに目を閉じる明あ日す夏かに向かって少しずつ俺のイカクリムゾンみたいな顔を近づけようとして──




「う～ん、個人的にはこのまま見てみたいところだけど、やっぱり保護者としては目の前でまさに今にゃんにゃんが行なわれようとしているのは見過ごせないかな～」




「!!」「!?」

　頭上から声が響いた。

　慌てて顔を上げるとそこには……腕を組みながらこっちを見る美み夏かさんと、メイドさんの姿があった。

「お、おかーさん、那な波なみさん!?」

「！　な、何でいるんですか!?」

　ほとんど絶叫する勢いでそう声を上げる。

「ん～？　さっき言い忘れちゃったことがあってさ。夕飯、うちで食べてくか訊ききにきたんだけど……」

「私たち、お邪魔でしたかね～？」

　美み夏かさんとメイドさんが顔を見合わせてにまにまと笑う。

「う、うう～……（真っ赤）」

「……」

　ああ、これ絶対確信犯（誤用）だ……

　間違いなく声をかけるタイミングを計ってたよ……

　結局この後、夕ご飯をごちそうになって食後のデザートまでいただいたわけだけど、その間ずっとこの一件のことをいじられ続けたのだった。うぁあ……








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㊱（秘密レベルＣ）

　人間をダメにするクッションがお気に入り。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㊲（秘密レベルＡ）

　真っ赤になってもこの上なくかわいい。
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　七月になった。

　三日に一度の割合で雨が降りジメジメとしていたどこか憂鬱な梅雨も終わり（三Ｋたちは制服が透けることが多くなると喜んでいたけど）、衣替えからそれなりに時間も経たったことからすっかり夏服にも慣れ、その暖かい陽気からだれもが皆自おのずと開放的な気分になる季節。

　ふとしたことから学園のアイドルにして超お嬢様である乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの〝秘密〟を知ることになり、それを守るためにいっしょに行動することが多くなってから、早くも三ヶ月が経たとうとしていた。

「それでですね、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のブルーレイボックスが今度発売されるんです。予約をしようと思っているんですが、店舗ごとに予約特典が異なるためどれにしようか迷っていて……」

「うんうん」

　今日も今日とて、俺は明あ日す夏かといっしょに『ＡＭＷ研究会』へ向かうべく廊下を歩いていた。

　ここのところあった気になる出来事を話しながら、肩を並べて進んでいく。

　それ自体は最近では日常となった光景。

　ただいつもと違うのは、校舎内のあちこちからトンカントンカンと何かを打ちつけるような音が響いてくることだ。それに合わせて、生徒たちの「こっちの看板、曲がってない？」「大丈夫、ちゃんと『白はく鳳ほう祭』の文字が真まっ直すぐになってる」「お、ならよかった」なんていう声も聞こえてくる。




　──『白はく鳳ほう祭』。




　そう、学校内では今まさに文化祭に向けて準備の真っ最中なのだった。

　およそ一週間後の七月十四日と十五日に、二日間にわたって文化祭が開催されるのだ。

　白はく城じよう学園の文化祭──通称『白はく鳳ほう祭』は以前は秋に行われていたのだけれど、数年前から三年生の受験に影響を与えないようこの時期に開催されるようになったらしい。

「もうすぐ文化祭ですね。高校の文化祭ははじめてなので、楽しみです」

「ああ、出し物とかも中学の時よりも豪華だろうし」

「ええと、うちのクラスは、確か……」

「アサガオの観察記録の展示だっけか」

「あ、でしたね……」

　明あ日す夏かが苦笑いを浮かべる。

　白はく鳳ほう祭は基本的にそもそも参加するかどうかも含めて自由であるため、各クラスのやる気がそのまま展示内容に出てしまうのである。

「ちょっとだけ残念かもです。メイド喫茶とか、やりたかったんですが……」

「あれ、明あ日す夏か、そんなにメイド好きだっけ？」

「え？　いえ、私ではなくて、その、メイド服が好きで好きでたまらなくて防災頭巾の代わりに防災メイド服を頭から被りたいという澤さわ村むらさんのために……」

「も、もうそのネタはいいから！」

　引っぱりすぎでしょ！

　いいかげんきれいな身体になりたい……

　そんなことを話しながら二人で『ＡＭＷ研究会』の部室へと向かう。

　何でも今日はこれから、文化祭における『ＡＭＷ研究会』としての出し物の件で、話し合いがあるのだという。

「『ＡＭＷ研究会』では何を出すんでしょう？」

「うーん、何だろ。未み来らいさんから何か聞いたりしてないの？　昔、何をしてたとか」

「あ、聞いてないです。その頃は私、自分のことで精一杯で、未み来らいお姉ちゃんが何をやっているのかほとんど分かっていなかったので……」

「そっか」

　明あ日す夏かの表情がちょっとだけ曇ったので慌てて話を変える。

　とはいってもそんな大層なものではないだろう。

　たぶん同人誌制作とか、イラスト展示とか、そういう内輪向けの類のものかと思っていたんだけれど……







「──というわけで、今年の『白はく鳳ほう祭』でも我が『ＡＭＷ研究会』主催で、恒例の『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』を行おうと思う」

　皆の顔を見回して、神楽かぐら坂ざか部長が力強く言い放った。

「知っての通り、『ＡＭＷ研究会』では毎年クイズ大会を行っている。二日間かけて校庭のメインステージを借り切る、伝統ある大イベントだ。例年通り一日目はソロ参加での大会、二日目はペア参加での大会という形式で行いたいと思う。異議がある者はいるかな？」

　ぜんぜん内輪向けじゃなかった。

　というかめちゃくちゃ盛大だった。

　いや知っての通りって言われても、完全に初耳なんですが……

　だけど三Ｋたちにとっては周知の事実のようで、

「うむ、ついにこの時が来ましたな！」

「この『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』に携わるために『ＡＭＷ研究会』に入部したといっても過言ではないかもしれません」

「腕が鳴るぜ！」

　興奮気味にそう言い合う。

　え、そんなに有名な大会なの？　そこまで言うほどなの……？

　割とひどいネーミングなのに……

「あ、部長ー！　私は本戦に参加したいと思いまーす。だから大会の運営と問題作りはパスってことでいいですかー？」

　と、冬ふゆ姫きが手を上げてそう口にした。

「うむ、了解した。そういうことなら朝あさ倉くらは準備からは外すとしよう」

　あ、なるほど、大会本戦に参加するなら準備は免除なんだ。

　確かにクイズに答える者とクイズを作る者とに重なりがあると、不公平だと思われるかもしれない。

　だとすると俺としてはここは参加すべきかそれとも裏方に回るべきか……

　身の振り方を考えていると、三Ｋの一人がふとこう口にした。

「もちろん乃の木ぎ坂ざかさんも出るのですよな？」

「え？」

　明あ日す夏かが目をぱちぱちとさせる。

「クイズ大会ですよ。やはり乃の木ぎ坂ざかさんも運営よりも参加する方に回られるのですかな」

「この大会で優勝することは、〝アキバ系〟にとって最高の誉れですからね」

「未み来らい先輩も過去に優勝してるって話だしな」

「え……っ」

　その言葉に、明あ日す夏かの動きがぴたりと止まった。

　未み来らいさんの名前は……言ってみれば明あ日す夏かにとってパブロフの犬のベルの音みたいなものだから。

「お、お姉様が……そ、そうなんですか？」

　訊きき返すと、神楽かぐら坂ざか部長がうなずいた。

「うむ。未み来らい部長は一年生の時にソロとペアの両方に参加をして、見事に優勝を飾ったと聞いている。他を寄せ付けない圧倒的な勝利だったらしい。その時に『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の二つ名を十年ぶりに継承したとの話だ」

「『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』を……」

　明あ日す夏かが小さくそう言葉を漏らす。

　何のこっちゃ、と思うかもしれないので説明しておこう。

『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』というのは──この白はく城じよう学園に伝わる伝説の二つ名のことだ。

　知力・体力・美貌・人柄、その他もろもろ、それら全てにおいて卓越した能力を持つ者だけに贈られる称号なのだという。その称号を持っているというだけで、学園内のみならず卒業後にも政財界や芸能界、法曹界などの各界から一目置かれるとか。それだけにその要求されるハードルも高く、ここ二十年の間に三人しか出ていないという話である。何でも初代の人は眉び目もく秀しゆう麗れい才さい色しよく兼けん備びで家も超が付くセレブで、さらには〝アキバ系〟についても神がかったエピソードを持っていたと、あらゆる面において完璧を誇った神話級のお嬢様だったらしい。未み来らいさんや明あ日す夏か以外にそんな人がいるなんて、世の中は広いというか……

　ともあれ、未み来らいさんがクイズ大会に優勝してその『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の二つ名を受け継いでいたというのなら、明あ日す夏かの答えは一つだった。

「わ、分かりました。私も参加させてもらってもいいですか？」

「乃の木ぎ坂ざかさんもか。うむ、承知したよ」

　神楽かぐら坂ざか部長がうなずく。

　それを見て、俺も慌てて手を上げた。

「あ──俺も参加でいいですか！」

「む、澤さわ村むらもか？」

「は、はい。ダメ……ですか？」

　明あ日す夏かが出るというのなら、そのサポートをする必要がある。だとしたらやっぱり問題作成に携わっていてはまずいだろう。

「意外だな、君がそう言うとは思わなかった。しかしあい分かった。参加、了承しよう」

　そう答えると、神楽かぐら坂ざか部長は皆の顔を見渡して、

「では朝あさ倉くらと澤さわ村むらと乃の木ぎ坂ざかさんは本戦に参加。準備は私と木き村むら、河こう野の、古こ林ばやしで行うということでいいかな？」

「任せてくだされ」

「我々の問題作成能力を見せ付けてやるとしましょう」

「やってやるぜ！」

　三Ｋたちがグーにした拳を勢いよくぶつけ合おうとして見事に失敗をしてお互いの顔面を殴り合っていて、

「問題の内容に関係ないことだったら何でも手伝うから、言ってねー」

　冬ふゆ姫きもそう言っていた。

　こうして……明あ日す夏かといっしょに『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』へと参加することになったのだった。







　　　　１




「クイズ大会か……」

　部活が終わって。

　この時間でもまだ明るい帰り道を、明あ日す夏かと二人で歩いていた。

「まさか『ＡＭＷ研究会』でそんな大がかりな出し物をやるとは思わなかったな」

「そうだね～、あんまり派手な雰囲気の部活じゃなかったし。意外と言えば意外かも」

　隣の明あ日す夏かがうんうんとうなずく。

　ちなみに学校からだいぶ離れ周りに人もいないので、人ひと懐なつこい方のモードになっている。

　動物の耳みたいなツインテールが夕焼けの中でぴょこぴょこと揺れていた。

「クイズ大会……正直ちょっと気後れはするけど、でもお姉ちゃんが参加したものなら、それをきっかけにして『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の二つ名を継いだものなら、わたしも挑戦しないわけにはいかないもんね」

「ん、分かってる」

　未み来らいさんのルートを辿たどって、未み来らいさんに比ひ肩けんしうる立派な〝アキバ系〟レディになる。

　それは明あ日す夏かが何をしてでも為なし遂とげたい目標。

　これはそのための一歩だ。

　明あ日す夏かのために、できる限りの協力はしようと思う。

「だけど出題内容が『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』からだっていうのは、ちょっとラッキーだったかも」

「それは確かにそうかもな」

　何でも『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』の出題範囲はあらかじめ公示されていて、近年はそのシーズンに最も話題となっているアニメ──今期でいうところの『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』──なのだという。

　基本的に知識が『マホちゃん』に偏っている明あ日す夏かにとっては、これは願ってもない話だ。

　最初に触れたコンテンツだっていうのと、今期の覇権となるだけあり魅力的なキャラやストーリーが心をアイアンクローのごとくがっちりと摑つかんだっていうのもあるんだろう。現状で明あ日す夏かが追っているのはほとんどが『マホちゃん』関連だ。それ以外はおそらく全体の一割にも満たない。

　でも、それでいいんじゃないかな。

　本来〝アキバ系〟っていうのは、そうやって一つのキャラなりコンテンツなりを好きになった結果、それらにはまりこんで沼に落ちるパターンが定石だから、明あ日す夏かの好きになり方は〝アキバ系〟として確かに正しいものなんだと思う。

　未み来らいさんと同じような〝アキバ系〟マスターになるためにはまだまだ経験しないといけないことはたくさんあるだろうけど、ひとまず今はこれで間違ってないはずだ、うん。

「だけどこうやって〝アキバ系〟をちゃんと好きになれる日がくるなんて、思いもしなかったな～」

　と、明あ日す夏かが感慨深げに口にした。

「せんせーがいなかったら〝アキバ系〟ときちんと向き合うこともなかったかもしれないし、ほんとは初心者だってこともずっと〝秘密〟のままだったと思う。好きなものをちゃんと好きって言える人たちに引け目を感じながら、お姉ちゃんの辿たどった道を追うためだけに触れていくことになったんじゃないかって思う。だからせんせーにはほんとに感謝かな」

「明あ日す夏か……」

「でもまだまだ〝アキバ系〟には知らないことがたくさんだし、またせんせーにびしばし特訓してもらわなきゃ」

　なぜだか楽しそうに明あ日す夏かが言う。

「ビシバシはともかくとして、できることなら助けになるから」

「うん、ありがと」

　そう言うと明あ日す夏かはちょこんと一歩前に踏み出した。

　そしてくるりと振り返ると、夕ゆう陽ひを背にしてにっこりと笑った。

「頼りにしてます、せんせ♪」

　その笑顔は甘えてくる仔こ犬いぬのようで……うーん、かわいすぎる……







　その言葉通り、その日から特訓が開始された。

　とはいってもここ最近はずっと『マホちゃん』一直線だった明あ日す夏かだ。

　やることといったら確認のために録画していたテレビシリーズをいっしょに見返したり、前シーズンのブルーレイを見たり、原作となっているライトノベルを精読したりするくらい。

　要するに、いつもの毎日だった。

　特筆すべきこととしては、二点ほど。




　一つは、前に話していた『マホちゃん』のブルーレイボックスの予約に行ったことだ。

「う、う～ん、こっちは描き下ろしお風ふ呂ろポスターで、あっちのお店がマウスパッドかぁ……どっちがいいんだろう……？」

「やっぱり、明あ日す夏かがどっちがほしいかじゃない？」

「どっちもほしい～！（即答）」

　誕生日プレゼントに某ＶＲと某Switchを前にした子どもみたいな明あ日す夏か。

「いや……そこはどっちかに絞らないと」

「分かってる、分かってるよ……でも選べないんだよぉ～」

「……」

　意外と優柔不断というか決められない系の女子だった。

　気持ちは分かるけどさ……

「ど、どっちも予約しちゃおうかな……ブタさんのお年玉貯金を崩せばきっと何とか……うふふ……（ふらふら）」

「ダ、ダメだって、二つもボックス、いらないでしょ……！」

「で、でも、お風ふ呂ろポスターはお風ふ呂ろに入りながらでもマホちゃんとピアニッシモちゃんが温かく見守ってくれるし、マウスパッドはマホちゃんの豊満な胸元が手首を優しく包んでくれるし……」

　特典サンプルを前にして時限爆弾の赤と青のどちらのコードを切るかの選択を迫られるがごとく悩むことおよそ一時間。

　結局マウスパッドはすでに家にあるという理由から、苦渋の選択でお風ふ呂ろポスターに決めたのだった。




　もう一つは、秋葉原にあるレストランカラオケに行ったこと。

　目的はそのカラオケ店と『ＭＧＯ』とのコラボだった。

　店舗に行ってコラボされたメニューやドリンクを頼むと、描き下ろしイラストのノベルティがもらえるのだという。

「わたしはこれにしよ～。『マホちゃんのマジカルレインボーカクテル』」

「ん、いいんじゃないか」

「せんせーはどうするの？」

「んっと、これにしようか」

　メニュー欄の一番端にひっそりとあった『イカクリムゾンの醜悪なアヒージョ』。

　いやほら、イカクリムゾンとは何かと縁があることだし何となく親近感があるというか……

『マホちゃんのマジカルレインボーカクテル』は名前の通り七色に輝くノンアルコールカクテル（ジュース）で、見た目も味もこれでもかとばかりにキラキラとした逸品だった。

『イカクリムゾンの醜悪なアヒージョ』は大量にまぶされたイカスミが毒々しくて、見た目は食欲を著しく減退させる一品だった。頼んでおいて何だけどどうしてこれをコラボした……

「ん～、おいしい。マホちゃんの味がするよ～」

　明あ日す夏かがルンルンな表情でマホちゃんドリンクを全部飲みきって、俺が口の周りをドス黒く染めながらアヒージョを完食する。醜悪なアヒージョ、見た目は文字通り醜悪だったけど味はおいしかった。

「あはは、せんせー、お口の周りが黒ヒゲみたいだよ～」

　しょうがないじゃないですか……




　そんな風に『マホちゃん』漬けの毎日を過ごしていった。

　明あ日す夏かの物覚えはさすがという他ない見事なもので、みるみる内に新しい知識を吸収していった。

　もともと一つのことにはまりこむとその集中力が達人並みな上に、デフォルトの記憶力や理解力がさすがに半はん端ぱじゃないときている。

　一を聞いて十を知るどころか気が付いたら新しい公式を作り出していたレベル。

　今や『マホちゃん』に関することだけなら、冬ふゆ姫きとも向こうを張れるんじゃないかってほどになっていた。

「ここのマジカル神聖文字は実はアナグラムなんだよね～。アルファベットに直した後に並べ替えて一定の法則に置き換えると呪文の詠唱になって……」

「どこで覚えたの、その知識……？」

「え？　普通に第五話で出てきてたよ～。マホちゃんが図書室で読んでた本の百五十八ページに載ってたんだ～」

「普通それには気付かないって……」

「えー、そうかな？」

　もはや考察サイトもしのぐかと言うほどの高い水準。

『マホちゃん』については俺から口を出せることはもうないかもしれません。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㊳（秘密レベルＣ）

　意外と優柔不断。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㊴（秘密レベルＣ）

『マホちゃんのマジカルレインボーカクテル』がお気に入り。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㊵（秘密レベルＡ）

『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』についての知識はマスターレベル。












　そして瞬またたく間まに一週間は過ぎていき。

　──『白はく鳳ほう祭』の日はやって来た。
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　中学でも高校でも、文化祭の醸かもし出だす雰囲気が特別なものだってことには変わりはない。

　何というか、空気からして違う。

　お祭りというかパーティーというか、そういった非日常な空気が温泉街の湯気のように至るところからあふれ出ている。そのワクワク感は何ていうか定期的に休載する人気マンガの連載再開の日だったり、延期に延期を繰り返してようやくリリースまでこぎつけられた新作ゲームの発売日なんかに似ていた。

「わあ、何だかアミューズメントパークみたいです……！」

　様々な出し物に彩いろどられた校内を見回して、明あ日す夏かが声を上げる。

　すでに開場された敷しき地ち内には普段とは違う飾り付けがされ、あちこちで見慣れない他校の制服や私服のお客さんたちが多く行き来していた。

「あそこにあるのはタコ焼きの屋台で、あっちにあるのは射的でしょうか、向こうにはダンスを踊っている人たちが見えます」

「中庭では冬ふゆ姫きたちが『マホちゃん』のコスプレをしてるな。……三Ｋたちも」

　なぜかわざわざ女性キャラの。ここからでも見えるすね毛が目の毒すぎる……

「楽しそうです……♪」

　興奮を隠しきれない様子で明あ日す夏かが目をきらきらと輝かせる。いちおう確認しますけどそれは三Ｋのすね毛に対しての感想じゃないですよね……？

　さて──これからどうしよう。

　文化祭の日は基本的に自由登校だ。

　クラス展示は無人でオッケーだし、『ＡＭＷ研究会』の部員たちはご覧の有り様だ。『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』は、午後一時から校庭に設置されたメインステージで開催されるため、まだ余裕がある。

　つまり……時間があるということだ。

　だったら──

「あ──あのさ、明あ日す夏か」

「はい？」

「もし何か用事がなかったら……その、いっしょに、見て回らない？」

　清水の舞台から捻ひねり飛び込みをする気分で、思い切ってそう誘ってみた。

　やっぱりせっかくの文化祭のわけだし……できることなら明あ日す夏かといっしょに見て回りたいと思うのは、魚がエラ呼吸をするくらいに自然なことだよね？

「え……？」

　その申し出に、明あ日す夏かが目をぱちぱちとさせていた。

　仔こ雀すずめが米鉄砲を食らったみたいな意外そうな表情。

　あ、あれ、これもしかして『あ、え、ええと、何か勘違いされてるみたいですけれど、私、はじめての文化祭はもういっしょに回る素敵な方が決まっていて……（困った相手を見る笑顔）』みたいに断られるフラグ……？

「……しい、です……」

「え？」

　何て言ったの？

　お、おこがましい……？

　それともあつかましい……？

　けがらわしいとかだったら泣いてしまうかも……

　だけど次にきた言葉は、そのどちらでもなかった。

「嬉うれしい、です……」

　小さく微笑ほほえみながら、明あ日す夏かはそう言った。

「誘ってくれて、ありがとうございます。私も……その、澤さわ村むらさんといっしょに、回りたかったので……」

　きゅっと胸の前で手を合わせて遠慮がちに見上げてくる。

「そ、そっか……」

「は、はい……」

「……」

「……」

　お互い、何となく沈黙してしまう。

　何だろ、この空気。

「え、ええと、行こうか？」

「はいっ……♪」

　うなずき合って。

　明あ日す夏かといっしょに歩き出したのだった。







　まずは軽く腹ごしらえということで、屋台をいくつか見て回ることにした。

　明あ日す夏かと二人でたくさんの屋台が並んだ校庭に出る。

　どちらかといえば内輪のお祭りといった感の強かった中学のものと比べて、さすがに高校の文化祭は規模が違った。

　焼きそばやタコ焼きの定番屋台なんて当たり前として、リンゴ飴あめやアンズ飴あめ、トムヤムクンやケバブの屋台なんてものまである。

「すごい、壮観です……！　どれから行きましょうか、澤さわ村むらさん」

「うーん、そうだなあ……」

　やっぱり屋台といえば最初は粉物だろう。

　その中でもお好み焼きとタコ焼きで迷うところだけど、タコ焼きの方が食べやすいのでそっちにすることにする。

　食欲をそそる湯気を上げるタコ焼きを一パック買って、明あ日す夏かに手渡した。

「わあ、これがタコ焼きなんですね。ええと、どうやって食べたらいいんでしょう？　ナイフとフォークで切り分けて……？」

　え、何を言い出してるの、明あ日す夏かさん。

「もしかして、明あ日す夏か……」

「はい、タコ焼きを食べるの、はじめてなんです」

　やっぱり。

　まあ由ゆい緒しよ正しい庶民料理ですからね……

「ええと、タコ焼きはそのまま食べれば大丈夫だから」

「そうなんですか？」

「うん。熱いかもしれないから気を付けて」

「分かりました。では失礼をして……はふ……はふ……わ、熱いけど、おいしいです」

　幸せそうな顔をして頰張っている。

　なんか冬眠前に頰袋をいっぱいにしてるリスみたいでかわいいな……

「澤さわ村むらさんもどうですか？」

「あ、うん、もらう──」

「どうぞ、あ～ん」

「！」

　まさかの「あーん」リバイバル！

　この前以来の二度目であるため動揺は少なめだけど、あの時と違うのはここは学校のど真ん中ってことである。当然周りには明あ日す夏かを女神と崇あがめる生徒たちが狂信者のように群がっているわけであって……

「な──あ、あいつ、何をやっているの……！」「カバみたいに間抜けに口を開けて……」「乃の木ぎ坂ざかさんにあーんをさせている……だと……」「ああん!?」

　当然そういう反応がきますよね！

　そんなのはこっちとしても百も承知である。とはいっても飼い主の前でお手をしようと待ち受ける仔こ犬いぬみたいな顔で「あ～ん」スタンバイをしている明あ日す夏かを無下にすることなんてできやしない。

　覚悟をして、口を開ける。

　熱々のタコ焼きが明あ日す夏かの手によってそっと口に運ばれ、歯ごたえのあるタコの脚が舌の上でモチモチと弾むように躍るけれど、正直味なんてさっぱり分からない。

「あいつの幸せそうな顔──許せない……！」「タコの触手プレイをしてるコラを作って拡散させてやろうか……！」「ついでにタコ殴りにしてやる」「やってやろうぜ！」

　ああ、今日が（社会的）命日か……

　幸せそうににこにこと笑みを浮かべる明あ日す夏かを見ながらそんなことを思っていると、ふいにメインステージの方から歓声が上がるのが聞こえた。

「？　何でしょう？」

　明あ日す夏かがちょこんと首を傾けた。

「ええと……この時間はなんかアーティストが来てるって。あ、姫ひめ宮みやみらんだ」

　姫ひめ宮みやみらん。

　アニソン界の女王と呼ばれている有名なアーティストだ。

　紅白にも何回か出場したことがあるとかで、以前に見ていたアニメの主題歌などで聞いたことがあったけど、生で聞くのは当然これがはじめてだった。

「いい曲ですね……」

　明あ日す夏かがうっとりとそう口にする。

　うん、確かに良いい曲だ。繊細なんだけど力強さを兼ね備えていて、その独特の歌声は耳に残る。声量もある。分からないけど、以前にテレビから流れているものを聞いた時よりもピッチがしっかりしているような気がする。データで聞くよりも生で聞く方がうまく聞こえるのって、相当にすごいことだと思う。

　ふと見ると、周りの生徒たちもその歌声に聞きき惚ほれていた。

　全員の目がメインステージの方に注がれている。

　あ、もしかして今なら逃げられるかも……！

「明あ日す夏か、行こう……！」

「え？　あ、はい」

　明あ日す夏かを促して、その場からハイエナに包囲されたインパラのように離脱したのだった。







　危うく最後の晩ばん餐さんになりかけたタコ焼きの屋台を離れ、次に回る屋台を探していると、

「あ、澤さわ村むらさん、あれが食べたいです！」

「ん？」

　明あ日す夏かが指さした先にあったもの。

「あ、かき氷か」

　それはかき氷の屋台だった。

　まだ午前中とはいえ、さすがに七月の陽気だけあってかなり暑い。校庭の向こうに陽炎かげろうとかが見える。確かにこの暑さだと、冷たいものが欲しくなってくる気持ちはよく分かった。

「よし、じゃあかき氷を食べよう」

　屋台に足を向けて、イチゴと練乳を買う。

「明あ日す夏かはこっちだったよね。はい」

「ありがとうございます」

　明あ日す夏かにイチゴ味を手渡して、真っ白な練乳のかかったかき氷を口に運ぶ。

　うん、うまい。頭にキーンとくるけどそれもまた一興というか、いかにも夏っていう感じがする。

　と、明あ日す夏かが俺の手元をじーっと見つめていた。

「澤さわ村むらさんのは何味ですか？」

「ん？　こっちは練乳だけど」

「練乳……おいしそうです」

「一口食べる？」

「え、いいんですか？」

「ん、もちろん」

　そう言って明あ日す夏かのスプーンで取りやすいように差し出そうとして、

「それではいただきますね。──えいっ♪」

　ぱくっ。

「！」

　小鳥みたいに首を伸ばして、明あ日す夏かがこっちの練乳を小さくついばんだ。

「わ、ほんとです。甘くておいしい……♪」

「……」

「あ、ごめんなさい。おいしそうだったので、つい……」

「い、いや、それはいいんだけど……」

　そこ……さっきまで俺が口をつけてたところなんですが……

「あ、よかったらこちらのイチゴもどうぞです」

「え！」

「練乳のお返しです。どうぞ、がぶっといっちゃってください」

「……」

「……」

　曇りのない無邪気な目で見つめてくる。

「じゃ、じゃあ……」

「はい、遠慮なく」

「い、いただきます」

　パクリ。

　剽ひよう窃せつみたいな擬音とともに、思い切ってかぶりついた。

　口に広がる甘いイチゴの香り（初恋の味はイチゴ味って本当かな……）。明あ日す夏かが口をつけていたところにダイレクトにいくことは……さすがにできませんでした（チキン）。

「どうですか、イチゴ味」

「う、うん、うまい」

「ですよね。えへへ」

　何だろう、幸せすぎる。明日あたり突然不条理なデスゲームにでも巻き込まれて死ぬのかな……







　さて、文化祭の出し物といえば定番中の定番のものがある。

　これを外しては学園祭は語れない、どこに行っても必ず一つはあるスタンダードと言えるもの。

　屋台を見終わり、校舎内に入った俺たちが歩いていた先にその出し物はあった。

　それは、

「……いらっしゃいませー……百鬼夜行と悪魔たちが跋ばつ扈こする阿あ鼻び叫きよう喚かんの恐怖の館はどうですかー……？」

　血ち塗まみれの白装束をまとった女子生徒がおどろおどろしい声でそう誘う。

『大絶叫！　悪魔が来たりてキョンシーが跳ね回る魑ち魅み魍もう魎りよう・妖魔の館』と書かれた真っ赤な看板が、そこにあった。

「さ、澤さわ村むらさん、これ……」

「お化け屋や敷しき、だね……」

　作り込まれた外観といい女子生徒のメイクといい、ずいぶん本格的だ。

　といってもいまいち国籍が渋滞気味だけれど……

「うちのクラスのお化け屋や敷しきは、演劇部と映像部と怪談研究会がプロデュースしてますからねー……怖いですよー、恐ろしいですよー……」

　いやあなたの顔が怖いんですが。

「どうですかー……あなたも恐怖の神髄を味わってみませんかー……？」

「せ、せっかくだから、入ってみましょうか……？」

「え……」

　明あ日す夏かがこっちを見上げながらそう言った。

「ほ、ほら、お化け屋や敷しきといえばやっぱり学園祭の目玉ですし……」

「あ、うん、明あ日す夏かがそう言うなら……」

　拒否する理由はミジンコの欠片もない。

　小さくうなずく明あ日す夏かとともに、『大絶叫！　悪魔が来たりてキョンシーが跳ね回る魑ち魅み魍もう魎りよう・妖魔の館』へと入る。

　教室の中は真っ暗だった。

　辺り一面暗幕で覆われていて、灯あかりとなるものは各所に据え付けられたキャンドル型のライトくらいである。

「は、離れないでくださいね……？」

　ぎゅっと明あ日す夏かが腕につかまってくる感触が伝わってくる。

　う、柔らかい。周りが完全な暗闇なだけに他の感覚が鋭敏になっているため、よりそこが際きわ立だつというか……

　少しだけ心臓がトゥンク……と動くのを感じながら進んでいく。

　と。

「シャー！」

「きゃ、きゃあああっ……！」

　物陰から河童かつぱが飛び出してきた。

[image: ]

　皿がぬめぬめとてかり、深緑色の身体をしただいぶリアルな河童かつぱだ。

「い、いやぁああああ……」

「あ、明あ日す夏か、大丈夫……？」

「う、ううう……」

　ぎゅぅううううううう。

　思いっきり抱きついてきてそのまま俺のシャツの中に顔を突っ込んでくる。だけど、その、明あ日す夏かは全体的に柔らかいためほとんど痛くない。

「ほ、ほら、もう河童かつぱはあっちに行ったから……」

「…………」

　袋から外の様子をうかがう仔こカンガルーみたいに、俺の腕の隙間から顔をちょこんと出してくる。

「ギャー！」

「!!」

　と、今度は吸血鬼が棺かん桶おけの中から飛び出してきた。

　再び袋に入った仔こカンガルー状態になる。

「……う、ううぅうう……」

　その後も、暗がりからぬらりひょんが出てきたかと思えば、その股下からゾンビが這はい出だしてきて、ドラゴンが歩き回る向こうをキョンシーが一つ目小僧を背負ってピョンピョンと跳ねていた（節操ない……）。

　明あ日す夏かはその間ずっと、俺のシャツを被かぶって布地越しに辺りの様子をうかがっていた。







「う、うう、お化け屋や敷しき、あんなに怖いとは知りませんでした……」

『大絶叫！　悪魔が来たりてキョンシーが跳ね回る魑ち魅み魍もう魎りよう・妖魔の館』を出て。

　明あ日す夏かが涙目でそう口にした。

「明あ日す夏か、自分から入ろうとしてたから、得意なのかと思った……」

「得意とか、よく分かりませんでした。その、はじめてだったので……」

　あ、やっぱりはじめてだったのか……

　そうじゃないかとは思っていたけど……

「でも……これもまたメモリアルです」

「メモリアル……」

「はい。怖かったけど、何だか胸がすごくどきどきしました。こんなに興奮したのは……はじめてかもしれません。澤さわ村むらさんの……おかげです♪」

　そう言って「え、えへへ」と微笑ほほえんでくる。

　う、か、かわいい……！

　かわいさに戦闘力があるのなら五十三万を遙はるかに超えてまだ変身を三回残しているところだ。スカウター壊れちゃうよ……




『──間もなく、「ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会」が開催されます。出場者及び観覧者の方は、校庭中央のメインステージまでお越しください』




　やがて校庭の方からそんなアナウンスが聞こえてきた。

　いよいよ『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』の時間みたいだ。

「行こうか」

「はいっ」

　うなずき合って。

　メインステージへと向かったのだった。




　──このクイズ大会が、俺たちの大きな転換点となるとも知らずに。








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㊶（秘密レベルＣ）

　タコ焼きを食べたことがなかった。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㊷（秘密レベルＢ）

　お化け屋や敷しきも入るのははじめて。

・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㊸（秘密レベルＣ）

　かわいさの戦闘力がフリー●並み。









　　　　３




「──それではこれより、『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』を始める。諸君、準備はいいかい？」

　神楽かぐら坂ざか部長の高らかな声がメインステージに響き渡って。

『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』は始まりを告げた。

「まずは参加者の紹介をするとしよう。一人目は、我が白はく城じよう学園二年三組、山やま下したさん。彼女はマンガ同好会に所属していて、自身でも同人活動をしている才媛であって──」

　簡単な紹介とともに、参加者の名前が読み上げられていく。

　参加者は全部で八人。

　その中でも、冬ふゆ姫きと明あ日す夏かの名前が呼ばれた時には、観客席から一ひと際きわ大きな歓声が上がっていた。冗談ではなくてステージが少し揺れたくらいだ。明あ日す夏かは当然として、やっぱり冬ふゆ姫きも人気あるんだなあ……

　ちなみに俺は今日のソロ戦には参加しないので、舞台袖からどこかの家政婦のようにひっそりと応援するだけである。

「それにしてもよくこんなに集まったもんだよなあ……」

　改めて見てみると、メインステージにはたくさんの観客……〝アキバ系〟の人たちが詰めかけていた。

　白はく城じよう学園の生徒、他校の生徒、教員、保護者、よく分からない人たちetcetc。それにしてもすごい人数だ。全部合わせて三百人くらいいるんじゃないか？　『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』が伝統あるクイズ大会だというのは本当みたいだった。名前はひどいけど。

「ではでは、参加者も揃そろったところでさっそく始めるとしよう。まずは今回の大会のテーマであるけれど……」

　神楽かぐら坂ざか部長がマイクを手に観客を見回す。

「テーマは知っての通り今期の覇権アニメ、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』だ。みんな、『マホちゃん』は好きかーい？」

「「「おおー[image: ]」」」

　地面が揺れるような大歓声。

『マホちゃん』のキャラクターの描かれたボードを大きく掲げたり、コスプレをして飛び跳ねたりしている面子メンツもいる。……うん、いいんだけど、何でみんな女装なんですかね。

「『マホちゃん』といえば不朽の『ドジっ娘魔法少女』シリーズであり、今期のナンバーワンであることは間違いない。なので今回も当然『マホちゃん』がテーマである──」

「……」

「──と、言いたいところなのだが」

　そこで、神楽かぐら坂ざか部長が言葉を止めた。

「『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』は確かに疑うことなき今期の覇権アニメだ。だがあまりにも覇権すぎて、皆語り尽くしてしまっている感もあるだろう。ＳＮＳやネット上でも、毎日のように『マホちゃん』や『ＭＧＯ』の話題で持ちきりだ。むしろ九割方それしかないと言ってもいい」

　観客席から「確かに……」「それはそうかも……」といった同意の声が上がる。

「だからこそ、今ここでそれ以外のものにも脚光を当てたいと思う」

　え、あれ？　こんな台詞せりふ、台本にあったかな……

　クイズの問題とは関係のない進行台本は見せてもらっていたけれど、今の部長の台詞せりふは思い当たらない。

「『マホちゃん』以外にも素晴らしいアニメは今期もたくさんある。それらがフィーチャーされないのは、この上なくもったいないことであり、同時に悲しいことだ。やはり〝アキバ系〟を極めようとする者は、深さとともに様々なジャンルにまたがる広い視点を持ってほしい。そこで──」

　言葉を溜ためながら、神楽かぐら坂ざか部長が辺りを見回す。

　え、待って……この流れ……まずくないか？

「そこで……今回の『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』の問題は、私の独断とサプライズで、『マホちゃん』以外のアニメから出題することにした！」

「な、何だってー!!」と、観客席からざわめきが上がる。

　突然のサプライズ。冬ふゆ姫きをはじめとした参加者たちも驚いているようで、互いに顔を見合わせて首を捻ひねり合っている。サプライズだというのだからそれはそうなんだろうけれど。

　だけど問題はそこじゃない。

　このサプライズで……致命的なダメージを受ける者がいた。

「…………」

　明あ日す夏かだ。

　だって明あ日す夏かは『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』以外についてはほとんど何も知らない仔こ猫ねこちゃんに等しい。三ヶ月前にはじめて〝アキバ系〟に触れたんだから、広い視点も何もあったもんじゃない。

　解答者席の明あ日す夏かを見る。

　明あ日す夏かは事態を理解して、ネズミを眼前にしたネコ型ロボットみたいな蒼そう白はくな顔で身体を震わせていた。目にはもうすでにハイライトがない。

　ど、どうしたらいい……!?

　この流れはまずい。非常にまずい。

　今から問題を元に戻してもらう……いやそんなのは無理だ。醜悪なイカクリムゾンのコスプレをして「グロッグロッグロッ……」とステージに乱入する？　つまみ出されて終わりだろう。放送室に行って校内放送で明あ日す夏かを呼び出してもらいこの場から離脱させる……ダメだ、そんな時間はもうない。

　俺が舞台袖で煩はん悶もんしているうちに、問題は始まってしまった。

「──それでは第一問。まずは小手調べといったところだ。『ぬるカン』の第一話で使われた酒器は何であるか？」

　出された問題を受けて、参加者たちが次々とフリップを出す。

　だけど明あ日す夏かだけが、凍り付いてしまったかのように身動き一つしないでいた。

「あれ、どうしたんだろう乃の木ぎ坂ざかさん？」「何で解答しないの？」「ほら、きっと演出？　わざとやってるんだよ」「そっか、そうだよね」

　辺りからそんなささやきが聞こえてくるものの、明あ日す夏かはやはり動かない。……いや、あれ動けないんだって……

「さあ、残り時間はあと三十秒だ。まだ解答を出していない者は急いでくれたまえ」

「……」

　制限時間いっぱいになって……ようやく明あ日す夏かが出したフリップは、白紙だった。

　途端に周囲がざわつく。

「え……どうして明あ日す夏か様が……？」「あんなの、すげぇ簡単だよな……？」「俺でも分かるぞ……？」「やっぱり何かの演出……？」

「──正解は『江戸切子』。？　乃の木ぎ坂ざかさん以外……全員正解だ」

　神楽かぐら坂ざか部長が釈然としない表情でそう口にする。

「では次の問題だ。『アワビさん』の登場人物で一番歳とし上うえなのはだれか？」

　再び次々と出されるフリップ。

　だけどやはり……明あ日す夏かは動けない。

　やがて制限時間になり、明あ日す夏かが顔をうつむかせたままフリップを上げた。……白紙のままで。

　この辺りで、さっきまではさざ波のようだった動揺が本格的なものになった。

「え、どうして……？」「演出にしてはくどいよな……」「もしかして、本当に分からないとか……？」「いやいやあの乃の木ぎ坂ざかさんに限ってそんなことあるわけ……」

　解答者も観客も、問題を出している神楽かぐら坂ざか部長や三Ｋたちすらも、何が起こっているのか分からないという顔で明あ日す夏かの様子をうかがっている。

　その困惑の視線を受けて、岩のようにじっと自分のひざの上を見つめている明あ日す夏か。

　こ、こうなったら、とにかく体調不良でも何でもいいから、一度明あ日す夏かをこっちに戻せないか……

　そうしたところでどうにかなるものでもない気がするけれど、とにかくこのままだと完全にアウトだ。

　明あ日す夏か本人が一時中断を訴えかけてくれれば……

　必死にバチバチとウインクをしてアイコンタクトを送るものの、だけどその祈りは明あ日す夏かには届かない（近くにいた三Ｋにドライアイ？　と訊きかれた。違うよ！）。

　全身を震わせながら、今にも倒れてしまいそうな顔にもかかわらず、必死に解答しようとしている。

「……」

　ダメだ、もう……

　その後も、微妙な空気の中で問題は続けられた。

「『はにトラ』のヒロインは三人だが、その中で唯一動物ではないのはだれか？」

　解答者たちから次々と出されるフリップ。

　だけど明あ日す夏かにそれらを答えることができるはずもなく。

「どうなってるの、これ……」「ウソだろ……」「え、え、意味が分からないよ……」「明あ日す夏か様……？」

「…………」

　とうとう最後の問題に至るまで……明あ日す夏かは一問たりとも正解をすることはできなかった。







　会場内の空気は静まり返っていた。

　空手の師範が寸止めをしようとするも失敗して弟子の顔面に正拳を入れてしまった時のような、気まずさと危うさとをはらんだ雰囲気。

「そ、それでは、優勝者の朝あさ倉くら冬ふゆ姫きさんに皆で拍手を贈ろう」

　神楽かぐら坂ざか部長の号令で、全問正解で優勝した冬ふゆ姫きへの表彰が行われようとするものの、だれもそっちのことなんて気にしていない。

　皆……一様に明あ日す夏かの方を注視している。

　その空気に耐えきれなかったんだと思う。

「……っ……」

　小さく顔を振ると、明あ日す夏かは席を立って走り出した。

「明あ日す夏か……っ……！」

「…………ご、ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……わ、わたしなんか……やっぱりむりだった……わたしみたいなおちこぼれが変われるなんておもいあがりだった……ま、また一人になっちゃう……お、お姉ちゃんみたいになんて……なれるはずがなくて……っ……」

「待って……っ……！」

　俺の声も聞こえていない様子で、明あ日す夏かは舞台袖を下りて走り去っていった。

「……っ……」

　追いかけようとするも、すんでのところで思い直す。

　ダメだ、今はそれよりもこの場の後始末を何とかしないと……！

　観客席から聞こえてくるざわめき。

　それはどんどん大きなものとなってきている。

　このまま放置しておいたら、もしかしたら明あ日す夏かが〝アキバ系〟でないという事実を疑い出す者が出てきてしまうかもしれない。そこまでいかなくとも、一問も解答できなかった明あ日す夏かに不信感を抱く者が現れてもおかしくない。それは明あ日す夏かにとって最も好ましくない事態だ。

「あ、え、ええと、聞いてくれ……！」

　気が付けばステージに出て、俺はマイクを握っていた。

「あー、今の明あ日す夏か……乃の木ぎ坂ざかさんなんだけど……」

「何だ何だ？」「だれあれ？」「あいつ……よく明あ日す夏か様につきまとってるやつ？」

　一斉に注目が集まる。

　その怪け訝げんな視線に向かって……俺は大きく息を吸い込むと、お腹なかの底から力を入れて叫んだ。




「……ドッキリ、大成功……っ……!!」




「……は？」

　一瞬だけ、会場が静まり返る。

　皆一様に何言ってんだって顔でこっちを見る。それはそうですよね……

「あの、実は……今の一連の流れはドッキリだったんだ。乃の木ぎ坂ざかさんや『ＡＭＷ研究会』には事情を知らせずに、俺が勝手にやった……」

「ドッキリ……？」

「ドッキリって……はあ？」

「え、そんな企画あったの？」

「勝手にって、あのザクみたいなやつが？」

　再びザワザワと観客席が騒ぎ始める。

　量産型で悪かったですね……！

　と、そんなことはいいとして、

「ほ、ほら、乃の木ぎ坂ざかさんを驚かせるために、ペンもわざとインクが切れて書けないやつを用意したんだ。やっぱりこういうのはリアリティを大事にしないとね。おかげでいい画が撮れたよ、グロッグロッグロッ」

「はあ？　何言ってるのよ……！」

「乃の木ぎ坂ざかさん、本気で困ってたよね……？　笑ってる場合じゃなくない？」

「ドッキリだからって、悪質だろ……！」

「あいつ、何なの……？」

　まあ、そうきますよね。

　だけどそれは好都合だ。

　こっちに醜悪なイカクリムゾンに向けられたマホちゃんのマジカルジェノサイドＡＫ47のように矛先が向くことで、明あ日す夏かの〝秘密〟バレから目が逸そらせるなら御の字なことこの上ない。

「ふざけんな！　乃の木ぎ坂ざかさんに謝れこの野郎！」

「土下座だ土下座！　スライディング土下座……！」

「ドッキリだからってやり方ってものがあるだろ！」

「笑顔が普通にキモいんだよ！」

「このハゲー！」

「工場で大量生産されてるみたいな顔してるんじゃねぇぞ！」

　うう、とはいっても容赦のない罵ば詈り雑ぞう言ごんは剝むき出だしのハートに突き刺さる。なんか土下座土下座絶叫しているやつらの先頭に佐さ々さ岡おかの姿が見えるし……。しかも最後の三つはただの悪口ですよね……？

　飛んでくるヘイトの嵐に笑顔（キモい）で耐えていると、




「えー、でもたぶん乃の木ぎ坂ざかさん、ドッキリに気付いてたよー」




　助け船は思わぬところから飛び出してきた。

　聞き慣れたアニメライクな声。

　声を上げていたのは……冬ふゆ姫きだった。

「隣で見てたけど、たぶん分かってたと思うー。分かった上でドッキリに気付いて乗っかってくれたんじゃないかなー？　わざと気付かないフリをして。乃の木ぎ坂ざかさん、すっごく気遣い上手だからー。ほら、文化祭だしお祭りだし、そういったハプニングも楽しいものだもんねー」

　もちろんドッキリなんて口からでまかせだし明あ日す夏かがそのことに気付いていたなんて事実もこれっぽっちもない。

　要するに……冬ふゆ姫きは助けてくれているのだ。

　突然グログロ笑いながらおかしなことを言い出した幼おさな馴な染じみの状況を見かねて。

　その説明に、周囲も納得したみたいだった。

「まあ……乃の木ぎ坂ざかさんが気付いてたっていうんなら、いいのか」

「なんかあのジムみたいなやつは腹立つけど……」

「文化祭だし、そういうのもありなのかな……」

　エキサイトしかけていた観客たちが静まっていく。

　これ幸いと、それまで様子をうかがっていた神楽かぐら坂ざか部長が声を上げた。

「──そ、それでは色々とあったが、これで『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』一日目を終了とする。皆、明日もよろしく頼む！」

　その声に、潮が引くように観客たちがステージから去っていく。

　残ったのは、『ＡＭＷ研究会』の面々たち。

「い、一体何だったのですかな……」

「澤さわ村むら氏の仕込みとのことでしたが……我々はそんなことは聞いていないのですが」

「ドッキリって、どういうことだよ、おい！」

　三Ｋたちが詰め寄ってくる。

「……ごめん、その辺はまた後で説明する」

「後でって……」

　不満げな顔になる三Ｋたちに、俺はこう言った。

「これから……行かないといけないところがあるんだ」
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　乃の木ぎ坂ざか邸に辿たどり着つくなり、迎えてくれたのは美み夏かさんだった。

「来ると思ったよ、おに～さん」

　相変わらずの見上げるほどの高さの門の前で腰に手を当てて、メイドさんとともに俺の顔をじっと見上げている。

　その真剣な表情から、だいたいの事情は察しているだろうことがうかがえた。

「美み夏かさん……」

「あのね、明あ日す夏かちゃんが帰ってくるなり部屋に閉じこもって、出てこないの。押しても引いてもハンマーで叩たたいてもだめ。天の岩戸みたいな感じ？　詳しいことは分からないんだけど……おに～さんは、何があったか知ってるよね？」

「……はい」

　その返答に、美み夏かさんは「は～、やっぱりか～」とため息を吐ついた。

「じゃあとにかく詳しい事情を聞かせてもらえるかな？　ま、こんなとこでする話でもないから、とりあえず中に入って。那な波なみさん、お茶の用意をお願い」

「かしこまりました～」

　美み夏かさんに促されて門をくぐる。

　前回と同じように五分かけて庭を通り抜けて、

　さらには屋や敷しきの中を十分ほど歩いて、前に来た時と同じ私室へと通される。

「ニルギリのファーストフラッシュでいいかな？　ティーフードはプラムプディングで」

「え、あ、はい」

　何て言ったの？　握りのファストパス……？

　聞き慣れない単語に首を捻ひねっていると、メイドさんがすぐにポットとカップを用意してきてくれた。

　そのまま高い位置からポットを傾けて、見事な手並みでカップに紅茶を注いでくれる。

　冬ふゆ姫きたちが見たら「おおおー、これはメイド四十八のスキルの一つ、ティアドロップだー！」とか絶叫しそうなテクニックだ。

「どうぞ、冷めないうちにお召し上がりくださいませ～」

「あ、はい、いただきます」

　琥こ珀はく色の液体で満たされたカップを口に運ぶ。

　薫り高い紅茶は、今まで飲んでいたものとはまるで別物で、浮き足立つ心を少しだけ落ち着かせてくれた。

「で、何があったのかな？」

　カップをソーサーに置いて、美み夏かさんが口火を切った。

「ていっても、おおむね想像はついてるんだけどね。明あ日す夏かちゃんがああいう風になるってことは……〝秘密〟絡がらみの、何かがあったってことだよね？」

　それは確認というよりもほとんど確信のこもった言葉だった。

　俺はうなずき返す。

「まあ……そうです。その、今日が文化祭だってことは知っていると思うんですけど、そこでクイズ大会があって……」

　美み夏かさんたちに事情を話す。

　最後まで事の顚てん末まつを話し終えると、美み夏かさんは俺の顔を見た。

「じゃあ、危ないところだったけど、〝秘密〟の肝心のところはばれてないってこと……？」

「そうですね。そこは大丈夫だと思います」

　俺の猿芝居がかろうじて功を奏したかたちだ。

　いや、正確に言えば一人グレーゾーンの相手がいるんだけど、その話はまた後で。

「そっか、ならまだよかったよ～」

　美み夏かさんがほっとしたように胸をなで下ろす。

　そして少しだけ苦笑いを浮かべて、こう口にした。

「それにしても……皮肉なもんだよね」

「え？」

「お姉ちゃん……あの子の母親は、まったく逆のことで悩んでたことがあるんだよ」

「逆って……」

「あの子の母親ね、三度のご飯よりも趣味を優先するくらいの生粋の〝アキバ系〟だったの。だけどそのことをだれにも言えないで苦しんでた。ずっと〝秘密〟にしてた。そのことが周りにばれかけて、部屋に閉じこもったこともあったんだよ。ま、あの頃は〝アキバ系〟に対する風当たりがだいぶきつかったからね～。しょうがないといえばしょうがなかったんだけど」

「そんなことが……」

　それは、確かに今の明あ日す夏かと真逆だ。

「それが今や〝アキバ系〟でないことを隠さなきゃいけないなんて、時代も変わったもんだよね～。それはわたしも歳としを取るわけだよ～」

　いやあなたぜんぜんとってないでしょ。このままいけばロリババアの道まっしぐらか……

　十年後にもまったく変わっていなさそうな美み夏かさんの姿を思い浮かべていると、ふと美み夏かさんが真面目な顔になった。

「でも……ほんとにありがとね、澤さわ村むらくん。迷惑かけちゃって」

　そう言って、傍かたわらのメイドさんともども深々と頭を下げる。

「いえ、それは」

　自分がそうしたいと思ったから、明あ日す夏かのことを守りたいと思ったからやったことだ。

　だから迷惑だなんてこれっぽっちも、仔こネコの額ほども思っていない。

　ただ明あ日す夏かは〝秘密〟が周りに知られてしまったと思っているだろうから、早くそのことを伝えなければとは思うんだけど……

「でも……何だか明あ日す夏か、様子が違ってた……」

　舞台袖ですれ違った時の明あ日す夏か。

　お嬢様モードでも、人ひと懐なつこいモードでもない。

　強いて言えば、最初に出会った時──本屋で取り乱して俺のことを闇に葬ほうむろうとした時とか、無神経な佐さ々さ岡おかを駆逐しかけてた時の彼女みたいな……

　それを聞いていた美み夏かさんが、少しだけ驚いた顔をした。

「……そっか、やっぱりおに～さんは、気付いているんだね」

「気付いている？」

　って、何をですか？

　明あ日す夏かがすぐに俺のことを闇に葬ほうむろうとすること……？　や、やっぱり狙われてる……？

「そこまで分かってるなら、おに～さんは知っておくべきかもね」

「え……？」

　そう言うと、美み夏かさんは一度言葉を切って、

　そして真まっ直すぐにこっちを見てこう言ったのだった。

「明あ日す夏かちゃんの〝秘密〟を……。昔、あったことを……」







　明あ日す夏かの部屋のドアは、固く閉ざされていた。

　美み夏かさんいわく、内側から鍵がかけられていて、何をしても開かないのだという。

「も～、こうゆうところは母親にそっくりなんだから」

　美み夏かさんが呆あきれたように腕を組む。

「ほら、明あ日す夏かちゃ～ん、澤さわ村むらくんが来てくれたよ。いいかげん出てきていっしょにお茶でもしないかな～？」

「……」

　返事はない。

「那な波なみさんの淹いれてくれたニルギリとか、銀果堂のシフォンケーキもあるよ？　明あ日す夏かちゃん、好きだったよね？」

「……」

　返事も気配もない。

　本当にこの向こうに明あ日す夏かがいるの？

「ほら、出てこないと澤さわ村むらくんはおかーさんがもらっちゃうぞ～？　わたし独身だし、この子かわいいし、いっしょに『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』だっけ、あれを見ちゃおっかにゃ～♪」

　ガタッ!!　ドタン!!　ドゴッ!!

　中からなんかものすごい音がした。

　続いて、




「…………だ、だめ……せんせーと『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』を見るのは……わたし、だけなの……お、おかーさんでもゆずれない……や、闇に葬ほうむるしか……」




　と、世界を呪うような声が漏れ聞こえてきた。

　それは普段の明あ日す夏かとはまるでテンションの異なるものだったけど、美み夏かさんの話を聞いた後だったからそのことについては特に不思議に思わない。

「ほら～、だったら話だけでもさせてくれないかな。わたしたちはともかくとして、澤さわ村むらくんはこうしてわざわざ明あ日す夏かちゃんを心配して来てくれてるんだよ？　明あ日す夏かちゃんには話をする責任があると思うんだけどな～」

「…………」

　沈黙。

　だけどやがてカチャっという音が小さくドアの内側から響いた。

　中から鍵が開けられたのだと、すぐに分かる。

　美み夏かさんがこっちを見てうなずいた。

「開いたみたい。あとは王子さまにお任せするしかないかな～」

「そんな柄じゃないですけど……はい」

　精一杯の気持ちを込めてうなずき返す。

　それを見た美み夏かさんが、すっと真剣な表情になって言った。

「明あ日す夏かちゃんのこと……よろしくね」







　　　　５




　部屋の中は、真っ暗だった。

　電気が全て消されていて、窓もぴったりと閉じられている。

　ただゴーというエアコンの音だけが無機質に響き、ピアニッシモちゃんの巨大なシルエットだけが闇の中にうっすらと浮かびあがっている。怖い。

「あー、ええと、明あ日す夏か……」

「……」

「明あ日す夏か、そこにいるのか……？」

　ベッドの上のピアニッシモちゃんの方に向かって呼びかける。

「……こっち……」

「！」

　ふいに足下から声がした。

　視線を落としてみると、そこには頭からこんもりと毛布を被かぶった明あ日す夏かが体育座りでうずくまっていた。

　び、ビックリした……てっきりベッドの上にいるのかと思ってたから……

「そ、そんなところにいたんだ……」

「……」

「な、何してたんだ？　瞑めい想そう……とか？」

「…………」

「え、ええと……」

「……」

「……」

「……」

　長い沈黙。

　やがて……ぽつりとつぶやくように明あ日す夏かが口を開いた。

「…………めだった……」

「え？」

「……だめだった……失敗しちゃった……たくさんの人たちが見ている中で……ほんとは〝アキバ系〟じゃないってことを、見せちゃった……」

　それが『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』でのことを言っているのはすぐに分かった。

「……変われるかと思った……お姉ちゃんみたいになれば、〝秘密〟を守りきれば全部がうまくいくと思った……でもやっぱり、わたしは何をやってもだめなんだ……わたしなんかが、お姉ちゃんみたいになれると思ったのがそもそも甘かったんだ……」

「そんなこと──」

「……あるよ……っ……」

　叫び声が俺の言葉を遮った。

「……もともとのわたしは……何もないの……勉強も周りについていくのがせいいっぱいで、ピアノも習い事もどんなにがんばってもお姉ちゃんには追いつけなくて……」

「……」

「……だからって、だれかとすぐに仲良くなれるわけじゃない……おかーさんみたいに、あかるく楽しくみんなに話しかけることができるわけじゃない……ううん、むしろ逆……地味で暗くて話をしてもおもしろくも何ともなくて、周りからは敬遠される……話を合わせようと思っても、〝アキバ系〟のことも何も分からない……それがほんとのわたし……」

「……」

「……ほんとのわたしは……からっぽ……なんだよ……お姉ちゃんみたいな才能もなくて、おかーさんみたいなコミュ力もなくて、〝アキバ系〟についても何にもしらない……わたしは劣等生……おちこぼれなんだよ……」

　そう言うと、明あ日す夏かは立てたヒザの間に顔を埋めた。




「……高校に入って……こんな自分を変えられるかと思ったけど……だめだった……」

「……お姉ちゃんの道を辿たどろうとしたけど……それも失敗しちゃった……」

「……もう……だめだよ……」

「……明日から……わたしの居場所なんて、ない……」

「……こんな世界なんて……滅んじゃえばいいのに……っ……闇に葬ほうむられちゃえばいいのに……っ……」

「……ノストラダムス……ちゃんと仕事してよ……」




　胸の奥から絞り出すような言葉。

「………」

　劣等生、おちこぼれなんて、何を言っているんだろう。明あ日す夏かがそうだったとしたら俺なんて人類を通り越してミドリムシかミジンコだ……。そう思っていた時期が俺にもありました。

　だけど……今はそうじゃない。

　確かに俺なんかと比べれば明あ日す夏かは遥はるかにスペックも高いし恵まれた立場にいるのかもしれない。

　でも、自分自身に対する評価なんてものは、だれかと比べるものじゃなくて、自分の中で構築されるものだ。客観的に判断できるものじゃなくて、あくまでもその人自身とその人を取り巻く環境の中で主観的に決められていくものだ。

　周りから何と言われようとも、本人がそれとは違う自己評価をしたならば、それは絶対的なものなのだ。

　そういう意味では、明あ日す夏かは確かに彼女の中でおちこぼれだったんだろう。

　美み夏かさんから聞いた話が頭の中でリフレインする──




　＊




「──明あ日す夏かちゃんはね、去年一年間、ほとんどひきこもってたの」

「え……」

　紅茶のカップを手にして、美み夏かさんの口から出てきた言葉はそれだった。

「もともとね、あんまり積極的な子じゃなかったんだ。人見知りで、大人しくて、どっちかといえば引っ込み思案で……言いたいことも口に出せないような、そんなやさしい子だったの。それがね、悪い方向に出ちゃったみたい。学校の──聖せい樹じゆ館かん女学院中等部の周りのクラスメイトのほとんどが〝アキバ系〟だったってのもあったんだと思う。うまく友だちを作ることができなくて、学校に行くのが辛くなっちゃったみたいなの」

「え、でも……」

　俺が見てきた明あ日す夏かはそうじゃなかった。

　人ひと懐なつこいモードはもとより、お嬢様モードの明あ日す夏かだって、物腰が柔らかく穏やかでこそあれ、人見知りや引っ込み思案な面は見られなかった。

　美み夏かさんが、首を振る。




「……それがね、あの子がまだ澤村くんに見せていない〝秘密〟なの」




「え？」

　美み夏かさんが続けた。

「あの子はね、二つのキャラクターを場面に応じて使い分けてたの。演じてたって言ってもいいかな。一つはお姉ちゃんである未み来らいちゃんのモデル。上品でお淑しとやかで大人びていてだれにでも分け隔てなくやさしい、それこそ絵に描いたような完璧なお嬢様の姿。未み来らいちゃんは……普通にそれをやってのけることができる子だったからね。明あ日す夏かちゃんにとっては、格好のモデルケースになったってわけ」

　それって……お嬢様モードのことか？

　確かにその姿は、まるで未み来らいさんのようだと周りに言われていた。

「そしてもう一つは……わたしのモデル。自分で言うのもあれだけど、わたしは昔っからだれかと話すのは好きで、どっちかと言えば得意な方だったの。そのコミュニケーションのやり方を、モデルケースにしたんだと思う。てゆうか、あの子が身近で見てきた家族が、未み来らいちゃんとわたしだけだったから……」

　だとするとこっちは人ひと懐なつこいモードか。

　ああでも、言われてみればお嬢様じゃない時の明あ日す夏かは美み夏かさんに似ている。

　最初に美み夏かさんと出会った時に明あ日す夏かとそっくりだと思ったのは、外見以上におそらくそのフレンドリーなキャラゆえでもあったんだろう。だけどそれは美夏さんが明日夏に似ていたわけではなくて、その逆だったってことで……

「本来の素の明あ日す夏かちゃんは……未み来らいちゃんでもわたしでもない、もう一人のキャラクターなんだよ。繊細で臆病で傷つきやすい……それでちょっとだけ物騒な物言いをする子。きみも何となく感じてたんじゃないかな、そのこと」

「……」

　それは……そうかもしれない。

　だから時折違和感があったんだ。お嬢様モードでもない、人ひと懐なつこいモードでもない、隠れキャラみたいな明あ日す夏かがいるような気がして……

　それに伏線はあった。

『わたしなんて、ずっとガリ勉で、コミュ障で、ぜんぜん人と話してこなかったんだから。どっちかといえばぼっちで、友だちといえば家で飼ってるアロワナのミハエルくんとハリネズミのマルガリータさんくらいだったし……』

　スカイツリーで聞いた言葉。

　友だちがアロワナとハリネズミだけなんて冗談もいいところだとあの時は思ったけど、あれは何よりも素に近い明あ日す夏かの心の声だったんだろう。

　それ以外にも、今になって思い返してみれば、ちょこちょこと物騒な部分が見え隠れしていた。

「それで、おに～さんはどうするつもりなの？」

　美み夏かさんが問うた。

「あの子は今、自分を見失っちゃってる。〝秘密〟がばれたと思って、未み来らいちゃんみたいになって周りに受け入れてもらうっていう希望が崩れて、揺らいじゃってるんだと思う。はっきり言っちゃえば、一年前とほとんどおんなじ。このままだと最悪、またひきこもっちゃうかも……」

「そんなの、決まってます。明あ日す夏かを部屋から連れ出します」

　俺は即答した。

「でもあの子は今、迷子の仔こ猫ねこちゃんだよ。アイデンティティが分からなくなって、自分の中に閉じこもろうとしてる。それを──」

「そんなの、何の問題もありません」

「え？」

「だって──」




　＊




「明あ日す夏かは……明あ日す夏かだろ」

「……え……？」

　虚うつろな目をして顔を上げる明あ日す夏かの肩を摑つかんで、俺は言った。

「劣等生とか、おちこぼれとか、そういうのはよく分からない。明あ日す夏かの置かれた立場がどれだけ大変なのかは……正直、俺の考えが及ぶところじゃないんだと思う。だけど本当の明あ日す夏かがどんなに後ろ向きで、人見知りでコミュ障で、〝アキバ系〟の初心者だからって、そのことと明あ日す夏かとの付き合いとは関係ないよ」

「……え……だ、だって……」

　明あ日す夏かが頼りない声を上げる。

「……ほ、ほんとのわたしは……お姉ちゃんみたいにお淑しとやかで上品じゃないし、おかーさんみたいに明るくて楽しい子じゃない……何もない、つまらない……キャラ……なんだよ……？　……せんせーの見てたのは……どっちも、演技だったんだよ……？　素のわたしを見て、こんな情けないひきこもりで……幻滅、しないの……？　がっかり……するに決まって……」

「しないよ」

　俺は言った。

「だれだって、生活していく上で本当の自分は大なり小なり隠してる。学校では学校でしか見せない顔があるし、家では家でしか見せない顔がある。〝秘密〟がある。俺だってそうだよ。そんなのは……別に、特別なことじゃない」

「……え……」

　明あ日す夏かが小さく声を漏らす。「……せんせー……も……？」

「そうだよ。たとえば学校ではいつも気を遣って必死に空気を読んでるし、余計なことを言ってだれかに嫌われるんじゃないかってヒヤヒヤしてる。それは違うと思っても黙ってることだってあるし、周りに合わせるために心にもないことを言うことだってある。がんばって明るく振るまうことだってある。別にそんな陽キャってわけでもないのに」

　いやお前そんな気遣いキャラじゃないだろ！　って言われるかもしれないけど、これでもそれなりに考えて生きてはいるんですよ……

「家では妹とつまらないことでケンカしたりするし、学校でイヤなことがあった日とかには八つ当たりをして泣かせることだってある。年頃の健全な男子高校生だからエロいことだって考えるし、その、肌色の多い雑誌を読んだりすることだってある。きっと、明あ日す夏かの知らない面がたくさんある。明あ日す夏かは、そんな俺を知ったら幻滅するか？」

「……そんな、しないよ……！　え、えっちなのは驚きだけど……それでもせんせーはせんせーだもん……。そのことには変わりはないもの……」

「だったら、それと同じだよ」

「……え……？」

　明あ日す夏かが瞬まばたきをした。

「明あ日す夏かがどんなキャラだって、別に気にしない。明あ日す夏かは明あ日す夏かだ」

　明あ日す夏かが恐れているのは、自分が〝アキバ系〟じゃないことが知られて、〝秘密〟がばれてしまって、それで周りから受け入れられなくなることだ。

　素の自分で周囲とうまく馴な染じめなかった過去から、そのことに対してものすごく敏感なんだろう。

　それはすごく分かる。

　ホンマグロが西を向けば尾びれは東というくらいによく分かる。

　というよりも、それはだれにだって存在する永遠の命題だと思う。

　周囲の空気を読むのがしんどい。

　周りと話を合わせるために、嫌われないためにものすごく気を遣う。

　昼間にした自分の発言を寝る前に思い返して落ち込んだりする。

　自分を百パーセント露出して生きている人間なんてまずいない。

　みんなそれらを誤魔化して、少なからず自分を隠して毎日を過ごしている。相応に〝秘密〟を抱えて生きている。

　だから〝秘密〟がばれてしまっても気にするなとは言わないさ。そんなことは、都市伝説の口裂け女のように口が裂けても言えない。

「……」

　でも。

　でも、これだけは分かってほしい。少なくともこの世界でだれか一人くらいは、〝秘密〟が露呈してしまっても、どんな予想外な明あ日す夏かが隠し切れないネコの舌みたいに飛び出してきても、変わらずに接しようとする相手がいるってことは分かってほしかった。

「俺は明あ日す夏かの傍そばにいるから。たとえこれから先、どんな新しい〝秘密〟がひょっこり出てきても、どんなことがあっても、態度を変えたりしない。だって俺は……明あ日す夏かの王子さま、なんだろ」

　それは俺の心からの言葉だった。

　噓うそ偽りのない、真まっ直すぐな本心……だ。

「…………」

　明あ日す夏かはこっちを見上げたまま沈黙していた。

　何かを考えるような深く澄んだ瞳。

　だけどやがてきゅっと唇を結んで……小さくこう口にした。

「……せんせーは……いいの？」

「え？」

「……こんなわたしで……すぐに落ち込んで、人見知りでコミュ障で、いやなことがあるとすぐに世界が滅べばいいとか闇に葬ほうむるとか、そんなことばっかり言っているようなわたしで……」

　その言葉に、俺は静かに首を振る。

「いいや、そんな明あ日す夏かでいいわけじゃない」

「……っ……」

「そんな明あ日す夏か〝で〟じゃない、そんな明あ日す夏か〝が〟いいんだ」

「あ……」

　スカートの裾を摘んでお姫さまのように微笑ほほえむ明あ日す夏か。

　ガチャで爆死をして悔しそうに頰をふくらませる明あ日す夏か。

　嬉うれしそうに「あ～ん♪」をしてくる明あ日す夏か。

　いたずらっぽい顔でかき氷をついばむ明あ日す夏か。

　時には白しら百ゆ合りのような、時には向日葵ひまわりのような、そしてふとした時には物騒なことを口にする、ちょっとだけ後ろ向きな明あ日す夏か。

　それら全部を引っくるめて、俺は明あ日す夏かが好きだ。

　いつの間にか、〝秘密〟を守らなきゃいけないという義務感から傍そばにいるんじゃなくて、ただ自身がそうしていたいからそうしているんだってことに気付いた。

　単純に……明あ日す夏かといっしょにいる時間が、楽しかったんだ。

「……う……ううっ……せ、せんせぇ……っ……せんせぇ……！」

　ぽろぽろと涙を流して、明あ日す夏かが俺の胸に飛びこんでくる。
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「……わ、わたし……ずっとだれかにそう言ってもらいたかったのかもしれない……どんなわたしでもいいんだって、〝秘密〟があったっていいんだって、そう……」

　俺の胸に顔を埋めて、嗚お咽えつを漏らしながらそう声を上げてくる。

　それはたぶん、明あ日す夏かがずっと胸の奥底に押し込めていた心からの叫びだったんだと思う。

　そのまま明あ日す夏かが泣なき止やむまで、俺はいつかのピアニッシモちゃん等身大ぬいぐるみのように見守っていたのだった。







「……ありがと、せんせ。ちょっと落ち着いた……」

　俺の胸の中で、目をウサギみたいに赤くした明あ日す夏かが言う。

「……もう……だいじょうぶ、だと思う。せんせーのおかげで……色々、楽になったから……」

「そっか」

　その表情はどこか晴れやかで、憑つき物ものが落ちたかのようだった。うん、これなら本当に大丈夫そうだ。

「じゃあ後は、明日の『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』をどうするか考えるだけだな」

「え、明日……？」

「ああ、ペアの参加者に臨時枠で申し込んでおいた。そこで優勝すれば、今日のポカは挽ばん回かいできる」

「で、でも……今日のクイズはダメダメだったし、わたし、逃げちゃったし、も、もう〝アキバ系〟でお姉ちゃんの道を辿たどるのは……」

　明あ日す夏かが言葉を詰まらせる。

　ああ、そっか。まだそのことは言ってなかったんだっけ。

「あ、うん、それはまだ大丈夫なんだ。何とか誤魔化したから」

「え……？」

「実はさ……」

　目を瞬しばたたかせる明あ日す夏かに、事情を説明する。

「そ、そうなの……？」

「うん。だからまだ未み来らいさんの道を辿たどれる可能性は残ってるんだ」

「……あ、ありがとう……せんせー……それに朝あさ倉くらさんも……」

　安あん堵どの息を吐くも束つかの間ま、すぐにはっとした表情になる。

「で、でも……明日もまた『マホちゃん』以外の問題が出たら……」

「それは、確かにその可能性はあると思う」

　二日目の問題テーマは、今期の〝アキバ系〟全般になっていた。

　おそらく二日続けてサプライズが行われることはないだろうし、たぶん明日はテーマ通りの問題が出されるはずだ。〝アキバ系〟全般と範囲は広いけれど、『マホちゃん』も含まれる以上、今日よりは条件はいいはずだ。

「でも心配ないって。明あ日す夏かは『マホちゃん』だけを押さえておけば大丈夫。他は、俺がカバーするから」

「え、カバーって……」

「ほら、ペアの相手は、俺だから」

　申し込みを頼む時に、明あ日す夏かのペアは当然俺にしておいた。

　それはこれから先はよりいっそう積極的に明あ日す夏かの〝秘密〟に関わっていこうと決めた決意の証明であり、覚悟の表明だ。

「あのさ、俺、決めたんだ」

「決めた……？」

「そう。確かに明あ日す夏か一人で〝アキバ系〟のマスターになることは難しいかもしれない。〝秘密〟を守り通すことは、ものすごく大変かもしれない。でも──」

「……」

「でも一人で無理なら……二人でがんばればいいだけの話じゃないかって。俺も協力する。力になれるようにいっしょに努力する。〝秘密〟を守れるように、明あ日す夏かが立派な〝アキバ系〟のレディを目指すっていうなら、俺は……」

　そこで俺は明あ日す夏かの目を見た。

　その小さな肩に手をかけると、




「──俺は、〝アキバ系〟のジェントルマンに……〝アキバ王〟に、俺はなる……！」




　心の底からの決意とともに、そう宣言した。

「え……」

　ぽかんとした顔で目をぱちぱちとさせる明あ日す夏か。

「……」

「……」

「……」

「な、何、それ……」

　やがてこらえきれないという顔で、ぷっと吹き出す。

「おかしいよ、せんせ……な、何言ってるの……？　〝アキバ王〟なんて、あ、あはは……」

「……わ、笑うなって。これでもかなり考えたんだから」

　自分なりには一世一代の告白でした。

　いや、それはまあ、一部ちょっとパクったりしちゃってますけど。

　ひとしきり笑った後に、明あ日す夏かはおかしそうに目元の涙を拭った。

　そして真まっ直すぐに俺の目を見て……こう言った。

「でも……ありがとう」




「せんせーは間違いなくわたしのせんせーで、王子さまで、そして未み来らいの〝アキバ王〟……だよ」








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㊹（秘密レベルＳＳＳ）

　お嬢様モード、人ひと懐なつこいモード以外の、物騒な物言いをする少しだけ後ろ向きな素のキャラが存在する。
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　そして……二日目の『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』がやってきた。

　参加者は臨時参加の俺たちを加えた七組十四名。

　出題テーマには、予想通りサプライズはなかった。

　今期の〝アキバ系〟全般。

『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』に関する問題も、それ以外も、等しく出題されていく。

「──それでは第三問、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の第三話で使われたマジカルアイテムは、何であるか？」

「え、ええと……マジカルキリンググレネードランチャーのはずです」

　明あ日す夏かがフリップに解答を書きこむ。

「──続いて第五問、『ぬるカン』の第五話で撫子なでしこの飲んでいた日本酒の種類は何でしょうか？」

「これはあれだ、確か飛ひ露ろ喜きだ」

　こっちは俺が答えを書きこむ。

『マホちゃん』に関するものは明あ日す夏かが、それ以外のものは俺が主に担当して解答していく。

「澤さわ村むらさん……すごいです。いつに間にこんな……」

「カバーするって言った以上はこれくらい役に立たないと。『マホちゃん』以外は任せてもらって大丈夫だから」

　これは昨日乃の木ぎ坂ざか邸から帰宅してから、『クレイジーハブマムシＺ（栄養ドリンク）』を飲みながら徹夜で覚えこんできた成果だ。

　もちろん普通にただ闇雲に覚えようとするだけでは無理だっただろう。『マホちゃん』以外のジャンルは今期のアニメだけでも五十本はある。その膨大な量の知識を、いくら徹夜したからって俺の百円スポンジみたいな頭で覚えられるわけがない。

　だけど今回に限っては、参考書があった。

「──第十二問、『マホちゃん』の第七話のアバンでコモドオオトカゲタイプのクリムゾンが食べていたものは何か？」

「これはドリアンです……！」

「──第十六問、『サラマンダー』で主人公が三番目に使った忍術は？」

「口寄せの術だ……！」

　進んでいく出題。

　時々俺は間違えることもあったけど、何とか七割くらいの正答率は保てたと思う（ちなみに明あ日す夏かは十割だった）。

　そして──

「──それではこれが最後の問題だ。『マホちゃん』の第二話で、ピアニッシモちゃんがマホちゃんを助けた時に、本棚から取ろうとしていた魔導書は何か？」

「澤さわ村むらさん……！」

「ああ」

　明あ日す夏かと二人でうなずき合う。

　この問題を……俺たちが間違えるはずがない。

「「『シークレット・フェイス』……！」」

　そう声を合わせながらフリップに解答を書きこんだ。




「──おめでとう、優勝は乃の木ぎ坂ざか・澤さわ村むらペアだ。皆、二人の健闘に拍手と声援を贈ってあげてくれたまえ……！」




「や──やりました、澤さわ村むらさん……！　優勝です……っ……」

「あ、ああ……っ……！」

　明あ日す夏かと手を取り合って喜ぶ。

　辺りからは、割れんばかりの歓声が響き渡っていたのだった。







「おめでとうございます、やりましたな、乃の木ぎ坂ざかさん！」

「圧倒的な正解率でしたよ！」

「見事という他ないっす……！」

「あ、ありがとうございます。おかげさまで何とか……」

　無事に『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』が終わり、舞台袖では明あ日す夏かが三Ｋやたくさんの他の生徒たちに取り囲まれていた。

　心の底から安あん堵どしたような微笑ほほえみを浮かべながら、色々と質問に答えている。

　ふう……とりあえず何とかなったみたいだし、一段落かな。

　そんな風に胸をなで下ろす中、

「おめでとうー、善よし人とー！」

「冬ふゆ姫き……」

　そう声をかけてきたのは、小さく手を振る幼おさな馴な染じみだった。

「乃の木ぎ坂ざかさんもだったけど、善よし人ともすごかったよー。まさかあそこまで大活躍するなんて思わなかったー」

「や、これも冬ふゆ姫きのおかげというか……」

　その言葉に、ちょっとだけ複雑そうな表情で笑って、冬ふゆ姫きが言った。

「参考書……乃の木ぎ坂ざかさんに渡さなかったんだねー」

「あ、うん」

「そっかー。うん、まあ善よし人となら、何となくそうするんじゃないかって思ったけどー」

　そう言って屈託なく笑う。

「その、悪かったな。せっかく用意してくれたのに」

「ううん、いいよー。どう使うかは善よし人との自由だしー」

「でも本当に助かった。これがなかったら、たぶん優勝できなかった」

　ズボンの後ろポケットから一冊の小さなノートを取り出す。

　これは昨日……冬ふゆ姫きから受け取ったものだ。
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「ちょっとちょっと、待ってー、善よし人とー！」

　逃げ去っていった明あ日す夏かを追いかけようとしたところで、冬ふゆ姫きに呼び止められた。

「冬ふゆ姫き、さっきはおかげで助かったけど、今は急用が……」

「分かってるよー。乃の木ぎ坂ざかさんのとこに行くんでしょー？」

「分かってるんだったら、悪いけど話は後で──」

「これ、あげる」

「？」

　ぽん、とノートのようなものを手渡される。

　何これ？　交換日記？

「今期のアニメの見どころポイントを集めたノートだよー。私が趣味で作ったやつだけど、参考書代わりにはなるかもしれないからさー。ほら、明日のペア大会で挽ばん回かいするのに少しは役に立つと思うよー」

「え？」

　それは目をみはるようなものだった。

　今期のアニメの情報がびっしりと書きこまれていて、しかも分かりやすい。確かにこれを明あ日す夏かがマスターすれば明日の『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』も何とかなるかもしれない。

「でも、どうして冬ふゆ姫きがこんな……」

「ちょっと意地悪しちゃったからさー」

「え？」

「もしかしたら乃の木ぎ坂ざかさん、そうかなーって思ってたのに、あえて見て見ないふりをしちゃったんだよー。ほんとなら、いくらでも助ける手段はあったはずなのに」

「え、え？」

　何を言っているのかいまいちよく分からない……

「あー、まあ善よし人とには分かんないかもねー、あははー」

　そこで、冬ふゆ姫きは真顔になった。

「……あれだけ私がこっち側に誘ってるのにぜんぜんのってこないくせに、乃の木ぎ坂ざかさんが絡からんだ途端に、いきなり〝アキバ系〟にすっごい興味を示し出すんだもんねー。さすがにちょっと嫉妬しちゃったよー」

　珍しくどこか力のない声。

　だけどすぐに元のアニメライクな声音に戻って首を振った。

「でも反省してるんだー。乃の木ぎ坂ざかさんを助けることを躊ちゆう躇ちよしちゃったこと。やっぱり、お互いちゃんとした状態で真っ向勝負をしないとしょうがないし、それに……」

「？」

「私、何だかんだいっても乃の木ぎ坂ざかさんのことも好きなんだよねー。素質があるのはもう分かりきってるし、きっといい友だちになれると思うんだー」

　そう言って「あははー」と笑う。

　素質……？　というか冬ふゆ姫きと乃の木ぎ坂ざかさんってまだ友だちじゃなかったの……？　え、え……？

「はー、ほんとに善よし人とはニブチンだねー。……このウスバカゲロウ」

「へ？」

　アリジゴクの成虫……？

「ま、それは今はいいやー。とにかく渡したからねー。それをどういう風に使うかは、善よし人との自由だよー」
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　そうして冬ふゆ姫きから渡された参考書。

　だけどその参考書を……俺は明日夏に、渡さなかった。

　理由は、そうするべきじゃないと思ったから。

　知識があれば〝アキバ系〟じゃない。

　ただその知識を、機械的に暗記していれば〝アキバ系〟になれるわけじゃない。

　そのコンテンツやキャラが大好きで、自分から何を置いても追いかけたいと心から思うからこそ……〝アキバ系〟なんだ。

〝アキバ系〟はなるものじゃない……気付いたらなっているもの。

　明あ日す夏かはようやくその入り口に足を踏み入れかけている。

　キャラを好きになる楽しみを分かりかけている。

　きっと明あ日す夏かだったら、その努力の才能でこの参考書を完璧にマスターすることができただろう。

　でもそれは楽しみでじゃない。

　ただの義務からだ。

　それじゃあ意味がない。

　だったらその義務を負うのは……アキバ王になる、俺の役割だ。そう思ったから。

「あははー、アキバ王かー」

　冬ふゆ姫きが楽しそうに笑う。

「善よし人とは相変わらず面白いよねー。ほんっと、乃の木ぎ坂ざかさんがうらやましいなー、まったくー」

「目が完全にイロモノを見る目なんだけど……」

「そんなことないってー。それは八割くらいはエリマキトカゲに近い感じだと思ってるけどー」

「それほぼ全てですよね!?」

　逆にリアルな数字だし。

「あはは、そうかもー♪　……でも、うん、うらやましいと思うのは、ほんとだよー……」

「……？」

　そう最後に小さく口にして、冬ふゆ姫きは「じゃあ私はこれからまたコスプレに行かないとだからー」と去っていった。

　うーん、今年で十三年の付き合いになるけどいまいちこの幼おさな馴な染じみには摑つかみきれないところがあるんですよね……
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　日が落ちた学園内は、どこか独特の雰囲気に包まれていた。

　校庭では煌こう々こうと輝くキャンプアファイヤーが設置され、その周りではたくさんの生徒たちが穏やかな音楽に合わせてフォークダンスを踊っている。

　色々あったものの無事に『白はく鳳ほう祭』は終了を迎えて。

　今は──後夜祭の真っ最中だった。

「わ、見て見て、せんせー。炎がすっごく高くあがってる！」

「あ、本当だ」

「篝かがり火びみたい。きれいだね～」

　俺たちは笑い合いながら、屋上から校庭の様子を眺めていた。

　周りには他の生徒たちの姿はなく、二人だけである。

　あの後も──明あ日す夏かはたくさんの生徒たちに囲まれて、『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』の優勝を祝福されていた。

　その際に昨日の一件に触れられることもあったけれど、あらかじめ打ち合わせてあった通り、あれはドッキリだったとして通した。もともと冬ふゆ姫きがフォローしてくれていたおかげもあって、それはすんなりと受け入れられたものの、なぜか俺の微妙な評判（量産型イカクリムゾン野郎）だけは僅かに残ったのだけがそこはかとなく納得いかない。けど、うん、まあそれくらいしょうがないか。ちょっと調子に乗ってグログロ笑いすぎたところもあるし……

　そして今、明あ日す夏かは新たな名前で呼ばれている。

　──『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』。

『ぽろりもあるよ！　〝アキバ系〟大クイズ大会』の優勝を通して、無事に引き継ぐことになった称号だ。

　これでこれからも、明あ日す夏かは未み来らいお姉さんの道を違うことなく辿たどることができるようになった。

　無事に〝秘密〟を守り通すことができた。

　色々あったけど（本当に）……うん、これで一件落着だ。

「……それにしても、本当にありがとう。せんせーがいなかったら、もうだめだった」

　と、明あ日す夏かがキャンプファイヤーの灯あかりを背景にぽつりと口にした。

「〝秘密〟が隠せなくなって、お姉ちゃんの道を辿たどることができなくなって、すべてを投げ出すしかなくなって……心が折れちゃってたと思う」

「そんなことないって。明あ日す夏かががんばったからだよ」

　それは、何もしていないとは言うつもりはないけど（グロッグロッグロッ）、それでもこの結果が導き出された一番の要因は明あ日す夏かが諦めなかったからだ。

　常日頃から勉強に習い事に〝アキバ系〟に励んで、未み来らいさんの背中を追うべく研けん鑽さんを続けていた。いつだってひたむきに前を向いていた。

　その努力の下地があったからこそ、リカバリーができたのだ。

　だけど明あ日す夏かは静かに首を振った。

「ううん……そうだとしても、せんせーがいてくれたから、投げ出さないでやれたんだよ。せんせーが傍そばにいてくれるって安心できたから、目標に向かって真まっ直すぐ進めた。……不思議だね。せんせーの前だと、素の自分とか〝秘密〟とか、そういうのを全部忘れられる。とっても自然な自分でいられる気がする……」

「明あ日す夏か……」

「何だろ……せんせーはやっぱり王子さまなのかな？」

　そう小さく笑うと、明あ日す夏かは俺の腕をくいくいと引っぱってきた。

「ね、せんせー、わたしたちも踊ろうよ」

「え？」

「ほら、せっかくの後夜祭なんだから。ね？」

　そう言う明あ日す夏かに促されて屋上の中央へと進む。

　そしてたどたどしいながらもダンスを踊ろうと試みる。

　遠くから響く音楽、うっすらとオレンジ色に染まった屋上、微笑ほほえみを浮かべる明あ日す夏か。

　この上なくいい雰囲気なのに、うーん、フォークダンスとか踊ったことがないから壊れかけたペッ●ーくんみたいになってしまいますね……

　明あ日す夏かがうまくリードしてくれているから何とか形にはなっているけど……

「こうやって……お母さんも、踊ったんだって」

「え？」

　と、明あ日す夏かがこっちを見上げて言った。

「文化祭の後の後夜祭……お母さんもお父さんもここの、白はく城じよう学園の出身だったんだけど、その時に二人でいっしょに踊ったんだって」

「そうなんだ……」

「うん。とっても素敵だったって、今でも忘れられない〝秘密〟の思い出だって、昔そう言ってた……」

　どこか憧れるように空を見上げる。




「……わたしも……お母さんたちみたいになれたらいいな……」




「？」

「あ、う、ううん、何でもないよ！」

　慌てたように明あ日す夏かはぶんぶんと頭を振った。

　そして話題を変えるようにこう口にした。

「あ、そういえば、〝秘密〟といえばね。実は……せんせにもまだ言ってない〝秘密〟、たくさんあるんだよ～」

「え？」

　まだあるの!?

　これだけたくさんニョキニョキと雨後のタケノコみたいに出てきたのに、けっこう秘密レベルの高いものもあったのに、まだ……??

「ち、ちなみにそれって、どんな……？」

　俺が訊きくと、明あ日す夏かはにっこりと笑って耳打ちをしてきた。




「──、だよ」




「!?!?」

　え、そ、それ……訊きかなかった方がよかった気が……

　どうしよう、まさかそんな思ってもみなかったことを聞かされるなんて。一人で背負うには重すぎるよ……

「あ、でもね、それよりも大事な〝秘密〟、できちゃったかもしれない」

「え……？」

　い、今のあれらよりもさらに大事な……？

　それって何!?　地球終しゆう焉えんとか人類滅亡に関わる何かとか……？

　驚きよう愕がくの事実に戦慄する俺に、




「それはね、せんせーのことが……」




　何かを言いかけて、だけど明あ日す夏かは首を横に振った。

「……ううん、やっぱり言わな～い」

「え？」

「うん、これはせんせーにはまだ教えられないかな。またの、お楽しみ♪」

「え、え？」

　さらに混乱する俺に。

　明あ日す夏かはいたずらっぽく笑って、こう口にしたのだった。




「──〝秘密〟、だよ♪」








・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㊺（秘密レベル？？？）

　？？？
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　夏休みになった。

　ある日の昼前に、俺たちは秋葉原で待ち合わせをしていた。

　目的は、〝夏コミ〟のカタログをいっしょに買いに行くため。

〝夏コミ〟というのは八月に有あり明あけの東京ビッグサイトで行われる〝アキバ系〟のイベントの一つにして、最大級と言っても過言ではないものである。

　その〝夏コミ〟に明あ日す夏かと二人で行こうと話していて、そのためのカタログを手に入れようという約束をしていたのだった。

　とはいえ待ち合わせの時間は十三時。

　今の時刻は十一時五十五分である。

　これは何も俺が約束の時間を一時間勘違いしてしまったドジっ娘というわけではなくて。

「確かこっちの方だったっけ……」

　実は今日これから駅前のアニメショップで、ピアニッシモちゃんのイラスト入り限定サイン色紙を配布するそうなのだ。

　明あ日す夏かお気に入りのピアニッシモちゃん。

　それをサプライズで手に入れて、明あ日す夏かにプレゼントしようというわけである。

「おお、メイドさんがたくさんいる……」

　あちこちでチラシを配っている養殖メイドさん（推定）を眺めながら、アニメショップへの道をのんびりと歩いていく。

　配布は十二時からの予定だけど、歩いて五分もかからない距離だし、ピアニッシモちゃんはどちらかと言えばマイナーキャラでそんなに人気もないと思うし（失礼）、たぶん大丈夫だろう。

　やがて青い看板が特徴的なアニメショップの建物が見えてくる。

　と、その時だった。

「きゃっ……」

　斜め前方を歩いていた女の人が、ふいに転んだ。

　何で転んだのかはよく見えなかったけど、というか明らかに何もないところで四回転半しながら宙を舞ったように見えたけど、とにかく転んだことには違いない。女の人は手に大きなバッグを持っていたため、それの口が開かれて中身が地面にぶちまけられる。

「わ、た、大変です……っ……」

　慌てて拾い集めようとするけれど、運が悪いことにバッグの中身は紙のようなものであったため、風に流されて四方八方に散らばっていく。

　女の人は必死に拾い集めようとするんだけれど、一つ手にすると他の一つが飛んでいき、それを拾い上げると今度はまた他の一枚が流されていき……うーん、見てられない。

「えっと、この紙みたいなものを全部拾い集めればいいんですか？」

「え……？」

「手伝います。一人じゃ大変そうですから」

「あ──ありがとうございます」

　大きめの眼鏡に帽子を目ま深ぶかに被かぶった女の人は、恐縮した様子でぺこぺこと頭を下げながらお礼を言ってくる。その瞬間にも散らばった紙が風に流されていって、慌ててぱたぱたと追いかけていた。なんかこの人、抜けてる……？

　そんなことをしつつも、二人で協力して荷物を全部拾い集め終わった。

「ほ、本当に助かりました……おかげで大事な楽譜をなくさないですみました」

「いえ。あれ、これ……楽譜ですか？」

「あ、はいです。実は私、ピアニストなんです。これからリサイタルがあるんですが、そこで使う楽譜をバッグに入れていたら、こうなってしまって……」

　困ったような笑みを浮かべる。

「そうなんですか」

　何だってピアニストの人が秋葉原こんなところにいるんだろう。

　不思議に思うも、まあそういうこともあるのかなと、特に深くは考えなかった。

「本当にありがとうございました。それでは失礼します」

　そう言って女の人は何度も何度もこっちに向かって頭を下げて、前を見ないからその度にその辺にある立て看板にぶつかりかけながら、道の向こうへと去っていった。

　なんか、不思議な人だったな……

　それを見届けて、五分遅れで配布場所へ向かったわけなんだけど──




「……え、終わり……？」

　そこにあったのは、無情にも『ピアニッシモちゃん限定色紙の配布（三枚）は全て終了いたしました』と書かれた張り紙。

　まさかの配布終了だった。

　というか総配布数三枚って……

　いくらアルファベットのＰに適当に手足を付けたみたいなマイナーキャラだからって少なすぎやしませんかね……？

　あんまりな現実に肩を落としていると、ふと後ろからその肩を叩たたかれた。

　トントン。

「？」

　振り返ってみると……そこにはサングラスをかけた見上げるようなごつい巨漢が立っていた。

「ひっ……!?」

　な、だ、だれ？

　ヤ、ヤクザ……？　というかマフィア？　カモッラ……？

　さっきの女の人といい、どうして秋葉原こんなところにこんな人がいるの？

　ヤクザ（？）は俺の肩に手を置いたままじっとこっちを見下ろしていた。

　うう、何だろう。クリムゾン顔が気に入らないからと金でも要求されるのか、それとも何か因縁をつけられて内臓を売却されるのかとおののいていると、男は何かを差し出してきた。

「これ……」

「え……？」

「これが……欲しいか？」

　いや、これって、拳銃とかじゃないですよね……？

　恐る恐る視線を落とすと、その岩のようにごつごつとした手に乗せられていたのは……かわいらしいＰの字が書かれた色紙だった。

「え、これ……」

「このピアニッシモちゃんの限定サイン色紙……欲しかったんじゃないのか？」

「え？　いえ、え？」

　それはそうなんですが……

　だけどこの目の前のいかつい熊みたいなヤクザ（？）と、平和極まりない顔をしたピアニッシモちゃんという組み合わせが頭の中で瞬時に結びつかない。

「どうなんだ？　いらないのか？」

　とはいえヤクザ（？）は真顔でズンズンと迫ってくる。

「い、いいんですか……？」

「構わん。どうも、私の身内のために手に入れ損ねたみたいだしな。それにどうせ渡る先は同じだろう。だったら、迂う遠えんでない方がいい」

「……？」

　何を言ってるのかよく分からないんですが……

　ともあれくれるというのならもらわない手はない。

「あ、ありがとうございます……！」

　丁重にピアニッシモちゃんの色紙を受け取って、逃げるようにしてその場を立ち去ったのだった。こ、怖い……




「わ、わ～、ピアニッシモちゃんのサイン色紙だ！　どうしたの、これ！」

　苦難の末に（？）手に入れたピアニッシモちゃん色紙を見せると、明あ日す夏かは真夏の向日葵ひまわりみたいに顔を輝かせた。

「うん、すぐそこのアニメショップで配布してたんだ。明あ日す夏か、欲しいかと思って……」

「うん、ほしかった！　てゆうかほしい！　すっごくほしい！　ありがとう、せんせー！」

　ぴょんぴょんと飛び跳ねて宝物を手にしたみたいに喜んでくれる。

　その際にひらひらと揺れるスカートの裾が危なっかしかったのはともかくとして……そこまで喜んでくれれば苦労して入手した甲か斐いがあったなと思う。

「でも何か不思議な人たちに会ったんだよな……」

「不思議な人たち？」

「んー、ちょっと天然な感じの女の人と顔の割には親切なヤクザ（？）で……ま、それはいいや。それより〝夏コミ〟のカタログを買いに行かないと」

「そだね。うん、いこっ！」

　ぎゅっ。

　そう言って、明あ日す夏かは俺の腕に自分の腕を絡からませてくる。

「あ、明あ日す夏かさん……!?」

「へへ～、ピアニッシモちゃんの真ま似ね～」

　ピ、ピアニッシモちゃんというよりはだっこちゃんのような気がするんですが……

　左腕に柔らかい何かを感じながらそんなことを思っていると……ふと背後から何かの気配を感じた。

「……ん？」

「？　どうしたの、せんせー？」

「いや何か視線を感じたような気がしたんだけど……気のせいかな」

　神経過敏になってるんですかね……




　＊




「む、むう……こんな昼間から腕を組んで、不純異性交遊じゃないのか……」

「わあ、明あ日す夏かは素敵な相手を見付けたんですね。うふふ、とっても楽しそう」

「むう……それはそうなのかもしれんが」

「あの子、どこか若い頃のあなたに似てます。どこかぶっきらぼうなところとか、でも困っている人を見過ごせないやさしいところとか」

「……そ、そうか？」

「はい♪　だからきっと、明あ日す夏かも好きになったんだと思います。やっぱり母娘おやこですから、好きになる相手は似るんですね」

「ゴ、ゴホッ……！」

「ふふふ」

「……ま、まあ、何であれよかった。いずれにせよあのピアニッシモちゃんは明あ日す夏かへのお土産にしようと思っていたものだ。それがだれの手から渡るかが変わっただけだ」

「そうですね、ふふ」

「あの男が明あ日す夏かにふさわしいかは……いずれまた機を見て確かめるとしよう。──行こうか、春はる香か」

「ええ。そうですね──裕ゆう人とさん♪」




　＊




「そういえばね、お父さんとお母さんが帰ってくるんだって～」

「え？」

　と、俺の左腕にぶら下がったまま明あ日す夏かが言った。

「ずっと海外に行ってたんだけど、一時帰国するって。昨日突然連絡がきたんだよね～」

「そうなんだ……」

　お父さんとお母さんって、美み夏かさんじゃない、おかーさんじゃない方のお母さんか……

　きっと明あ日す夏かの両親だから、落ち着いていて立派な人たちなんだろう。優しげで細面で紳士なお父さんと、明あ日す夏か似で美人だけど上品でしっかりとした大人っぽいお母さんで……

「へへ、せんせーにも会ってもらわなきゃだね。お母さんたち、絶対会いたがるから」

「だ、大丈夫かな……」

「だいじょうぶだよ。美み夏かおかーさんもせんせーのことは気に入ってるし、それに──」

「？」

　そこで明あ日す夏かは一度言葉を切ると、

　俺の顔を見上げて、少しだけ恥ずかしそうに、でもうれしそうにこう言ったのだった。




「──それにせんせーは……わたしの大好きな人だから。わたしの大好きな人は、お母さんたちも大好きに決まってるんだよ」




「あ……」

「え、えへへ～、〝秘密〟だけどね～♪」

　その言葉に、俺はもう黙って白旗を上げるしかなかった。





・乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密㊻（秘密レベルＳＳＳ）

　俺のことが、その、だ、大好き[image: …][image: …]らしい。







end　　









　あとがき




　はじめましてあるいはこんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『乃の木ぎ坂ざか明あ日す夏かの秘密』をお届けいたします。







　さてさて、久々の乃の木ぎ坂ざかシリーズとなります。アニメの三期終了と原作の十六巻終了からだと何と六年弱となります。六年！　小学生が入学して卒業してしまいますね……！

　この続編といいますかスピンオフについてはだいぶ前から考えてはいたのですが、今回電撃文庫二十五周年ということで、形とすることができました。前作を読んでくださっていた方はもちろん、そうでない方も一から読んでいただいても大丈夫な作りになっておりますので、よろしくお願いいたします。もしも本編を読んでいただいて前作に興味を持ってくださった方がいましたら、『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』全十六巻、発売中です（笑）。本編のヒロインの明あ日す夏かの母親の話となっております。よろしければぜひ……（ペコリ）







　ここからはお世話になった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の和田様、三木様、平井様、黒川様。今回から一人増えて四人になっていますが、色々とお手数をおかけいたしました……。今後ともよろしくお願いいたします。

　イラストのしゃあ様。久々の乃の木ぎ坂ざかシリーズにイラスト、もうラフをいただいただけでテンションが上がって大変でした。本文のさりげないところまで拾っていただいて本当に感謝しております……！　ありがとうございます！







　そして何よりもこの本を手に取って下さった方々に最大限の感謝を。







　それではまたお会いできることを願って──








二〇一八年二月　五十嵐いがらし雄ゆう策さく　
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策の秘密。第４回電撃ｈｐ短編小説賞の最優秀賞受賞者。趣味はピアノ・料理・ハーブティーと、どこぞのお嬢様のような設定。今作の前シリーズとなる『乃木坂春香の秘密』で文庫デビュー、同作は２度のアニメ化を果たし大ヒット作となる。
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イラスト／しゃあ

しゃあの秘密。盆と年末は有明で戦うタイプのナイスガイ。座右の銘は〝チャンスの女神にバックドロップ〟。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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電撃文庫編集部

「五十嵐雄策先生」係

「しゃあ先生」係
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文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。
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